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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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（死のう……）

　川かわ村むらヒデオ。二十歳はたち。

　高校卒業後、就職のために上京するも面接を申し込んだ三十四社全すべてに書類段階で不合格。以来、深刻な現代病の一つとされる出で不ぶ精しよう症しよう候こう群ぐん、いわゆる引きこもりに冒おかされ、外出を極度に控ひかえるようになる。実家には適当なことを言って、仕送りしてもらう家賃と米だけで二年間過ごしてきた。

　だが先日、就職していないことがばれてその仕送りもストップ。着々と蓄たくわえてきた米ももはや底そこを突つき、そして迎むかえた三年目の春の決意である。

（死ぬのだ）

　売れるものも大方売り払はらった、閑かん散さんとしたアパートの一室で、それはむしろ、まっとうな決意と言えた。自分が生まれ育ったこの社会は、しかし皮肉なことに、自分を必要としていなかったのである。

　だが人間は、追い詰つめられるほど冷静になる部分も確かにあって、

（……どうやって死のうか）

　ヒデオもまた、いざとなってそんなことを考えてしまっていた。逆に言えばそれを選ぶほどの余よ裕ゆうがまだある、ということなのだが。

（首くび吊つり自殺……）

　ひどく苦しいらしい。というか苦しいに決まっている。それに、とても見られないような有様になるそうだ。死んだ上に、見つけた人をビックリさせて迷めい惑わくかけるのはどうだろう。

　却きやつ下か。

（手首カット……）

　痛いに決まっている。きっと、ためらってしまうほど痛いに違ちがいないのだ。それに見つけてくれた人に血の海を見せてビックリさせるのは、やはり迷惑だしよくないだろう。

　却下。

（飛び降り自殺……）

　前二つどころの騒さわぎではなくなるので却下。

（中ちゆう央おう特とつ快かい……）

　飛び降り以上の大騒ぎなので却下。

（……）

　試ためしにビニール紐ひもで首を吊ってみたが、台を蹴けった拍ひよう子しにブツリと切れて顔面を床ゆかに打ち付け、そのあまりの激痛に悶もん絶ぜつしただけであった。

（……）

　困った。







　そして死期を逸いつしたヒデオは、鬱うつ々うつとした足取りで、何かよい文ぶん献けんはないかと、アパートから徒歩五分の本屋へ向かった。徒歩五分以上は、出不精症候群のヒデオとしては圏けん外がいである。もしもコンビニエンスストアがそれ以内の距きよ離りになかったとしたら、ヒデオの死期は遥はるかに早まっていたことだろう。

　そんな本屋で『世界の自殺大全』とか、『パーフェクト自殺マニュアル』とか、そんなタイトルをヒデオは探してみた。

　当然、そんな物ぶつ騒そうなものが清く正しい世間一いつ般ぱんの物流に乗るはずもなく。

（ないのか……）

　そしてそれが「生きろ」という天の啓けい示じだなどとはこれっぽっちも思うはずもなく、ヒデオは結局、せっかくなのでいつものようにゲーム・アニメ情報誌のコーナーへ向かい、いくつかの雑誌を立ち読みする。

　丁度、一年ほど前からだろうか。

　こんな広告を、ときどき目にする。





　参加者募ぼ集しゆう

　大会名：聖せい魔ま杯はい

　会場：東京近きん郊こう、隔かく離り空間都市

　優勝目録：聖魔王の称しよう号ごう

　副賞：聖魔杯

　優勝資格：勝ち続けること

　勝負方法：問わず






　そう、丁度一年ほど前にはテレビでもラジオでも放送されて、大変な話題をさらった。

　何しろこの広告、世界各国で流されたのである。それほど大規模でありながら、会場が『東京近郊』としかなく漠ばく然ぜんとして、目録や副賞にいたっては意味不明。

　もう一つ、話題の原因となったのが参加資格の項こうで、





　人間と、自律した意思を持つ人間以外の者の、ペアであること。告知開始より一年以内に、会場に入ること。






　あまりに現実離ばなれしていて、何か度を超こしたテレビゲーム会社の、大おお袈げ裟さなキャンペーン……にしか見えず、自然と人々は、すでに関心を失なくしていた。

（だが）

　ヒデオは雑誌を閉じて、元あったように棚たなに戻もどし、本屋を出る。

（人間ではない誰だれかがいれば、参加できる）

　そして、そんな妄もう想そうくらいにしかすがるべき希望もない自分に、気が滅め入いる。

　ヒデオは走るでもなくとぼとぼと歩き……ふと、五丁目の角で立ち止まった。

（……パソコン、か）

　分別も節操もなくゴミの積み上げられたゴミステーションの中に、ビニール袋ぶくろに入った一台のノートパソコンが埋うもれていた。通信ケーブルや電源コードまでセットになっている。

　型は違うが、上京する時、餞せん別べつ代わりに両親に買ってもらったのを思い出した。先月仕送りを止められた際、お金になるので、真っ先に売り払はらってしまったが。

　持って帰ったところで、電話を解約したのでインターネットもできない。売れば金になるだろうが、そんな二束三文で、この今の自分がどうなるわけでもない。

（だが）

　と、ヒデオは一度かぶりを振ふった。

（リサイクル、できるはずだ）

　そう思ったヒデオはノートパソコンをゴミの中から取り出し……ふと寒気を覚えた。

（風か邪ぜ、か）

　四十数度の高熱にうなされながら野垂れ死ぬ。

（それもまた、一興）

　ヒデオは拾ったノートパソコンを小こ脇わきに抱かかえて、家路を辿たどる。







　茶ちや碗わん一いつ杯ぱいの白米を食し、コップ一杯の水道水を流し込み、その日の一日分の食事を終えたヒデオ。

（今日も……寝ねるか）

「って、寝ないでください！」

　敷しきっぱなしの布ふ団とんに潜もぐり込もうとして、聞きなれぬ声にさすがに飛び起きた。

　自分しかいなかったはずの六畳じよう一間の部屋の中に、八十年代のアイドルのような、清純と勘かん違ちがいが紙かみ一ひと重えな衣い装しようを着た美少女が一人。

　ふわふわ浮ういていた。

「せっかくパソコン拾ったんですよ！　せめて電源を入れて立ち上げてみるとか！　電源を入れて持ち主さんを確かく認にんするとか！　電源を入れて前の持ち主さんの集めていたドキドキなファイルを漁あさってみるとか！　やるべきことはたくさんあるはずですよー!!」

　と、彼女は一いつ生しよう懸けん命めいにまくしたて、それからヒデオの拾ってきたノートパソコンを指差した。

「ウィル子はそのパソコンの精せい霊れいです。なので、そんな怖こわい目をしても無む駄だです」

　書類の顔写真で面接を拒きよ否ひされてしまうほどのヒデオの目付きの悪さは、生まれ付きだった。

「そして早くこのパソコンの電源を入れないと、大変なことになってしまいます。ええもう世界が！　大変なことにっ!!」

　一生懸命脅おどかそうとしてくれているらしいのだが、アイドル衣装と可愛かわいらしい顔立ちから、迫はく力りよくに乏とぼしかった。

（……否いな。見かけで判断しては、いけない）

　それは目付きが悪いというだけで人々に忌き避ひされ続けてきたヒデオの、当然の信条であった。彼女がたとえ、自称パソコンの精霊とかいう人間以外の者であっても。

　そしてその望みが、電源を入れろというささやかなものならば。

（叶かなえねば、なるまい）

　ヒデオはノートパソコンの画面を開き、ＰＯＷＥＲと書いてある丸いボタンを押し込む。

　すると女の子が、受付嬢じようのように手の平を上に向け、清せい楚そな笑え顔がおで案内する。

「Ｗｉｌｌ．ＣＯ21を起動します」







　キュウウウウウウウウウウウウウウン！




　ガ！　ガ！　ガリガリ！　ズガガガガガガガガガガガガッ!!




　本来、パソコンから少しだけ聞こえるはずのカリカリ音が、ノートパソコンの方から凄すさまじい勢いで鳴り始めた。本体がガタガタ跳はねるほどの勢いである。

「Ｗｉｌｌ．ＣＯ21を起動しています。しばらくお待ち下さい」

　そしてしばらく、ガガガズガガリガ……！

「90パーセント。95パーセント……１００パーセント」

　突とつ然ぜんモーター音が止やみ、パソコンは急に、しんと静まる。

「Ｗｉｌｌ．ＣＯ21の起動が完かん了りようしました」

　その途と端たん。彼女の笑顔が清楚なものから、意地悪なそれに変わる。

「にひひっ。ウィル子、完全復活です」

　声は、今度はパソコンから聞こえてきた。女の子はいつの間にかヒデオの部屋ではなく、画面の中にいたのだ。
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（これは）

「ご主人様マスター、騙だまされましたねー。このＰＣにはＷＩＮＤｏｓなんて入っていないのですよー。このＰＣにいるのは、実はウィル子だけなのでーす」

「……」

「……目付きワルっ」

　目付きが悪いのは生まれ付きだった。

「マスターはリアクションの少ない人ですね。せっかく手に入れたＰＣにはウィル子しかいないのですよー？」

　感情表現に乏しいのも生まれ付きだった。

「もっとびっくりしたり、悔くやしがったりしてください。というか、ウィル子が何者なのか聞いて欲しいのですよー」

　マイク、マイク……。

「マイクは内蔵型なので、キーボード入力しなくても声は聞こえます」

　しかしこの部屋で喋しやべるのは……上京した翌日に、大家さんに案内してもらって以来か。しかも今度の相手はパソコンだ。話しかけて答えてもらえなかったら、死ぬほど恥はずかしいような気がする。

　が、ヒデオは意を決して、大きく深呼吸した。

「……君は」

「はい、よくぞ聞いてくれました。じ、つ、は……」

　女の子は画面の中で衣い装しようの通り、ステージ上のアイドルよろしく、くるりと回転して見せた。

「ウィル子の正体は超ちよう愉ゆ快かい型極ごく悪あく感かん染せんウイルス、その名もウィル子21なのでしたーっ!!」

「……」

「ウイルスです。しかも極悪です。何が愉快かって、私が！　しかも人間にも感染してしまうのが、ウィル子のスゴイところ！」

　彼女は自じ慢まんげに言った。

「マスターはこのＰＣを拾ったときに、ウィル子に感染してしまっていたのです!!」

　つまり、あのときの寒気は。

（風か邪ぜでは、なかったようだ）

　熱に浮うかされて死ぬこともままならないらしい。

「あ、あら……急に立ち上がってどうしたんですか？」

（……）

「ビニール紐ひもで輪を作って……」

（……）

「って、ちょっと待ったー!?　自殺はいくないのですー!!」




　ぶつ。

　ごすっ。

　どたんばたんごとん……。




　ビニール紐というのは、ここ一ヶ月白米しか食べていないヒデオの体重程度すら、支えきれないものらしい。先と同じ場所を打ち付けたヒデオは、激しくもんどり打った。

「……な……なんなんですかマスター……。なにをしたかったのか、ウィル子には理解不能なんですけど……？」

　画面の中のウィル子は、頭に汗あせのマークを表示させてうろたえていた。

「……死のう、と」

「そ……それは困ります！　マスターには、ウィル子に電気とネット回線を貢みつぐだけの奴ど隷れいになっていただかなくては！　ウィル子の許可なく勝手に死ぬことは許しませんッ！」

　矛む盾じゆんしたことを。

「……」

「そんな怖こわい目をしても、ウィル子はウイルスなので怖くありません」

　微び妙みように矛盾したことを。

「……目付きが悪いのは。生まれ付き、だ」

「ま、そんなことはどーでもいいです。とりあえずですね、ウィル子は光回線とテラ単位のハードディスクがたくさん欲しいのですよー」

　清純派アイドルっぽい見かけを最大限に利用した、笑え顔がお。ヒデオとしても聞けるものならその願い、聞き届けてやりたかった。

　だが。

「お金が、ない」

「ないはずないです。フェイクです。ダウトですよー。いまどきどんな貧びん乏ぼう学生でも、生活費くらいはどこかに残しているはず」

「生活費……か」

「そうですマスター。それを持って今すぐ……」

　ヒデオは台所から、空っぽの米こめ袋ぶくろを持って来た。ネズミの腹も満たされなそうな、数すう粒つぶの米。

「これしか」

「つ、次のお給料日は!?」

「無職なので」

　画面の中で、ばたん、と卒そつ倒とうしてから、ウィル子は跳はね起きた。

「こ……こっ、これからの生活はどうするつもりですか!?」

「だから、死のうと」

　当然の帰結をヒデオは言った。

「実は」

　就職に失敗しまくり、生きる術すべのない自分の状じよう況きようを、ヒデオは説明してやった。

「……なるほど。確かにマスターの目付きは、カタギじゃありませんね。プロですよプロ。相当殺してますねー？　にひひっ」

（どうやら）

　社会どころか、病原体にまで存在を否定されてしまったようだ。

「いやああっ!?　死ぬのは、死ぬのは待って欲しいのですが！　まず落ち着いてそのビニール紐を置いて欲しいのですー！」

「なぜ」

「なぜじゃなくて！　人として！　倫りん理り的に！　って、人間のクセに電子ウイルスに何言わせてるんですか。とにかくこのままでは、ウィル子はどこにも行けません。それなのに自殺なんてされたら、ウィル子はやってきた警察の人に、押おう収しゆうされてしまいます……」

　しくしくしく。今度は泣き出した。

「だが、ウイルスには。冷たい手て錠じようは掛かけられない」

「逮たい捕ほはされなくても、万一見つかったら駆く除じよされてしまいます」

　もっともだ。裁判も無しに極きよつ刑けいだ。それはあまりにひどい話。

「マスターは、奴隷のくせにウィル子に死なれてもいいのですかーっ!!」

「……」

　ビニール紐で、輪を。

「わ、わかったーっ！　わかりましたからっ！　でも……じゃあなんでこのパソコンを？　死人にＰＣはいらないはず」

「ゴミ捨て場に、あったので」

　さーっ、とウィル子の顔が青ざめた。

「たっ……確かにそうでした。さすがのウィル子もイチコロになるところ。マスターは、命の恩人なのでーす」

　コンピューターウイルスのくせに命とは大きく出たものだが、確かに彼女は生きているように思える。プログラムとは思えないような、はっきりと自律した意思を持っている。

「にひひ。運がよかったですね、マスター。ウィル子は義ぎ理り堅がたいので、マスターのために一ひと肌はだ脱ぬぎましょー！」

（……つまり）

　当たり前のことだが、画面の中にいる彼女は、人間ではない。

「ウィル子。実は」

「そうですマスター。どうせ崖がけっぷちなら、これに出ましょう、これに！　というかもう期限ギリギリなので、ウィル子も選んでる余よ裕ゆうがありません！　マスターにパートナーになってもらうしかないのですよー!!」

　ウィル子が画面に表示させたものこそ、奇くしくも、ヒデオが言い出そうとしていたその広告であった。





　聖せい魔ま杯はい




　優勝者には、世界を律する権利として聖魔王の称しよう号ごうと、その証あかしたる聖魔杯が与あたえられる。




　参加資格はただ二つ。

　人間と、自律した意思を持つ人間以外の者の、ペアであること。告知開始より一年以内に、会場に入ること。

　武器、防具、その他アイテムの持ち込みは自由とする。




　大会期間：優勝者が決定するまで

　優勝資格：勝ち続けること

　勝負方法：問わず






　　　　①




　ウィル子の来たその日が最初の大会告知から三六五日目。つまり、参加受付の締しめ切りにして、日付が変われば大会開始というまさにその日であった。

　会場が東京近きん郊こう……ウィル子が言うには奥おく多た摩まらしい……というのが準備不足のヒデオたちの不幸中にして、幸いだった。電車とバスを駆く使しして、どうにか奥多摩町に入る。

　この時点で、ヒデオの残金は十四円。もう、帰ることもままならない。なのであとは、ウィル子の言葉に従ってひたすら山の中を歩いていく。

　春と言っても標高があるために、路ろ肩かたにはまだ残雪。時刻は既すでに夜の九時。ぽかぽか陽気だった東京都心付近から出てきたヒデオは、チェックのシャツにチノパン、スニーカーというピクニック以下の軽装であった。

　歩いている分には身体からだも温まっていいのだが、

（……きっと、僕は。この足を止めた瞬しゆん間かん）

　ふと見上げた星空が、美しかった。

（死ねる）

「マスター、不ふ吉きつなこと考えていませんか……？」
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　無口なヒデオに、冷や汗あせ半分のウィル子が振ふり返った。

　今のウィル子は、画面から抜ぬけ出して浮ういている状態である。どういう仕組みかはヒデオの理解を超ちよう越えつしていたが、出入りは自由のようだ。ウィル子の（本人曰いわく現在のお家うち）というあのノートパソコンはヒデオが折り畳たたんで持っているので、会話するにはそのほうが都合がよい。

　そのパソコンも、十二インチ画面のお手軽サイズなのが幸いした。これが十四インチだったとしたら、ヒデオの手足はとっくに限界を迎むかえ、望み通り誰だれに迷めい惑わくをかけることもなく、この山中にその骨を埋うめていたことだろう。

（足が、棒のようだ）

　ヒデオの足はこの数年、週に一回、徒歩五分のコンビニを往復するためだけのものであった。山中を歩くようにはできていないのである。

「ウィル子」

「はいはーい」

「……さようなら」

　ヒデオはがくりと膝ひざをついた。

「って、会場に入る前から諦あきらめてどうするんですか!?　まだ三十分しか歩いてないのですよーっ!!」

　今日も、昼にご飯一いつ杯ぱいしか食べていないのだ。ここ一ヶ月ほどそうだったので、とにかくカロリーが足りていない。

　ウィル子が怒おこるので、とりあえず足を引きずることにする。

「だが。行ったところで、だ」

「行ったところで？」

「きっと僕には、何もできないのだろう」

　ヒデオはそういう人生を歩んできていた。

　特に資格を持っているわけでもなく、特技があるわけでもなく、学校の成績もそこそこ下というだけで。テストで最下位を突つっ走ぱしっていたクラスメートの方が、遥はるかに楽しそうな青春を送っていたのが、印象的だった。

　そんな自分を変えるために、一念発ほつ起きして飛び出した東京も、就職に失敗しまくった以外は何があったわけでもなく、ただひたすらにアパートにこもっていた毎日。

　そんなことを語るヒデオに、ウィル子がきょとんとした顔で言った。

「……マスターには、とことん負けグセが染しみ付いていますね……」

「確かに。僕は、何もできない。何も、しなかった。それでも……」

　ふと、思う。

「安易に。犯罪などに手を染めるよりは……まっとうに生きてきたと、思うのだ」

　逆に言えば、そんな当然のことしか自負できるものがなかったりする。

「にひひっ。ウィル子は犯罪に手を染めまくってきましたけどねー」

　そんなことを言いながら、ウィル子には全く悪びれた様子がない。歩いているだけで職務質問されるヒデオと違ちがい、彼女は見かけによらぬ相当な犯罪者らしい。

「ウィル子は電子ウイルスなので、ハッキングくらいならお茶の子さいさいですよー」

　エッヘンと胸を張るウィル子。

「それは。いけない」

「しかも大きなハードディスクを見ると、中身が国家機密だろうと激萌もえハアハア画像だろうと、もう本能的に！　食べずにはいられません」

　彼女は、そうしなければ生きてはいけないのだ。そうして考えてみれば。犯罪に手を染めることなく生きてこれた自分は、まだ、幸せだったのかもしれない。

「ところで、君は」

「はいはーい？」

「どうして、捨てられていたのだろうか」

　しかもゴミステーションなんてとんでもない所に。ノートパソコン自体はそう古いモデルではなく、中古ショップに持って行けば充じゆう分ぶんに売れそうなものだ。前の持ち主は、どうして捨ててしまったのだろうか。

「にひひっ。ウィル子は悪いことをたくさんするので、狙ねらわれていたのですよー」

「逃とう亡ぼう者、か」

「そうなのでーす。この一年、ウィル子は聖せい魔ま杯はいに参加するためのパートナー探しで、あちこちのパソコンに侵しん入にゆうしていたのですが……」

　ハードディスクのデータを勝手に消去されて仲良くなってくれるような人間なんて、見つかるはずもなく。

　そうした派手な行動が裏目に出て、かねてより狙われていた、凶きよう悪あくなアンチウイルスソフトに見つかってしまったのだという。

　仕方なく今のこのパソコンに緊きん急きゆう退たい避ひし、自分をセーフモードに。ジッと息を潜ひそめてほとぼりが冷めるのを待っている間に、持ち主にインターネットの回線ケーブルを外されて脱だつ出しゆつ不能。しかたなく画面に現れ、持ち主に正体を現すも……。

「やはりウィル子がデータを食べてしまったのが、気に入らなかったようなのですよー。しかも極ごく悪あくウイルス入りなので、買取を拒きよ否ひされました」

　当たり前だ。

　で、結局は気味が悪いということで捨てられてしまったらしい。そして偶ぐう然ぜん、通りかかったヒデオに拾われた。彼女としては、本当に絶体絶命だったようだ。

「しかし、それでは」

　ヒデオは疑問を口にした。

「……浮ういている君と。パソコンの中の、データと。どちらが、本物なのだろう」

「にひひ。どちらもウィル子なのですよー。ウィル子は電子の精せい霊れいなので、重ね合わせの存在です。電子であり、霊子です」

　重ね合わせと言われてもヒデオはピンとこなかった。そもそも霊子という単語も知らない。

「本質的なウイルスとしての部分は電子で、喋しやべったり姿を作ったりする不思議な部分が霊子です。たぶん」

　本人も多分とのたまうようなことなので、ヒデオはますますわからなくなったが、ウィル子はそのまま続けた。

「なので、このパソコンみたいな『お家うち』を最低一箇か所しよは持ってないと、ただの幽ゆう霊れいだと思います。逆に、マスターのような『媒ばい体たい』がないと、ウィル子は超ちよう極悪で愉ゆ快かいなだけの電子ウイルスにすぎません。こんなふうに、電子世界の外で行動することはできないみたいですよー」

　ウィル子は空中で、くるりと踊おどって見せた。

「……」

　待て。

「みたい。とは」

「実は、人間に感かん染せんしたのは今日が初めてです。当然、電子世界の外に飛び出したのも今日が初めてです。ウィル子、すごい！」

「……」

　ウィル子に感染した自分の身に、これから何が起こるかは……前例がないので一いつ切さい不明ということだ。ついでに言えば、この状態の彼女に何ができるかは、彼女自身でさえ把は握あくしていないということだ。

　しかも今日が初めてということは、当初はパソコンに入ったままでも大会に参加しようとしていたのだろう。

「……なぜ。そこまでして、大会に」

　聖魔王の称しよう号ごう。世界を律する権利というのだから、その話がもし本当であれば相当なことまで可能なのだろう。

「ウィル子は、電子世界の神になります!!」

「……」

　ウイルスが、また大きく出た。

「そしてまず真っ先に、アンチウイルスソフトを作ってる会社を、全部潰つぶします。にははははっ!!」

　ある意味、世界はかつてない混こん沌とんに叩たたき込まれるだろう。

「で、世界中を全部光回線にして、ウィル子はネットを安全に快適に回遊するのですよー。あと、ペンタゴンとかＮＡＳＡとかのハードディスクをおなか一いつ杯ぱい食べて、ウィル子の別べつ荘そうにして……」

　夢は尽つきないようだ。

「にひひっ。マスターは？」

「僕は」

　……いや、言うまい。

　第一、その大会、本当に開かれるかどうかも……。

「あ、マスター。受付が見えましたよー」

　山道を登りきると、洞どう窟くつが見える開けた場所に、小さなログハウスが見えた。『聖魔杯参加者受付』と、本当に書いてある。

「これは。驚おどろいた」

　それを聞いたウィル子の方がびっくりしていた。

「驚いているようには、見えないのですけど……？」

「……」

　ヒデオが感情表現に乏とぼしいのは、生まれ付きだった。その目付きの悪さとあいまって、暗殺者のように人間味がないとよく言われる。

　さておき。

　入ろうと近付いたその戸が突とつ然ぜん、内側から乱暴に開かれ、一組の男女が転がり出てきた。

　片や刀のように長い十手を持ち、ロングブーツを履はいた若い婦警さん。

　片や野戦服姿で、ホンモノの刀を持った男。

　がちん、と二人の得物が火花を散らす。鍔つば迫ぜり合いしながら、若い婦警さんが怒ど鳴なる。

「銃じゆう刀とう法ほう違い反はんで逮たい捕ほします！　というか、本当に銃も刀も一いつ緒しよに持ってるなんてなに考えてるの!?」

　で、言われたヒデオと同い年ぐらいの……顔付きも体付きも遥はるかに精せい悍かんだが……ザンバラな黒くろ髪かみの青年が怒鳴り返す。

「だから受付の姉さんも、武器の持ち込みは自由だって言ってただろうが！　拳けん銃じゆうもこの刀もそのために用意した物……！」

　言われた婦警が言葉と一緒に、十手を切り返す。

「会場内ではどうか知りませんが、ここはまだ東京都奥多摩町！　れっきとした日本ですっ！　逮捕！　現行犯逮捕っ！」

　言葉に合わせて叩き付けられる婦警の攻こう撃げきを、青年は見事な刀さばきで打ち払はらった。

「ふざけやがって！　じゃあどうやって持ち込めってんだコラ!?」

　がちんばちんと、ヒデオの目にも留まらぬ速さで、夜の闇やみに鮮あざやかな火花が散る。

（……ほんとうに。そういう大会、なのか）

　ウィル子の存在は目で見てしまっているのでともかく、大会については半信半疑で山を登ってきたヒデオ。山歩きでかいたものとは別な汗あせが、こめかみを伝ってきた。

「マスター、どうやら修しゆ羅ら場ばみたいです。どうしましょう」

　どうもこうも。あんな入り口の近くで暴れられたのでは、危なくて中に入れない。

（……否いな。止めなくては）

　ケンカは、よくないのだ。しかしこんなすごい大立ち回りは、ヒデオは映画でも見たことなかったので、やはりどうしたものか。

　ヒデオが考え込んでいると、中からまた一人、女が出てきた。

　これまた若く、腰こしまで届く美しい髪。涼すずやかな目元で、引きずるような黒い外がい套とうを羽織って……雰ふん囲い気きとしては、魔ま法ほう使いっぽい。

「鬱うつ陶とうしいわね……リュータ、殺してしまいなさい」

（物ぶつ騒そうな、話だ）

　ぞっとするヒデオをよそに、リュータと呼ばれた青年は不敵に笑う。

「おいおいエルシア……そういうわけにもいかんだろ。まあ見てろ、こういう生意気な女は」

「じゃあ私がやる」

　エルシアと呼ばれた女の方は短く溜ため息いき。そのまま、すっと腕うでを伸のばした。すると婦警に向けてかざしたその手が、懐かい中ちゆう電灯もないのにふわっと輝かがやき始める。
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（まさか、本当に）

　魔法でも使うというのだろうか。

　そんな気配を察したようなリュータが、ぎょっと振ふり返る。

「待てよエルシア！　こんな所で魔法なんて……！」

　リュータがエルシアに気を取られた隙すきに。

（今のうちに、止めなければ）

　ヒデオは進み出た。

「みなさん、ケンカは」

「隙ありぃッ!!」




　どごす!!　ぼんっ!!




　いいところに割って入ったヒデオはリュータの代わりに十手の一いち撃げきをくらい、婦警の代わりに魔法の爆ばく発はつを受けて吹ふっ飛んだ。

「ウィル子のご主人様マイマスターがっ!?」

　泡あわを食うウィル子に比べて、

「……エルシア。誰だれか、死んだ……んじゃないか？」

「そうみたい。一応、加減はしたんだけど」

　さして関心もなさそうなリュータとエルシアの声。婦警にいたっては、

「ほ……本官は殺してません！　いいえむしろ、本官の正義の一撃を邪じや魔ましたので公務執しつ行こう妨ぼう害がいで当然の報むくいよ!!」

　という有様である。

　そうした声が聞こえるので、ヒデオは一応、自分がまだ生きているらしいことを確かく認にんできた。

「あのー。マスター……生き、てますか……？」

　星の飛んでいるような目を開けると、ウィル子の心配そうな顔があった。

　一いつ切さいに無気力であったヒデオの胸には今、何年か振りに、ふつりとした確かな感情がこみ上げてきていた。

（……国家権力とは。ここまで、横暴なのか）

　歩いているだけで職務質問を行ってくる人権を知らぬ警官。それがなければ、ヒデオは出で不ぶ精しよう症しよう候こう群ぐんなどに冒おかされることもなく、もう少し外出を好んでいたはずだ。

　そして今。自分で殴なぐっておいて公務執行妨害をのたまう、この婦警。これほどの傲ごう慢まんを、ヒデオは未いまだかつて味わったことがなかった。

　それを力に変えて立ち上がる。

「い……生きてた!?　よかった……じゃなくて、よくも本官の邪魔を！　公務執行妨害で……」

「冷たい手て錠じようを、かけるのですか」

「う……て、手錠の冷たさを知っているなんて……さてはあなた、前科者ですね!?」

　手錠はきっと、金属でできているに違ちがいない。だからヒデオは、こんな寒空の下では、尚なおのこと冷たいに決まっていると思ったのだ。

　だが若く、さほどの修羅場も踏ふんでなさそうな婦警は、そんなヒデオの一ひと睨にらみだけでビクリと身をすくめていた。

　ヒデオは婦警へ、さらに詰つめ寄り、両手を揃そろえて差し出した。

「さあ。かけると、いいでしょう。……ただし」

「た、ただし……？」

　婦警がヒデオの気き迫はくに押され、更さらに一歩、後ろへ。

「僕が。その横暴を許すことは、一生ないでしょう。僕は、ただ……」

　一息。

「ケンカを止めたかっただけ、なのですから」

「うぅ……。奇き麗れい事言ってるけどこの目付き、只ただ者ものじゃない……絶対何人か殺してる……」

〝──いや。何人ではなく、何十人は殺しているでござるな。拙せつ者しやが現げん役えきの頃ころに江え戸ど城下で見た人ひと斬きりでも、ここまでの目付きは──〟

　婦警の持っている長い十手が喋しやべった。

　凝ぎよう然ぜんとしたのはウィル子もリュータもエルシアも一いつ緒しよである。

「なるほどな。パートナーが見当たらないと思ったら、そういう理由だったか……」

　驚きよう愕がくと感心が入り混じったリュータの言葉に、彼のパートナーらしい魔ま法ほう使つかいのエルシアが頷うなずく。

「憑ひよう依い武器ってやつかしら。初めて見たわ」

「……」

　ヒデオだって心臓が止まるほど驚おどろいていたのだが、生来の感情表現の乏とぼしさからそんな風には見えなかったのだろう。

〝ぬぬう。拙者の声を聞いても動じぬとは。美み奈な子こ殿どの、こやつ相当な修しゆ羅ら場ばを踏んでおりますぞ。何を隠かくしておるやもわかりませぬし、ここは、一ひと先まず……〟

「そ、そうね岡おか丸まる。丸まる腰ごしで手を差し出しているという誘さそいが、怪あやしすぎるわ」

　美奈子というらしい婦警が、岡丸というらしい十手を腰のベルトに挿さした。変へん幻げん自じ在ざいか、そのときには普ふ通つうの十手サイズである。

「いいですかあなたたち！　今回は本官がちょっとだけ落ち度を認めて見み逃のがしてあげますけど、今度会ったときはそうはいかないから覚えてなさい!!」

〝拙者、さすがに今回悪いのは美奈子殿と思うのでござるが。美奈子殿はいつもそうでござるな。早とちりさえしなければ……〟

「うるさいうるさい！　十手のクセに！　行くわよ！」

　顔を赤くした婦警は、たたたと、洞どう窟くつの中に入って行った。

（穴があったから入った。と、いったところか……）

　ヒデオはやや満足した。ウィル子が、にひひと笑っていた。

「マスターはすごいのでーす。マスターの目は、既すでに凶きよう器きなのですよー」

（……）

　かなり嬉うれしくない。

「よう。おかげで助かったよ。あの女、いくら言っても聞かなくてさ」

　ヒデオの肩かたを叩たたいてきたのは、リュータという青年だった。黒くろ髪かみで、屈くつ託たくのない笑え顔がお。

　首からゴーグルを下げて、胸にはサバイバルナイフ。よく見れば腰のベルト、左に日本刀、右にピストル。野戦服にコンバットブーツ。

（完かん璧ぺきな、装備だ）

　さっきの婦警と言い、この傭よう兵へいみたいなリュータと言い、魔法をぶっ放すエルシアと言い……こんな物ぶつ騒そうな連中が参加しているのでは、果たして勝ち目などあるのだろうか。

「俺はリュータ。こっちはパートナーのエルシアだ」

「よろしく……ってわけにもいかないわね。会場に入れば、敵同士だから」

　エルシアはその容よう貌ぼう同様に、涼すずやかに言い放った。羽織った外がい套とうの中に隠すように、左手に、古い辞書のような、大きくて分厚い本を持っている。

「僕は。川村、ヒデオ。そして、ウィル子」

「一応、よろしくお願いしておくのでーす。会場に入るまでは、敵ではありませんから」

　ヒデオと会ったときと違い、ウィル子は礼れい儀ぎ正しい挨あい拶さつをする。リュータとエルシアは、まんざらでもなさそうに微笑ほほえんでいた。

「それもそうだ。受け付けはまだなんだろ？　一緒に済ませちまおうぜ」




　　　　②




　中に入ると、暖だん房ぼうが効いていて心底暖かい。

　待合用のソファと、観葉植物と、ダルマストーブ。『受付』のプレートが置かれたカウンターの向こうに、ぱりっとしたスーツのような制服に身を固めた、可愛かわいらしい女性が腰こし掛かけている。

「リュータ・サリンジャー。人間だ。武器は……」

　ピストル、日本刀、サバイバルナイフがカウンターの上に並べられていく。はいはいと、受付のお姉さんが帳ちよう簿ぼを付け、卓たく上じようの端たん末まつに打ち込んでいく。

「エルシア。魔ま人じん。武器はこれ」

　彼女は年代モノの百科事典のような本を、どさとカウンターに置いた。

（なるほど）

　あの厚さであれば、ヒデオ程度なら一いち撃げきで殴なぐり殺せるだろう。美しい見かけによらず、恐おそろしい人のようだ。

「……あなた、何か勘かん違ちがいしてない？」

　考え込む間に、彼女は目の前までやってきていた。冷めざめとした視線が痛く、ヒデオは思わず首を振ふる。

「いえ。別に」

　するとウィル子が、意地悪げな顔で言った。

「マスター、この本で殴り殺せそうとか思ってましたね？」

「……恐ろしい、話だ」

　頷くヒデオに、エルシアは呆あきれたように肩を落とした。

「それが勘違いと言っているの。これは『魔導書』。こんな大会に出るくらいなら、わかっているんでしょう。無知を装よそおって、心理戦でも仕掛けているつもり？」

　エルシアの冗じよう談だんめかした嘲ちよう笑しように、ウィル子はにひひと笑い返していたが、正直、ヒデオには意味不明である。

「おいヒデオ、いいぜ。お前たちの番だ」

　書類入れのような茶ちや封ぶう筒とうを受け取ったリュータが、カウンターから戻もどって来た。入れ違いにヒデオは、ウィル子を連れて受付に立つ。そのすぐ側そばに、リュータたちが立っている。

「……」

「おっと、こっちは武器を見られちまってるからな。代わりに、お前たちの武器も見せてもらおうってだけさ」

　リュータは得意げに腕うで組ぐみしていた。エルシアが受付小屋の出口を見やる。

「その点、さっきの女は愚おろかだったわね。武器がパートナー……しかも喋しやべるというだけで、虚きよを突つかれる者は多いはずなのに」

　リュータがそれを引きとった。

「会場に入る前にバラしちまった。俺たちにはもう、通用しない」

（なるほど）

　ヒデオは戦せん慄りつした。

　謎なぞの多いこの大会。誰だれが、何を所持し、何を特技として参加してくるかは、わかったものではない。顔も知らない不特定多数と勝負し、勝ち抜ぬいていくには、敵の情報はいかに些さ細さいなことでも、多いに越こしたことはないのだろう。

（つまり）

「戦いはもう始まっているようです、マスター」

「……」

　ウィル子へ一度頷うなずいてから、ヒデオは、受付にいる可愛らしいお姉さんに向き直った。

「川村ヒデオ。と、言います」

「はい、ご丁てい寧ねいにどうも。私は受付係のラティです。大会が始まれば、私も役員として会場に入りますのでよろしくお願いしますね。さてヒデオさん。えー……見るからにヒデオさんの方が人間のようですね」

　そう言ってラティが見たウィル子は、浮ういている。当然の帰結。

「ウィル子は、ウィル子ですよー」

「はい、ウィル子さんですね。種族は？」

「にひひっ。ウイルスなのでーす」




　がたたたたっ!!




　リュータもエルシアもラティも、真っ青な顔で壁かべ際ぎわ一いつ杯ぱいまで逃にげ出した。

「にひひひひっ。マスター、普ふ通つうはこういうリアクションを取るものですよー？」

　ヒデオの場合、自分の部屋に女の子がいたという時点で驚おどろき尽つくしてしまっていたので、仕方がない。

「え……えーと。ウイルスさんですか？　私もこの受付でいろんな種族の方を見てきましたけど、ウイルスというのは初めてですね……」

　ぽんぽんと、端たん末まつのキーボードから検けん索さくをかけるラティ受付嬢じよう。

「にひひ。ウィル子も世界各国のネットを回遊してますけど、同じようなのはウィル子の他ほかには一人しか知らないのですよー」

「ネット……ということは？」

　ラティが、むむむと首をひねる。

　そして受付の卓上端末を見ているウィル子の視線に気付く。

「はっ!?　まさか」

「にひひ。侵しん入にゆうー」

　ウィル子が端末に手を触ふれたところで、ラティはがばっとそれを抱だきかかえた。

「侵入しないで下さい！　感かん染せんしないで下さい！　大会進行に影えい響きようが出ますので！　不許可です！」

　まさか、参加前から失格にされるわけにもいかない。見かねてヒデオは、割って入った。

「今は。このパソコンに感染しているので、安心です」

　ヒデオは先のリュータたちのように、ウィル子の入っているノートパソコンをカウンターに置き、画面を開いた。

　ウィル子がノートパソコンに入り、画面に映る。手を振り、スピーカーから声を出す。元のように、ヒデオの隣となりにまた出てくる。

　詳くわしそうなリュータとエルシアのペアも、度ど肝ぎもを抜かれたようだった。

「しっ……信じられるかエルシア……？」

「でも……見てしまったから……信じるしかないんじゃないかしら……？」

　ヒデオにしてみれば、日本刀を振ふり回したり魔ま法ほうを使ったりする彼らの存在も異様だったが、その彼らをしてウィル子はなお特とく殊しゆな存在のようだ。

　ラティがウィル子を見上げながら、魂たましいまで抜かれたような息を吐はく。

「はあぁ～……なるほど、よくわかりました」

「にひひ。一部では電子オカルトと呼ばれているのですよー。ウィル子としては、電子の精せい霊れいとかが、かっこよくて好きなのでーす」

　つまり、未いまだ呼こ称しようも定まっていないほどの新しい存在。このインターネット社会に生まれた全く新しい精霊、ということなのだろうか。だからと言って古い精霊がいるかどうかは、ヒデオの知るところではなかった。

「はぁ～。では、電子オカルトと電子の精霊、並へい列れつ表記で登録しておきますね。武器の提示はされますか？」

　ヒデオは聞いた。

「提示、とは」

「参加者の方が提示された武器は、データベースに登録されて、以降、使用者の名前と一いつ緒しよに全参加者が確かく認にんできるようになります」

　リュータたちの目付きが、戦う者のそれに変わった。ラティがそちらに苦く笑しようしてから、説明を加える。

「と言っても、これは強制ではありません。隠かくすことで有利になるような武器でしたら、提示は不利になりますからね。持ち込み自体は全く自由ですから、それは一向に差し支つかえありません。ただ、提示していただけたら特典もあるんですよ」

　ヒデオは聞いた。

「特典、とは」

「申しん請せいされなかった場合より、チケットを多く差し上げています」

　もちろんヒデオは聞いた。

「チケット、とは」

「会場内でのみ使用できる、言わばお金のことですね。会場内では参加者の方の必要に応じてお買い物ができるようになっていますが、主しゆ催さい者しや側の用意したチケットでしか品物は購こう入にゆうできません」

「何が、買えるのでしょうか」

「何でもありますよ。衣料食料品はもちろん、武器防具の類たぐいも含ふくまれていますから……ここで申請しておいて、中で別な武器に切り替かえる、というのも作戦の一つですね。逆に、その武器に自信があるなら登録しておくことで、相手を牽けん制せいできるかもしれませんし」

（なるほど）

「マスター、ここは頭の使いどころなのですよー。手の内を明かさずに行くのか、多少不利になってもお買い物券をたくさんもらうかです」

　考えるまでもない。

「強しいて、言うならば」

　ヒデオはたっぷりと含みを持たせて、あえてリュータたちの目を引き、そして言った。

「こことか」

　ノートパソコンの隅すみっこの方を指差す。

　ラティが近眼にでもなったように眉み間けんに皺しわを寄せ、じっとその部分に目を凝こらした。

「あの……ひょっとして、角カド……ですか？」

「叩たたけば、かなり痛」

「ばしっ!!」

　ウィル子に脳天をチョップされる。

「パソコンは超ちよう精密機械です！　間ま違ちがっても殴なぐるもんじゃありませんっ!!」

「では。どうしろと」

「どうって！　何かないんですか!?」

　考える。

「いや。ない」

「ばしっ!!　ばしっ!!」

　ウィル子のチョップは、なかなかのものだった。

　現実世界に飛び出したばかりで、大会以上に謎なぞ多き電子ウイルスだが、チョップはできるらしい。それが確認できただけでも、ヒデオは収しゆう穫かくとした。

「おい、ヒデオ……」

　啞あ然ぜんと寄って来たのはリュータ。

「隠し事はなしだぜ、って言いたいんだが……まさか、本当にか？」

「そう……」

　ヒデオはもう一度だけ、よく考えた。

　そして思いつく。

「例えば、ボクサーの拳こぶしは。相手の顎あごを割るような、凶きよう器き……と呼ばれるが」

「お……おお。じゃあ、それで申請すればいい。理り屈くつは通ってるだろ、受付の姉さん」

　かなり世慣れしているらしいリュータの言葉に、ラティは快く頷うなずいた。

「はい、もちろん大だい丈じよう夫ぶですよ。手足を武器として申請された方は、結構いらっしゃいますね。許可です」

　よしよし、と、リュータはヒデオに向き直る。

「まったく、人は見かけによらないな。ヒデオの体はどう見ても格かく闘とう家かって感じじゃないんだが、それが敵を欺あざむくための罠わな……その服の下には、極限まで絞しぼり込まれた肉体が隠されているってわけか」

（見み抜ぬかれた、ようだ）

　そう。一日一いつ杯ぱいの白米でその日を暮らしてきたヒデオの肉体は、別な意味で極限まで絞り込まれている。自じ慢まんじゃないが、腕うで立たて伏ふせは五回もできれば調子がいい方だ。

「だったら……」

　迫はく力りよくのある不敵な笑えみを見せたリュータは、ヒデオの双そう眸ぼうを指差し、さらに続けた。

「お前のその血に飢うえた目付き、納なつ得とくできるぜ。命を懸かけさせる闇やみの格闘場は、世界中にゴマンとあるからな……しかもパートナーは電子オカルトなんていう、この俺でも聞いたことがないような未知の存在だ。お前、相当なやり手みたいだな」

　そんなマンガの舞ぶ台たいみたいな場所で戦った覚えは、一いつ切さいないが。更さらに言えばウィル子は、明日になればリサイクルに出すところだったが。

「さぁて、それさえ聞ければこっちのものだ。お前のスタイルがボクシングか、カラテか、ムエタイか……それは実際やりあうまで、楽しみに取っておくさ。どうやらお前たちが、俺たちの一番のライバルになりそうな予感がするからな……」

　軽く手を挙げたリュータは、一変、気さくな笑顔を投げかけてきた。

「会場でまた会おうぜ。できれば決勝戦でな」

　続けてエルシアも、静かに、嫌いや味みのない微び笑しようを見せた。

「次は、手加減無しの魔ま法ほうを見せてあげる」

　二人は颯さつ爽そうと受付小屋を出て行った。

（……かっこいい）

　そんなやり取りが終わり。

「で……ヒデオさん、どうしますか？」

　ラティに聞かれたヒデオは、ぐ、とその拳を握にぎり締しめる。

「僕の拳で割れるものといえば、卵ぐらいなものでしょう」

　一息。

「だから、武器はありません……と。言いたかったのですが」

「ばしっ!!」

　きっと、このウィル子のチョップの方が破は壊かい力があるに違いない。

「ええ～っ……と。じゃあ、丸まる腰ごしですか？」

「丸腰ですが」

　するとラティは、さぞ様々な武器が登録されているだろう端たん末まつを眺ながめながら、徐じよ々じよに気の毒そうな顔になっていく。

「でも……さすがに、手ぶらの上にチケットまで少ないのでは」

「にひひ。オマケするのですよー」

「いや、ウィル子。ルールは、ルールだ」

　ふむふむ。とラティが、ヒデオを見ながら頷いた。

「ヒデオさんはマジメな方のようですね。さっきのリュータさんと美奈子さんの乱闘を止めてくださった件も、私個人としてはお礼がしたかったんです」

「マスター、人様の厚こう意いを無にするのはどうかと思いますよー。お・ま・け！　お・ま・け！」

　元気に腕を振ふるウィル子をさておき、ラティが言った。

「それに、ルールを破るわけではありませんから。武器はさっきの、『カド』で登録しておきますね」

　ぽんぽんと端末のキーボードが押されていく。

「それならば」

「そんなっ!!」

　ショックを受けるウィル子とは対照的に、ヒデオはラティの心こころ遣づかいを、有あり難がたく受け取った。登録したって、使うかどうかは別の話だ。

　そしてリュータが受け取ったのと同じ茶ちや封ぶう筒とうも受け取る。

「これは」

「まずは先ほど言ったチケットと、会場の地図です。都市一個が丸ごと会場なので、迷子にならないように注意してくださいね。それと告知の通り、聖魔杯は優勝者が決まるまでは無期限の大会ですから、会場内での暮らし方が書かれたマニュアルです」

（長い、戦いになるのだろう）

　ひょっとしたら明日のうちに全すべてが片付くのかもしれない。だが大会期間が無期限とある以上は、持久戦に持ち込む者も出てくるはず。そうなれば、ひょっとしたら一年も二年も、戦いは続いていくのかもしれない。

（……過か酷こく）

　ラティが時計を見た。

「いま、ちょうど午後十一時ですね。そこの洞どう窟くつを通り抜ぬけると、会場である隔かく離り空間都市のセンター前広場に出ます。前夜祭が行われているはずですから、そのままお待ち下さい。午後十一時三十分から開会セレモニー、そして午前零れい時に聖魔杯の開幕です」

「わかりました。ご親切に、どうも」

「どう致いたしまして。ご健けん闘とうをお祈いのりしています」

　応おう援えんの言葉など、小学校の運動会以来、かけてもらった記き憶おくもなかった。

　ヒデオは決意も新たに、受付の小屋を出る。

　目の前には、会場へ続く洞窟が待ち受けていた。ヒデオの目には不思議とそれが、悪魔が口を開き、待ち受けているように映った。

（だが）

　後あと戻もどりはもうできない。残金十四円では、帰りのバスにも乗れないのだから。足だって、とっくの昔に限界を超こえていた。問題は、会場まで辿たどり着けるかどうかだが……今から下山するよりは、会場へ入る方が近いはず。

　ならばせめて、前へ進むべきではないのか。

（そう……勝てずとも）

　今はまだ、前へ進める。こんな大事なことに、なぜ今まで気付かなかったのか。

「……行こう。ウィル子」

「にひひっ。もちろんなのですよー、マスター。ウィル子はとっても楽しみなのでーす」

　優勝資格はただ一つ。ヒデオは自分へ言い聞かせるように頷うなずき、その一歩を踏ふみ出した。

「勝ち続けるのだ」
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　　　　①




　センター前広場。今ヒデオたちの背後には、洞窟から昇のぼってくるための階段が、地下鉄駅への入り口のように埋うまっている。

　そして目の前に広がっているのは、まさしく都市、そのものの光景。センター前というよりは、真新しいセンター街のど真ん中に開けた広場。それが、ヒデオたちが辿り着いた場所であった。

「マスター、あのビルがセンターだそうですよ」

　封ふう筒とうから取り出した地図を眺ながめていたウィル子が、前を指差す。一つだけ突とつ出しゆつして高い、見上げるような高層ビル。ビルというより、ランドマークタワーのようにスマートなシルエット。真っ直すぐ上に向かって伸のびるそれは、唯ただ一つの頂点を目指すその大会を象しよう徴ちようしているかのよう。

　相変わらず顔には出ないヒデオだが、奥多摩のさらに山奥に、ビル群と、恵え比び寿すガーデンのような近代的な広場があるのだ。

（これは。驚おどろいた）

　そんな、レンガ敷じきの洒落しやれた公園のような場所で、前夜祭というものは始まっていた。

　そこには何百人という、まさしく老ろう若にやく男なん女によ。秋あき葉は原ばらであればコスプレにしか見えないような連中から、ハリウッドのＳＦＸにしか見えないような連中まで。明るい一いつ般ぱん社会には決して姿を見せることない、文字通りの有う象ぞう無む象ぞうが、広場に点々としつらえられたラウンドテーブルで、大いに飲み食いをし、間もなく始まろうかという前代未み聞もんの大会に向けて英気を養っている。

（腹は。減っている）

　ここ一ヶ月は白米しか口にしていないヒデオにとって、その光景はまさに。

（めくるめく。メリー・ゴー・ラウンド……か）

　腹の虫も鳴く。

「マスター。怖こわい顔してないで、食べてくればいいのですよー。飢うえた野や獣じゆうの目付きです」

　言われてその輪に入っていけるようならば、出で不ぶ精しよう症しよう候こう群ぐん、いわゆる引きこもりなどに冒おかされてはいないヒデオ。

　人ごみは大いに苦手である。

「ウィル子。君は」

　実体を持ったこの電子世界の精せい霊れいは、はたして何ど処こまで人間的なのだろうか。

「失敬な。ウィル子は電子ウイルスなので、人様の大切なデータしか食べません」

（……困った、ものだ）

　そうしてヒデオが、お祭り的な会場の熱気に気け圧おされ、立ちすくんでいると。

「先ほどの婦警といい、リュータたちといい……全く大した自信ではないか。ここまで押し迫せまった時間に会場入りするとはな」

　振ふり返ると、犬を連れ、葉巻を斜はすに咥くわえた老人が立っていた。無論、こんな場所にいるのだから、ただの老人ではない。

「だがいい目をしている。なるほど、リュータの言う通りだ……最近の若者にはない、戦士の目だ」

　オリーブ色の軍服に、同じ色のベレー帽ぼう。体格など、ヒデオより一回りも大きい。階級章や勲くん章しようの類たぐいは見受けられなかったが、口の周りに整えられた髭ひげの立派さや、肩かた幅はばの広さ、胸むな板いたの厚さ、老いて益ます々ます背筋の伸びたようなその風格。

　ヒデオは思わず呟つぶやいた。

「……大たい佐さ」

「マスターの知り合いですか？」

　と聞く横のウィル子へ、答えようとする前に。

「ほう……まさか、その若さで私の階級を知っているとはな。何処をどう歩いてきたかは知らないが……君はよほど不ふ遇ぐうな人生を送ってきたようだ」

「……」

　不遇は確かに不遇だったが、大佐というのは彼の風ふう貌ぼうから連想した思い付きに過ぎず。しかしそこまで言うのだからこの大佐、よほど過か酷こくな戦場を渡わたり歩いてきたに違ちがいない。
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（強敵、か）

　どうせこの広場にいる全員が、自分よりは強いのだろう。ヒデオはそう思うことにした。

　ウィル子が聞く。

「リュータの知り合いですか？」

「リュータ？　ああ、彼は私の教え子のようなものだ」

　婦警と電光石火をやりあったあのリュータの。しかも師し匠しよう。

「で、そういうあなたは、いつから会場に入っているのですかー？」

「私は一年ほど前だ」

「いっ……」

　ウィル子の顔が引きつった。さもありなん、すなわち彼は、大会告知の直後にこの会場に入ったということだ。

「改めて自己紹しよう介かいをしよう。私はジョージ・レッドフィールド。最初に会場入りした参加者にして、この会場を参加者の中で最も熟知し……今ではこの大会の、最有力候補などと言われている」

（……本当の。強敵、だったようだ）

　まだ開幕していないことにほっとする。

「川村、ヒデオ。といいます」

「ウィル子です」

「ああ、よろしく。だが心配しないでくれたまえ。余計なことを言ったが、この場合大切なのは、会場を熟知しているという部分でな。おかげで新しく入った参加者へ、都市のガイドをしてくれ……などと主しゆ催さい者しや側から言われている。今からでは口で説明するしかないだろうが、質問があれば答えよう。どうかね？」

　質問というか、何もわからない。

　何も知らずに大会が始まってしまうのは、不安の一語に尽つきる。渡りに船。

「主催者側から、ということなら噓うそをつかれる心配もないですね。聞いておきましょう、マスター」

　ヒデオは素す直なおに頷うなずいた。

「では。お願いします」




　　　　②




「難しいことは何もない」

　と、レッドフィールド大佐は前置きした。

「会場は、この都市そのもの……というのが主催者側の意向のようだ。この都市はいま我々のいるこの『中央区』を中心として、『居住区』、『工業区』、『商業区』、『自然区』に分かれている。参加者はこの都市内のどこで生活し、どこで戦っても構わないそうだ」

「はいはーい！　質問なのでーす！　ネット環かん境きようは!?」

　ウイルスが、どうでもいいことを質問した。

「水道、ガス、電気、そして通信……現代社会の主要なインフラは、全すべて整備されている。それが不服ならば、自然区で暮らすこともできるだろう。私が見たところでは動植物がかなり豊富だった。サバイバルの知識があれば、充じゆう分ぶんに豊かに暮らせるはずだ。もちろん、ブッシュでの待ち伏ぶせも可能となるだろう」

　その辺はウイルスにはどうでもいいことらしい。大佐の連れている犬にちょっかいを出し、吠ほえられてヒデオの背後に隠かくれる。

（……ドーベルマン）

　やはり軍用犬なのだろうか。とてもよく躾しつけられているように見える。首輪をしていても、それを引く鎖くさりはつけていない。

「……暮らす。とは」

「基本的に居住区……住宅街に住むことになるだろうな。一戸建て、マンション、アパート……全て無料だが、残念ながらこれは早い者勝ちだ」

　余り物に福があるだろうか。

　幸いヒデオは安アパート暮らしに慣れ切っており、あまり広い部屋では逆に精神を害するような体質だった。ウィル子に至っては……パソコンが家なので関係あるまい。

「その他、必要なことは全てここ……『中央区』で対処できるようになっている」

　それから大たい佐さが、ヒデオも最初に目を留めた、きらめくような高層ビルを指差した。

「あそこが大会本部の置かれた『センタービル』……通つう称しよう、センターだ。他ほかにも病院や郵便局、図書館などの一いつ般ぱん的な公共施し設せつは、全てこの中央区に集まっている。周囲にビルが多いのはそのためだ。中央区にある施設は全て、いつでも、無料で利用できる。困ったときは活用すればいいだろう」

「にひひひひっ。重要情報の多そうなところばかりなのでーす」

　追い出されると悪いので、是ぜ非ひ止やめてほしい。

「しかし物品に関しては、例外なくチケットを使って購こう入にゆうすることになる。とりあえずは食品や衣類、武器の類たぐいがそうだろうが……それ以外にも、商業区に行けば大たい抵ていのものは手に入るはずだ」

　それは受付でも聞いたので、確かく認にん程度でいいとして。ヒデオはふと思い付き、小さく挙手した。

「チケットが。なくなったら」

「もちろん、稼かせぐことができる。センターの地下から、魔ま物ものの湧わき出す迷めい宮きゆうへ行くことができる」

　ゲームやマンガでは聞き慣れたが、現実には耳慣れない言葉。

「魔物、とは」

「平たく言えばモンスター。怪かい物ぶつだ。倒たおした魔物の強さと、数に応じて、主催者側が報賞を支し払はらうことになっている。これがなかなかの稼ぎになる……」

「ちょ、ちょっと待つのですよー……どうして『なかなかの』、って知っているのですかー？」

　突つっ込むウィル子。ふむ、と大佐は髭ひげを撫なで、笑った。

「中央区の施設はいつでも利用できると言ったはずだが？」

「つまり」

　ヒデオは言った。

「会場に入った、その時から」

「そういうことだ。既すでにかなりのチケットを稼いでいる参加者も多い。それによって、満足に武装していなかった者も、今では潤じゆん沢たくな装備を調ととのえている」

（……不利）

　圧あつ倒とう的に、不利。

　情報面だけでなく、物質面でも。そもそも受付でもらったチケットがいくらなのか。そしてこの都市の物価がどれほどなのか、それすらヒデオたちには定かではないのである。

　大佐はさらに続けた。

「もう一つ、その地下迷宮には面おも白しろい効果がある」

　暗あん澹たんたる気持ちに苛さいなまれながらも、ヒデオは聞くだけ聞いた。

「効果、とは」

「深く潜もぐるほど魔物の強さは上がっていく。そしてその達成階数と獲得報賞額は、ランキングとして示される。おかげで、参加者の力量がはっきりと示されるわけだ」

　深く潜るということは、それだけの強敵を討うち倒さねばならぬということだ。そして相手は一定して、魔物とかいう相手。となれば参加者は皆みな、平等な条件下で戦うことになる。ランキングは疑いようもなく、公平なものになる……。

「あのー、ちなみに」

　ウィル子が人差し指を立てた。

「現在のランキングの一位は」

「私だ」

　高級そうな葉巻を咥くわえた大佐が、胸を張って答えた。一年前にやってきた人だから、その葉巻も稼いだチケットで購入したものなのだろう。

「うう……この人はかなりの強敵そうですね、マスター」

「ウィル子」

「何ですか？」

「負ま」

　ばしっ、というウィル子のチョップは渾こん身しん。

「始まってもいないうちから負けを認めるなーっ！　というかその負けグセ！　洞どう窟くつに入る前のあの意気込みは、どこへ!?」

「だが、しかし」

「駄だ菓が子しも菓子もありません！　マスターはウィル子の奴ど隷れいということを忘れたのですか!?　ウィル子のために、黙だまって勝てばいいのですよーっ!!」

　それでも優勝狙ねらいとなれば、きっといずれはこの大佐とぶつかるわけで。となれば無駄な足あ搔がきをせずに素す直なおに退散した方が利り巧こうとか何とか。

「ばしっ！　ばしっ！」

　ウィル子のチョップが痛いので、やるだけやろうと、また考え直す。

　どうせ帰りのバス代はないのだ。

「ぜはーぜはー……でも大佐さん」

　ウィル子が聞いた。彼女は彼女で、この男の情報を少しでも引き出そうという腹か。聞くだけ絶望するような、栄光の軌き跡せきが出てきそうだが。

「大佐さんのパートナーはどこなのですかー？　大佐さんがダメなら、そちらから攻せめるのでーす」
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「パートナー？　さっきから君たちの目の前にいるだろう？」

　とぼけたような大佐の言葉に、ウィル子が目を点にして探す。そして大佐の足元に視線は行き着く。びしっとお座りをした、大きなドーベルマン。

「ロッキー」

　ばう！　と、どすのきいた吠ほえ声に、ウィル子はまた逃にげる。それから指差し。

「い……犬ですかっ？」

「自律した意思を持つ、人間以外の者……敵を見れば警けい戒かいし、腹が空すけば餌えさを食い、眠ねむたければ眠る……これは意思があるとは言わないか？」

「犬は喋しやべりません！」

「面白いことを言うお嬢じようさんだ。しかし君のパートナーも相当無口なようだぞ。私のロッキーの方が、よほどよく吠える」

　ばう！

　そんなロッキーに対し、ヒデオは返す言葉もない。そもそも彼らがここにいるということは、主しゆ催さい者しや側が……大会の意図はどうあれ……それを認めたということ。であれば、何も問題はないのである。

　しかしこの大佐ほど機転の利きいた人物は、見み渡わたす限りほとんどいないようだ。皆が皆、姿かたちも様々で。ウィル子のように浮ういている者も少なくない。

　が、また、そうなると……大佐は本来パートナーと二人で分け合うべき苦労を一人で背負い、ランキングの一位という場所にいるわけで。

「やば。マスター、ホントの強敵です」

「……」

　チョップされるので、負けたとは言わないが……やはり勝てないのでは。という思いがおよそ十割。

　そのときセンタービルの背後の夜空に、花火が上がった。自身の腕うで時計へ視線を落とした大佐が言う。

「二フタ三サン三サン○マル時……セレモニーの開始だ」




　　　　③




　ヒデオが少し背を伸のばすと、立食パーティーの人ごみの向こう、センタービルの前にステージが用意してあるのが見えた。

　花火が止やんで、そのステージ上にスポットライトが降り注ぐ。それだけで喧けん騒そうは全すべて消え去り、耳が痛いほどの静せい寂じやく。誰だれもが固かた唾ずを吞のんで見守る先……ステージに上がってきたのは、ショートカットがタキシード姿によく似合う、若い女だった。

　イヤリングを揺ゆらして恭うやうやしい一礼を見せた後、大おお仰ぎように両手を広げる。

《皆みなさん、聖せい魔ま杯はいへようこそ！　私はこの大会運営の最高責任者を仰おおせ付かった霧きり島しまレナと言います。どうぞよろしく！》

　明朗で活発な声が、据すえられたマイクを通しスピーカーから流れてくる。まだあどけなさの抜ぬけないような、人好きのする笑え顔がおともあいまって、会場から惜おしみない拍はく手しゆが上がる。

《どうも、どうも……盛せい大だいな拍手、どうもありがとうございます！　今大会の参加者数は、こちらの予想を大おお幅はばに上回る一五一二組。なんと三千名以上もの方々が、『人間と、人間以外の自律した意思を持つ者のペア』という厳しい参加規定にもかかわらず！　お忙いそがしい中、この聖魔杯へ集つどってくれたのです！　まずは主催者に代わり厚く御おん礼れい申し上げます!!》

　もう一度、礼。そして盛大な拍手。

　レナが小こ奇ぎ麗れいな顔を上げる。しかし彼女は彼女で、主催者はまた別にいるらしい。

《さて。セレモニーと言っても、見ていただくのは先ほどの花火くらいのものでして。ここからは言わば……重要事じ項こうの最終確かく認にんです》

　早くから会場入りした者には既すでに周知の事こと柄がらなので、そういう人たちは遠えん慮りよなく飲み食い歓かん談だんを、と前置きしてから説明し始めた。

　しかしそれらはヒデオたちにしてみても、受付のラティや、大佐から聞いていた内容と大差ない。再確認、程度にヒデオは耳を傾かたむけていた。

　そうして、しばし……。

《……というわけで以上の事柄を前提に、皆さん、大会期間中はこの都市での生活を、存分に満まん喫きつしてください。そしてここからは！》

　耳じ目もくを引くように、レナの声が一段大きくなった。

《皆さんが最も関心があるでしょう、勝負についての規定をいくつか、お話ししようと思います。よろしいですか？》

　再びの静寂。生活に関しての話など、半ばどうでもよい。ここには皆、戦いに来ているのである。だからこそここに至って、参加者たちの全神経は彼女の話に傾けられた。

《まず、第一に……》

　そうして次に発せられた言葉は。

《勝負の際、戦せん闘とうに関しては殺人を認めません。人間以外の者に関しては、殺人に値あたいする行こう為いを認めません。万一これを犯おかしたペアは、即そく座ざに失格となります》

　ざわっ……と会場がどよめいた。

　安全大国ニッポンで暮らしてきたヒデオにしてみれば、当然の事柄。だが隣となりにいる大佐のように、切った張ったを生なり業わいとしてきた参加者、特にその技術こそを最大の武器として参加した者たちは、戸と惑まどっていた。

　告知の『武器、防具、その他アイテムの持ち込みは自由とする』という項目。そして受付での武器の提示……それらがその先入観に、拍車を掛かけていたともいえる。

　そうした不服の声が、早くもあちらこちらから上がっていた。いわく、勝負方法は一いつ切さい問わないとあったはず。いわく、そうだ、ふざけるな。いわく、そうだそうだ……。

　別な意味で盛り上がり始める会場だが、壇だん上じようのレナは意にも介かいさぬように受け流し、冷めたように言葉を続けた。

《確かに。確かに皆さんの言う通りですよ。皆さんが行う勝負方法の一切に、主しゆ催さい者しや側は一切口を出しません。そう、『方法』に関しては》

　ざわ……。ざわ……。ざわ……。

　まるでギャンブル漫まん画がのような緊きん迫ぱくした雰ふん囲い気きが、参加者たちの間に広がっていく。血気盛さかんな者たちも、今の言葉のニュアンスに気付き始めたようだ。

《具体例を挙げましょうか。例えばテーブルゲーム。スポーツ。ギャンブル……そしてもちろん、刃は物ものや武術による格かく闘とう、魔ま法ほう合戦でも。大会本部はその勝負方法に関しては、一切口を出しません。ただし。何をするにせよ、その結果として死者が出るような事態は避さけるように……と、申し上げているわけです》

　ざわ……。ざわ……。ざわ……。

（間ま違ちがっては、いない）

　ヒデオは一人首しゆ肯こうした。優勝資格は、〝勝ち続けること〟。殺し続けることなどとはどこにも書いてはいない。

（むしろ。それが、常識）

《ですので。勝負方法は何にせよ、勝敗の規定は対戦者同士でよく取り決めた上で、審しん判ぱんへ明確に提示してください。極きよく端たんな話、手足を全すべて失い戦闘不能となった時点で負け、というルールであれば、それはそれで構いませんよ？》

　彼女はあてつけるように、壇上から周囲を睥へい睨げいする。

《幸か不幸か、この都市の医い療りよう技術は一いつ般ぱん世界のそれをはるかに凌りよう駕がしているので、手足くらいは簡単にくっつきます。さすがに、即死ではそうもいきませんけどね》

　レナは自分の首へ、トントンと手刀を当てる仕草を見せた。それが冗じよう談だんに聞こえないのは、レナのせいではなく……むしろ武装した参加者たちの持つ、物ぶつ騒そうな雰囲気のせいか。

《しかしその場合は、出血多量で死亡する前に病院へ担かつぎ込んでください。死亡すれば勝利したところで失格。……よろしいですか？》

　逆を言えば。死ななければ、何をしても良い？

（……）

　怖こわい考えを振ふり払はらうヒデオの横で、大佐がステージへ向けて声を上げた。

「だがそれでは矛む盾じゆんする。参加者同士が、互たがいの生死を以もつて勝敗とした場合はどうなる？　大会本部は参加者同士の取り決めに、口出ししないそうだが」

　レナの瞳ひとみが、すっ、と動く。ヒデオのすぐ横、大佐へと。

《確かに。確かにその通りですよ。さすが優勝候補と名高い、レッドフィールド大佐！　鋭するどい指し摘てきです。しかし、それに対する主催者側の回答はこうです》

　レナは満面の笑え顔がおで両りよう腕うでを広げる。

《この広場の地下に、核かく爆ばく弾だんが埋うまっています──！》




　　　　④




　場の空気が凍こおりついた。身構える者。己おのれの立つ足元を見み詰つめる者。ただ周囲を見み渡わたすばかりの者……冷静に成り行きを見守る者。

《そしてこれが、その起爆スイッチ》

　レナがタキシードの懐ふところから取り出したのは、アンテナ付きの黒い何やらだった。ステージまでの距きよ離りが遠く、ヒデオからは携けい帯たい電話か何かのようにしか見えない。

《例えば今、このスイッチを入れて……この大勢の中の、果たして何人が生き残るでしょうね。人間は恐おそらく無理。人間以外の方々も、よほどの異質でなければ無理なのでは？》

　見渡すレナの笑顔は、冷たい。どよめきが、さらに大きく広がって……。
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《……というのは冗談です。これは、私の携帯電話》

　レナの表情は登場した時と同じ、人好きのする可愛かわいらしい笑顔に戻もどっていた。

　しかしタチの悪すぎる冗談に、あちこちから喧けん々けん囂ごう々ごうが鳴り響ひびく。それを両手で抑おさえるようにしてから、レナはまた笑う。

《ですが今見た通りです。今見せた、皆みなさんの反応こそがその証しよう拠こ》

　彼女は奇き異いな役目を終えた携帯電話をしまい、続ける。

《今の喩たとえで、殺すという行こう為いがいかに無意味なものか、お分かりになったのでは？　あなた方は破は壊かいと殺さつ戮りくにおいては、核かく兵器一つにすら遠く及およばない。それを今さら競きそう？　そんなことに何の意味があると？　馬ば鹿か馬鹿しい》

　レナの乱暴な理詰めに、会場がまたざわついていた。しかし反論は出ない。乱暴であるが故ゆえに、述べた言葉はあまりに正しい。

（そう。道理、だ）

　そんなものは強さでもなんでもない。ただの暴力。そんなものを望むのならば、彼女の言う通り、こんな大会を開く意味はないのだ。

（だが）

　武装は認めている。となれば主催者という人物は恐らく、そうした強さも含ふくめた上で、参加者の知ち恵えや、勇気、駆かけ引きの度胸といったものまで見ようとしているのだろうか？

（……）

　ヒデオが黙もくして考え込む横で、大佐がかぶりを振って呟つぶやいた。

「なるほど……四十年近く培つちかってきた私の技術スキルは、六割がた意味をなさないというわけか。前もってトラップの設置箇か所しよや、狙そ撃げきポイントを調べておいたんだが……無む駄だ骨ぼねになってしまったようだな」

　そんな自じ嘲ちよう気味に笑われても、ヒデオには応こたえようがない。しかしまだ四割も残っているとは、どこまでスーパーなじいさんなのだろう。

《話がずれてしまいましたが……それに関連してもう一つ。本大会は当初、トーナメント形式のようなものを計画していたのですが……》

　困ったように頭を搔かくレナ。

《最初に申し上げたように、参加人数が当初の予想を大おお幅はばに上回ったもので。皆さんで自由に戦ってもらうことになりました》

　ハァ？

　という声が一いつ斉せいに上がった。

《つまり……あと十分ほどですね。開幕したら、戦いたい相手に勝負を申し込んでください。相手がその申し出を受ければ、勝負は成立。何をもって勝敗とするかを、ジャッジに申しん請せいして勝負開始です。どこで、誰だれと、何組のペアが参加しようと、参加者同士の同意の下もとであればルールは問いません》

（つまり）

　万が一、この場にいる全員が○×形式のクイズ勝負に参加したとなれば。

　いきなり半数が脱だつ落らくする。

（……過か酷こく。あまりに、過酷）

　もっとも、そんな極きよく端たんなことを考えたのは、ヒデオ一人だけのようであった。

「決勝で会おうぜって約束した俺はどうなるっ!?」

　というリュータの声が何ど処こからか聞こえたが、それは無視された。直後、分厚い本で思い切り殴なぐったような鈍にぶい音が聞こえたのは、気のせいか。

《しかし告知通り、優勝者が決まるまでは無期限の大会ですので、焦あせることはありませんよ。準備万ばん端たんとなるまでは勝負を申し込まなくても、それは一向に差し支つかえありませんしね。勝負を申し込まれても、不利と感じたら断ればいいわけでして。その辺の細かい判断は、皆さんのご自由にどうぞ》

　となれば自然、今度は静観こそが最も秀しゆう逸いつな戦法となるではないか。他の参加者が潰つぶし合い、数を減らしていくのを待てばいいのだ。ヒデオとしては願ったり叶かなったりだが……でもそれはそれで、大会にならない。

　参加者たちのそうした賢さかしい意図を汲くみ取ったように、レナは付け加えた。

《そうそう。中には傍ぼう観かんし続けて、他の参加者の潰し合いを目もく論ろむ方もいるでしょうけど……それも作戦の一つとして認めます。ですがお忘れなく。優勝資格は、『勝ち続けること』であるということを……くれぐれも、お忘れなく》

　そう。

（……愚おろか、な）

　ヒデオは己おのれの愚かさを呪のろった。負けて負けて、負け続けてきた己の甘さを痛感した。

　そう、勝たねばならないのだ。最後の最後、優勝者が決まるその一戦まで、勝負から逃にげ続ける……？

（あまりに。愚か）

　ここまで来て、そんなことを一いつ瞬しゆんでも考えてしまった自分の愚ぐ鈍どんさに、腹が立った。そんな、どこまでも受け身の姿勢だから、いつまでも、ずるずるとアパートに引きこもり、だらだらと過ごし続けてきたのではないか。

　学校は親が行かせてくれた。

　だが、社会は違ちがった。自分から動かなければ、誰も相手にはしてくれないということを。死を思い詰つめるほどに、理解していたはずではなかったか。そして動いたところで。

（勝たねば）

　勝たねば、誰も認めてくれはしないのだ。動くだけなら犬いぬ猫ねこにだってできること。動いた上で、結果を出さねば。

　そうでなければ誰も認めてくれはしない。認められなければ……自分はまたあの安アパートで、死に方を模も索さくするだけのクズ。親にさえ見離された、ただ死体となるだけのゴミ。

（……勝たねば）

　奇くしくも自分は、その究極の大会に参加する。

《さて皆みなさん。長々とお付き合い頂きましたが、私からのお話は以上です。今述べた事こと柄がらは、あちらのセンタービル内でいつでも確かく認にん可能ですので、何らかの際にはご利用下さい……さあ、間もなく！　あと一分ほどで聖せい魔ま杯はい、開幕となります!!》

　クールな参加者たちには緊きん張ちようが迸ほとばしる。反面、ウィル子のような気のよい参加者たちが、爆ばく発はつするように盛り上がる。

《狙ねらうは神器、聖魔杯！　目指すは頂点、聖魔王！　その決戦の火ひ蓋ぶたが、今切って落とされるッ!!》

　カウントダウンの大合唱。
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《聖魔杯、開幕ですっ!!》

　レナが天に向かって叫さけぶと同時、セレモニー開始時以上の、盛せい大だいな花火が打ち上げられた。スターマインが三六〇度を咲さき乱れ、センタービルの屋上から他のビルの屋上へ、長大なナイアガラ花火が夜空にきらめくオーロラのように流れ落ちる。

　そのあまりに見事な美しさへ、拍はく手しゆと歓かん声せい。

　年が明けたような賑にぎやかさ。主しゆ催さい者しやはこの聖魔杯を単なる強さを競きそう大会ではなく、お祭り的な一大イベントとして催もよおしたかったに違いない。殺しを認めないという規定の理由も、そんなように感じられてしまう。

《さあ！　さあさあ、聖魔杯は開幕してしまいましたが、夜はまだまだこれからです！　大会もこの先長いものとなるでしょう！　ですから皆さん、今夜だけはこの勢いのまま、どーんと楽しみましょうっ!!》

　レナの突つき上げた握にぎり拳こぶしに呼応して、会場からは「おーっ!!」と盛大な声が上がる。

　そしてまず最初に、ビンゴ大会が始まった。今日会場入りしたペアは受付でもらった袋ふくろに、それ以外の者はこの広場に入ったときに用紙をもらっているそうで。豪ごう華かマジックアイテムやら、多額のチケットやらが当たるとか何とか。

「ビンゴ、ビンゴ。豪華賞品を当てて有利になるのですよーっ！」

　やる気まんまんでノリノリのウィル子が、さっそくビンゴ券を取り出していた。

（……）

　ヒデオは当然、こうした大おお騒さわぎには、加わりたくても加われない性質であった。

「川村……ヒデオ君、だったな」

　大たい佐さを振ふり返る。彼は彼で、職業柄がらか、このお祭り騒ぎには馴な染じんでいない様子であった。鳴り止やまぬ花火の明かりに照らされて、大佐は言う。




「勝負だ」

「乗った」




　ヒデオの即そく答とう。ビンゴ券を持ったウィル子の、顔のパースが崩くずれた。
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　その言葉。二人の間にだけ走る異様な緊きん迫ぱく感かんに、ごく近くにいる参加者たちが静まり返り、囁ささやき始める。

「何ぃ……？　マジか……？」

「いきなり……？」

「見て……しかもあの『大佐』よ」

「大佐……!?　相手は……？」

　ざわ。ざわ。ざわ。

「う……あいつの目付き、只ただ者ものじゃねえ……」

「何て冷たい目だ……まるで墓石ツームストーンのような……」

「墓石……まさか、ゴル……!?」

「しっ……！」

　ざわざわざわ。

　独断に満ちた偏へん見けんが一人走りしている中、大佐の目付きが変わった。

「なるほど。噂うわさには聞いてたが……君がそうなのか？　ミスター・ゴル……いや、デューク・東とう郷ごう」

「川村、ヒデオ。ですが」

「ちょ……ちょちょちょちょ！　マスター!?　何を考えているのですかーっ!?」

　いま、このタイミングで大佐が勝負を挑いどんできたのは……最初の勝利者として、他の参加者に印象付けるためだろう。何しろ全員が、その光景を目もく撃げきすることになる。

　ランク一位。開幕直後の、圧あつ倒とう的大勝利。大佐は恐おそらくその後、優勝者決定のそのときまで、安あん泰たいに過ごしていくはず。

（逆に）

　優勝まで行くとなれば、まず間ま違ちがいなくこの大佐とはぶつかることになる。周囲の参加者たちの反応からしても、それは明らかだ。

　ならば遅おそかれ早かれの問題。こちらの得体が知れていない今こそが、既すでに最後のチャンスなのだ。

　大佐がさもおかしそうに笑い始めた。

「いや、まさか受けてもらえるとは思っていなかったのでな……何で勝負するかまでは決めておらんのだ。だが丁度いい。この私が優勝候補と知りながら、しかも勝負方法も聞かずに申し出を受けた君の勇気に、私は敬意を表する。勝負方法は君が決めるといい」

　言葉をそのまま返すなら。彼はこちらの得意、不得意も聞かずにその方法を決めさせようということだ。それほどのマルチプレイヤーであるという自信の表れだった。

「言っておくがヒデオ君。私は負けたことがない」

　痛つう烈れつな宣告。

「なぜだかわかるか？　私の人生において……負けとはすなわち、死を意味していたからだ」

　一度でも負ければ。彼は今、この場にはいなかった。そんな血ち塗ぬられた過去に裏打ちされた、絶対の自負。

「私はかつて特とく殊しゆ部隊に属し、それを率いたこともあった。扱あつかったことの無い銃じゆう器きは、研究室で開発中の物だけだ。乗り物であれば、スペースシャトルとＵＦＯ以外操あやつれない物はない。知らぬ格かく闘とう技ぎといえばスモウレスリングくらいだろう……そして私は。世界中のありとあらゆる紛ふん争そう地帯で、勝ち続けてきた」

　その大佐の双そう眸ぼうが、鬼気を宿らせ始める。

「そう、どんな汚きたない手を使ってでもだ」

　何を思い出したのか、大佐が笑った。唇くちびるを歪ゆがめ、葉巻を嚙かみ締しめ、それはまるで悪あく魔まのような笑え顔がおだった。

「……生き残るためだ。仕方あるまい？　結果として、私が参加した作戦は全すべて成功してきたよ。やがて私は、敵にも味方にも、こう呼ばれるようになった……レッドフィールドではなく、『流血地帯ブラツドフイールド』とな」

　老人の嗄しわがれた喉のどが鳴る。愉ゆ悦えつするが如ごとく。

「……これが、君に与あたえられる私の情報。ヒントの全てだ。その私に挑む君は、全く敬意に値あたいする。よく吟ぎん味みし、勝負方法を決めるといい」

（……否いな）

　ヒントではなく、これは牽けん制せい。精神的優位の確保。聞くほどに追い詰つめられていく、全くの弄言。

《……ええっ？　ほんとに!?　もう勝負を始めた参加者がいる!?》

　情報が伝わったのか、ビンゴ大会を進めていたレナが声を裏返らせた。スピーカーから流れたそんな言葉に、どよめきが津つ波なみのように押し寄せる。そしてステージを飛び降りたレナが、せわしなく二人の間に駆かけ込んでくる。

《さあ大変なことになりました！　対戦カードは……これはすごい！　一年前に最速で会場入りした優勝候補、レッドフィールド・ロッキーペアと！　つい先ほど最後に会場入りした、ヒデオ・ウィル子ペア！　なんという神の悪戯いたずらか!?》

　勢い余るようなアナウンスに、どっ！　と会場が沸わき上がった。周囲は黒山の人だかり。だが今のヒデオには、どうでもよいことだった。目の前の大たい佐さしか、目に入っていなかった。

《せっかくなので私こと霧島レナが、司会、解説、ジャッジの三役でお伝えします！　さっそくですが勝負方法は!?》

　やかましいくらい賑にぎやかな彼女へ、大佐は低い声で呟つぶやく。

「今、彼が決める」

（……）

　何があるだろうか。

「リュータから聞いたところによれば、君の得意は格闘技だそうだな。それでも構わんが」

（……断じて、否）

　それはリュータの勘かん違ちがいに過ぎない。

　特殊部隊に属していたという彼に対し、体力や格闘技術で挑いどむのは無む謀ぼう。それを率いていたというのだから、知識や記き憶おく力、精神力も常人以上と見て間違いない。

「マスター……まーすーたーぁ……」

　もう負けたと思い込んでいるウィル子は、うろたえてしまって、使い物になりそうにない。というか何に使えるのかもまだわかっていない。

　ないない尽づくし。それでも、ここで勝たねば優勝もまた有り得ない。

　この大佐の圧あつ倒とう的な身体能力、技能の一いつ切さいを封ふうじ込め。なおかつこちらへ、およそ最大の勝算をもたらす勝負方法。

（──!!）

　自分の持ち物に、閃ひらめく。

　それに気が付いた瞬しゆん間かん、ヒデオは恐おそろしいほどに、自分が冴さえ渡わたっていくのがわかった。アパートに閉じこもっていたのでは決して味わうことのできない、まさに麻ま薬やく的な高こう揚よう。勝とうという意志。勝ちを見み据すえることは、こんなにも昂たかぶるものなのか。

《さあさあ、勝負方法はっ!?》

（……）

　司会にせかされたヒデオは、ポケットから財さい布ふを取り出す。その財布から、さらに取り出す。全財産、十四円の。

　その、十四分の十を。

「これで」

《これで……って？　十円玉、ですが？　ですよね？》

　どう解説したらいいか見当も付かないのだろう。レナの戸と惑まどう声だけが、マイクを伝っていく。それを大佐が鼻で笑った。

「落ち着け、お嬢じようさん。まずは先せん攻こう後こう攻こうを決めよう……ということだ」

《あ……ああ！　なるほど、そういうことですか！》

「面おも白しろい。だがもったいぶらずに、はっきりと言ったらどうだ？　みんな待っているぞ」

（何を。愚おろかな）

　ヒデオは意を決し、深く息を吸い込んだ。

「これで、と……言ったはずですが」

　ヒデオは訝いぶかしむウィル子、大佐、レナへ。改めてその貨か幣へいを見せ付ける。

「そう……コイントス」

[image: ]
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　誰だれも彼もが面めん食くらった。

「貴、様っ……正気かっ!?」

　大佐もまた例外ではなかった。何十年か振ぶりに思い起こす戦せん慄りつという感覚に、総毛立った。

　努力。技術。才能。駆け引き……そうした一切の要素をかなぐり捨てた、あまりにシンプルな勝負方法。

《コイントス!?　で、何回勝負!?》

　眉まゆ一つ動かさず、彼は言う。

「……一回で、充じゆう分ぶん」








うおおおおおおっ──!!









　ヒデオの宣言に、会場の興奮は極限に達した。この先、どれだけ長い戦いになるかもしれぬその初戦を。たった一度の運に任せようというその豪ごう胆たんさに、大喝かつ采さいが渦うずを巻く。

（なんという男だ……！）

　だがその通りだった。ダラダラと続けることはない。勝敗を決するだけであれば、ただ一度、裏か表かを言い当てるだけでいい。

　しかし真に恐るべきは、ヒデオの双そう眸ぼうであった。彼の余りに冷れい徹てつな表情は、大たい佐さの目をしても、何のリスクも負っているように見えなかった。出会ったときと同様の、戦士の目。勝機を見据えた目付き。間違っても運を、天に任せようなどとはしていない。勝利しか見ようとしない、傲ごう慢まんなまでのその眼光。

「……そうか。イカサマ、か……？」

　大佐は思わず呟つぶやいた。それならば、ただ一回と勝負を区切ってきたことに説明が付く。それ以上は、彼のなそうとする方法では、見破られる可能性があるのではないか？

「そう、思うのならば」

　ヒデオが言った。微み塵じんも臆おくする様子なく。

「見破って、見せればいい」

「ぐ……!?」

　ヒデオは肯こう定ていはしていない。だが、否定もしてはいなかった。

「ここにいる、誰でも」

　対戦相手だけに限定しない。

　この大会。いかなる眼力を持った能力者が、潜ひそんでいるとも知れぬこの会場で。

《それじゃ……イカサマってバレても、負けでいいんですか!?》

　マイクを向けるレナへ、ヒデオが頷うなずく。躊躇ためらいもなく。

　その自信はどこから来るのか。何をやるつもりなのか。だがその青年は、さらに驚おどろくべきことを言い出す。

「あなたが、勝負を申し込んだ。僕が、その方法を決めた。ならば……」

　ヒデオがそのコインを、大佐へと差し出してくる。

「今度は。あなたの、番です」

「馬ば鹿かな！　私に投げさせようというのか──!?」

　ヒデオは再び首しゆ肯こうする。

　ならば……イカサマの入る余地がどこにある!?

（いや……いや、待て。だからこそ、か？）

　この勝負には、イカサマの入る余地などない……そう思わせることで、少しでも衆人の目をかわそうという目もく論ろみ。

　大佐は受け取る。片面に10の数字。片面に、寺院のような建物の絵。どちらかに重心が寄っているような様子もない。嚙かむ。ガチリという金属の歯ごたえ。紛まぎれもない本物。

（わからん……）

　何がタネか、今の時点では見当も付かない。

　負ければ。この都市に入ってからの一年という万ばん全ぜんな期間が、まるで無む駄だに終わる。

「く……！」

　これほどのプレッシャーは、現げん役えきを退いて以来久しく忘れていた。

《では、お二人に聞きます！　裏か表か!?……というか、十円玉ってどっちが表ですか？》

　レナの言葉に、会場全体がひそひそと、そんな空気に包まれる。割と知らない一いつ般ぱん常識。大佐もまた、日本の貨か幣へいをまじまじと見るのは生まれて初めてのことだった。

「君が決める番だ。ヒデオ君」

　思えばこの順番を自らへ回すために、コインをこちらへ渡わたしたと、言えなくもない。恐おそらくそうなのだろう。

「……では、僕は。絵のある方で」

「よろしい。私は数字のある方だ」

　それぞれ、レナへと伝える。

《わかりました！　皆みなさんお聞きの通り、こうなったらここにいる三千余名全員がジャッジです！　勝負は一度きり……いいですか!?　それでは参りましょうっ!!》

　レナの言葉を最後に、会場からは一いつ切さいの音が消えた。鼓こ膜まくが痛むほどの静せい寂じやく。

（止やむを得まい……！）

　大佐は歯嚙みする。

　こうなっては、投げてからが勝負だ。手に伏ふせれば、もう細工の余地はない。ヒデオのイカサマを見破るとすれば、あとは、コインが宙にある瞬しゆん間かんしかない。

　大佐はコインを親指の上に載のせた。

「……行くぞ」

「どうぞ」

　弾はじく。

　新兵の頃ころは、よくこうして戦友たちと賭かけたことを思い出す。酒や、煙草たばこや、休きゆう暇か、見回り……思い出しながら、大佐は注視する。一秒が永遠にも思えるような。コインの回転。鈍にぶい輝かがやきを。

　大佐はそれが手の甲こうに落ちると同時、もう片方の手で伏せた。目の前の青年は、指先一つ、動かした気配がなかった。少なくとも大佐の目には、それが見えなかった。

　これ以上はもう、何をするでもない。観衆の誰だれ一人ひとり、ヒデオの不正を述べようとする様子もない。大佐はもはや祈いのるような気持ちで、覆おおった手の平を開ける。

　果たして……目に飛び込んできた光景を、レナが叫さけんだ。

《……え……絵のある方っ!!　勝者、ヒデオ・ウィル子ペアですっ!!》

　爆ばく発はつするような大だい歓かん声せい。

「やっ……やったのですよー！　マスター！　すごいのですマスターっ!!」

　それら喧けん騒そうを遠い幻げん聴ちようのように聞きながら、大佐はがくりと跪ひざまずいた。彼が何をしたのか、結局はわからない。あるいは本当に、そのまま出る目が出たので、する必要がなかったのかもしれない。

　とにかく、はっきりとしたことが一つだけ。

「負けた、のか……。グリーンベレーからエンジェルセイバー司令にまで上り詰つめた……、この私が」

　だが目の前のヒデオという青年は、勝負以前と変わらぬ様相で立っていた。その勝利を喜ぶ様子もなく。

「……あなたは。悲しい、人だ」

　言葉の割に、哀あわれむ様子もなく。

「どういう意味だ……？」

「もしここが、戦場であったなら。あなたは……その相手に。手段など、選ばせなかったはず」

「……!!」

　稲いな妻ずまのような衝しよう撃げきが、大たい佐さを打ちのめす。

　確かに。あのセレモニーにおいて、殺しがご法はつ度とと聞いたそのときから、これは所しよ詮せんゲームなのだと。わかってはいても、気が抜ぬけてしまっていた自分を思い出す。

　だから相手に、方法を選ばせるなどという愚ぐを犯おかした。周囲のお祭り気分に乗せられ、そんな余よ裕ゆうのある自分を楽しんだ。その油断。傲ごう慢まんを、彼の戦士の眼光は見み逃のがしはしなかった。

「命が、懸かからなければ。本気になれない」

　嚙み含ふくめるようにヒデオが言った。

「……あなたは。そんな場所で、勝ちすぎたのです」

「ふっ……ふははっ。全く、君の言う通りだ……。なんという皮肉だろうな……」

《開幕わずか十分にして、優勝候補筆頭のレッドフィールド大佐が破れるという大波乱っ！　大佐にはセンタービルで敗退者手続きを行って頂きます！　それにしてもすごかったのはヒデオくん！　さっそくですがここで勝利者インタビューに移りたいと思……あれ？　をーい》

「まーすたーぁ！　インタビューなのですよー！　ビンゴもまだ途と中ちゆうなのに、どこに行くのですかー……！」

　優勝候補を倒たおしたにも拘かかわらず、ヒデオの背中は浮うかれる風もなく、ただ、ただ、遠ざかっていく。まるで、新たな戦場へ向かおうかというように。

（どこまで戦士なのだ……あの若者は……）

　大佐はよろと立ち上がり、愛犬を連れセンタービルへと向かう。その途中で。

「大佐。残念だったな」

　リュータだった。

「リュータ……あの青年、君が見込んだだけのことはあるようだ。いや、私が老いたか」

「あんまり気を落とすなよ」

　しかしそんな言葉は杞き憂ゆう。

　リュータに見せたその老兵の笑え顔がおは、実に晴れ晴れとしたものであったのだから。誰も彼もが平和と友愛とを叫ぶこの今の時代に、真の戦士と巡めぐり合えたのだ。

　ジョージ・レッドフィールドの戦いは、ここに終しゆう止し符ふを打たれる。




　　　　◆




「マスター！　待つのですよー！」

　センター前広場からは大分遠ざかった場所。無人の街角、街灯の下もとで、ヒデオはようやく立ち止まった。

（……無理）

　ヒデオは目立つという行こう為いが、死ぬほど苦手であった。でなければ、人目に付かぬアパートに日がな一日こもっていたりはしないのだ。勝負の最中は大佐を倒すことに夢中で気にならなかったが、我に返れば、周囲は押すな押すなの大おお騒さわぎ。

　その上インタビューなどされたのでは、もはや拷ごう問もん。顔から火を噴ふき、全身火傷やけどによる焼しよう死しは免まぬかれなかったはずだ。せっかく勝ったというのに、そんな苦痛を味わう理由はない。

「でもすごかったですね。マスターにイカサマの才能があったなんて！　博バク才さいってやつですか!?　何をしたのか、ウィル子にだけそっと教えるのですよー！」

「何も」

「……は!?」

　また、ウィル子の顔のパースが崩れた。

「僕は。何も、していない」

「な、な、な！　じっ、じゃあまさか……本当に運任せの天任せ……」

　頷うなずくのに合わせて、ウィル子のチョップが降ってきた。

「何を考えているのですかーっ!?　勝ったからいいようなものの！　そんな何の勝算もなく!!」

　否いな。

　そればかりは、断じて否。

「勝算は、あった」

「へ？」

　点になったウィル子の目。

「五十パーセントも」

「ばしっ!!」

　叩たたかれる。

「それが運任せ天任せと！」

「だが、ウィル子」

　ウィル子の吊つり上がった眉まゆを見ながら、ヒデオは続ける。

「勝負を受けた時点での。僕たちの、勝率は」

「それは……限りなく、ゼロですけど。というか、ゼロで……。あ」

　と、ウィル子が気付く。

　そう、誰が見ても無む謀ぼう。大たい佐さからの申し出を受けたのは、間ま違ちがいなく自殺的な行為。他の何であっても、勝率は一分にも満たなかった。

　であるならば、五割という勝率はむしろ驚きよう異い的。ゼロから見れば無限大の可能性。それ以外の勝負方法と比べれば、必勝とも呼べるものだとヒデオは踏ふんだのだ。

「でも……要は運任せ天任せですよね」

「……」

　身も蓋ふたもない。

「で……このままコイントスやギャンブルで、勝ち続けるつもりですか？」

「それは、無理」

　あまりに愚おろか。

（愚ぐの。骨ほねの。頂いただき）

　五十パーセントの勝率も、勝ち続けるとなれば、いずれはとんでもなく小さい確率に辿たどり着く。そのくらいは、高校を出ているのでなんとなく計算できる。

　しかし今のままでは、運くらいしか頼たよれるものがないことも事実。早いところ、確固とした取り得のようなものを確立しなければ。

「……マスターは、わかんない人ですね」

（……）

「にひひっ。でもですね、勝負してるマスターは、かっこよかったのですよー。他ほかの参加者も、かなりビビってたみたいですし。だったらそれを利用していきましょう」

　誰だれも見み抜ぬけぬ、得体の知れぬイカサマ。

『何もしない』という虚きよ偽ぎのイカサマであったが、誰にもそうは思わせなかった。それをなし得るだけの不可思議な能力を、この男は持っている……そう思わせるに充じゆう分ぶんな様相。

「つまりマスターの目付きの悪さと、何事にも動じない態度で！」

（……）

　思いっきりへこむ。

「と、今後の方針も決まったところで、マスターどこに行こうとしているのですかー？」

「帰って。寝ねようか、と」

「あれ？　でも……」

　ウィル子が地図を広げる。

「居住区は反対方向なのですよー」

「……」

　嘆たん息そくしたヒデオは、限界を超こえた足を引きずり、回れ右をした。長い長い一日を終わらせるために、歩く。

（願わくば）

　その居住区とやらまで、貧ひん弱じやくな自分の足が持ちますように。

　聖魔杯はまだ、本当に、始まったばかりなのだから。
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　開幕セレモニーの翌朝。

　聖せい魔ま杯はいの会場となる隔かく離り閉へい鎖さ都市の、住宅街の一角。二階建て六畳じよう一間のキッチンとユニットバス付きアパート（要するに昨日まで住んでいた普ふ通つうのアパートと大差ない物件）にてヒデオは目を覚ました。

（く。……これは。困った）

　部屋に備え付けられていた毛布に入ったまま、思うヒデオ。コンセントに繫つないだままのノートパソコンから、待ちかねたようにウィル子が飛び出してくる。

「おはようございますマスター！　昨夜と言ってもほんの数時間前の劇的勝利の興奮も冷めやらぬ今！　この勢いのまま次の獲え物ものを探すのですよー！」

「それが、ウィル子」

「はい？」

「体が。動かない」

　びっくりしたウィル子は部屋の中をせかせか見回り、カーテンを開けて狭せまい裏庭を眺ながめたり。

「どこかに敵が!?　マスターが寝ている間に何か怪あやしげな術をっ!?」

「……筋肉痛で、体が」

　その先を言っていいものかどうか大いに悩なやんだヒデオであるが、意外にもウィル子は平静を取り戻もどし、右手でグーを作った。




　こん！




　どたんばたんごとんがたんっ!!




　昨日、自殺に失敗して二度も打ち付けた箇か所しよをクリーンヒットされて、ヒデオは激しくもんどり打った。

「動くじゃないですかマスター」

「……」

　テレビを叩たたいたらちゃんと映りました、みたいな言い方。

「だが、これで。どう戦えと」

　カタカタカタカタ。

　半分毛布を被かぶったまま、極度の疲ひ労ろうにより痙けい攣れんするヒデオ。その目付きの悪さも相まって。

「マスター……信じたくはありませんが。もしやクスリが切れたとか」

「ない」

　いくら自分の目付きが悪いと言っても、ヒデオはさすがに断言してやった。純じゆん粋すいに出で不ぶ精しよう症しよう候こう群ぐん、いわゆる引きこもりが外出した際の二次的症しよう状じよう、筋肉痛である。

　恐おそる恐る立って、歩いてみる。

「これは……、つらい」

「あああ……勝ったはずのマスターが、引きこもりから病やみ上がりにグレードダウン……」

　天を仰あおいだウィル子は、やる気をなくしたようにパソコン画面の中に戻っていく。声はスピーカーから。

《わかりました。無理はよくありませんし、どう戦っていくかもまだ決まってませんし。どうせ先は長いですから、今日はお休みにしましょう》

　画面の中には四畳半くらいの、小こ奇ぎ麗れいな一室。そこでソファにくつろぐウィル子。テーブルの上の皿に載のった幾き何か学形の何やらをパクつきながら、マンガなぞ読み始める。

《にはは。ぱくぱく》

「……」

　何事か。

「ウィル子。それは」

《はい？　オヤツです。ぱくぱく》

「オヤツ」

《マスターの家からこの会場に来るまでの間、ホットスポットがいくつかありました。なのでいろいろぶっこ抜ぬいてきたのですよー。そのままだとかさ張るので、こうして圧縮してますけど。ぱくぱく》

（専門的な、用語だ）

　実はそれほどパソコンに詳くわしくはないヒデオ。ウィル子はそんなヒデオを気にせず、幾何学形のいくつかを手に取った。

《解かい凍とうするとこんな感じです》

　どこかの会社の名めい簿ぼやら、会議書類やら、アダルト画像やら。

《ろくな会社じゃないですねー。ぱくぱく》

「いまそこに。顧こ客きやくリスト、と」

《そうでしたか？》

　ぱくぱくぱくり。

「……。その部屋、は」

《初公開！　これがウィル子のお部屋なのですよー。ノートＰＣの性能ではこれが限界です。もっと広くできますけど……》

　ががががががが！　とハードディスクが唸うなりを上げて、瞬またたく間まに部屋が改装されていく。非常にだだっ広くはなったが、真っ黒。画面に映っているのはもはや家具ではなく、カクカクした緑色の枠わく線せんだけだ。

《見ての通り太古の３Ｄ技術、ワイヤーフレームです。さすがに今どきテクスチャーも貼はってないというのは、ウィル子的にはどうにも》

（つまり）

　専門用語はさておき、何もない土地だけなら、そこそこの値段で広く買える。しかし豪ごう華かな部屋となると、その装そう飾しよくだけで底を突つく。パソコンの性能が、すなわち住じゆう環かん境きようのためのコストらしい。

　考えている間に、ウィル子的にバランスの取れているらしい元の四畳半に戻もどっていた。これがどこかの研究所や軍事施し設せつにあるスーパーコンピューターなら、王宮のような広さと豪華さになるのだろう。

　ウィル子は再び、リラックスムードでマンガを読み始めていた。

（……つらい）

　居ても立っても辛つらいのが筋肉痛。熱いシャワーで疲労を取り除こうかと、ユニットバスへ向かおうとしたとき。

　きんこーん、とチャイムが鳴った。

（来客の、ようだ）

　町は町でも、ここは聖魔杯の会場。『互たがいの同意が無ければ勝負が成立しない』、というルールなので奇き襲しゆうはないとして。

　新聞の勧かん誘ゆう。宗教の勧誘。消火器の販はん売ばいの勧誘。

（……そんな、ところか）

　前のアパートでは、それ以外の人物がチャイムを鳴らしたためしがなかったので、他の可能性は思い付いても却きやつ下かする。

　きんこーん。と、もう一回。ヒデオはユニットバスのドアノブにかけていた手を、方向転てん換かんして玄げん関かんのドアノブにかけた。

　がちゃり。

「大家ですニャ」

「……これは、どうも」

　何のことはない、このアパートの大家さんだった。大家にしては随ずい分ぶん若く、二十歳はたち手前くらいの女の子。頭にネコっぽい三角の耳二つ、お尻しりの方から柔やわらかそうな長いしっぽが一本生えているが……開会式で参加者の有う象ぞう無む象ぞうを見てしまった後では、驚おどろくには値あたいしない。当然この部屋を借りるにあたり、挨あい拶さつは済ませてあった。

「住み心ごこ地ちはどですかニャ」

「大変、よく。眠ねむれました」

　疲つかれていたせいか、久しぶりに、夢も見ないほど泥どろ沼ぬまの眠りだった。で、意識は冴さえているが、肉体的な疲れは抜け切っていなかったわけで。

「そですかニャ。……寒いですかニャ？」

「……いえ。疲ひ労ろうで」

　筋肉疲労による痙けい攣れんである。

「そでしたかニャ。大たい佐さとすごいバトルを繰くり広げたと、評判ですニャ。すごい参加者さんに入居してもらって、私も光栄ですニャ」

　彼女は参加者ではない。カジノのディーラーのような制服に、タイトスカート。

　そしてジャッジの腕わん章しよう。

　つまり彼女は主しゆ催さい者しや側で審しん判ぱんを務める傍かたわら、アパートの管理人をしているのだ。アパートは主催者側が用意した物件なので、主催者側の彼女が管理人であることは道理。

「お部屋の不都合があったら言ってくださいニャ。善処しますニャ？」

「はい。どうも」

「それじゃ私は、お隣となりさんにも挨拶してきますニャ」

　大家さんは隣に向かった。

（……。昨日は）

　大佐に勝利後、寝ね床どこを求めて、このアパートに辿たどり着いた午前一時。大家さんは、自分とウィル子が初の住人だと言っていた。寝ねている間に、誰だれかが移り住んできたのだろうか。

（あり得る）

　思い起こせばあの初戦はあまりに派手。しかもヒデオが倒たおした相手は優勝候補の大佐。ならばその自分を何者かがマークして、隣の部屋に陣じん取どるというのは大いにあり得る話。

（そう……アリエール並みに）

　しかし今はシャワーが先だと思い、ユニットバスのドアノブに改めて手をかけ。

　きんこーん。

（……）

「あのー、昨夜お隣に越こしてきたものなんですけど、ご挨拶に伺うかがいましたー」

　しおらしい女性の声。

　この、都市を舞ぶ台たいにした聖魔杯という大会の参加者は、最終的には全すべて敵であろう。

　しかし、今。自分もウィル子もこれと言った特技もなく、明日をも知れぬ今。わざわざ挨拶に来てくれた人を、あえて邪じや険けんに扱あつかう必要があるだろうか。とヒデオは考え直した。

（共同戦線……）

　うまく仲良くなれれば、そこまでもっていけるかもしれない。問題は、出で不ぶ精しよう症しよう候こう群ぐんの自分がそこまでの愛あい想そを振ふりまけるかどうか。

「ウィル子」

「にひひ。にはは……」

　漫まん画がに夢中で気付きやしない。

（否いな）

　これは勝負どころだ。大会とは関係なく、個人的に。これを契けい機きに自分は、明るく社交的な自分へと生まれ変わるのだ……とまで思い詰つめたヒデオ。

「あのー……いらっしゃいませんかー？」

「今。開けます」

　ヒデオは筋肉痛の震ふるえを今こそ武者震いに変え、敢かん然ぜんとドアを開けた。

「おはようございます、隣の北きた大おお路じ美奈子と……」

「……」

　あろうことか、昨日、受付で自分をブッ叩たたいた婦警であった。腰こしにはあの喋しやべる十手をぶら下げ、引っ越しソバのつもりか、ざるソバなど片手に。

「薬物の不法所持で逮たい!!」

　ばたん!!

　ヒデオは咄とつ嗟さにドアを閉めた。カタカタ震えているのは、恐きよう怖ふからではなく、あくまでも極度の疲労によるもの。

　それを言うに事欠き、薬物ときた。

　いかに温おん厚こうなヒデオも、昨日の今日ではさすがに堪こらえかねた。慎しん重ちようにチェーンロックを施ほどこし、そっとドアを押し開ける。

「何を、根こん拠きよに」

「その荒すさんだ目付きと禁断症しよう状じようの痙攣が何よりの証拠です！　開けなさい！」

　凹へこんだ。それを今度は怒りに変えて言い返す。

「……。何の、権限があって」

「警察がないこの町では本官が法です！　というより、場所がどこだろうと麻ま薬やくはダメ！　絶対!!　それが世界常識！　さ、おとなしく開けて出てきなさい！　あなたは完全に包囲されています!!」

（……）

　困り果てたヒデオだったが、一いつ緒しよにいるらしい大家さんが助け船を出してくれた。

「ヒデオさんは、疲労で震えてますニャ」

「え？　そうなんですか？」

「私は鼻がいいので、そんな震えるほど冷たいのやってれば匂においでわかりますニャ。そんな危険な人は、入居お断りですニャ。きっと受付の段階で弾はじかれてますのニャ？」

　正論だとヒデオは思った。匂い云うん々ぬんはわからなかったが、主催者側の大家さんが言うのだから説得力があった。気まずそうにおずおずと引き下がる婦警へ向かって、ここぞとばかりにヒデオは言った。

「……また。早とちり、ですか」

　昨日は殴なぐられ、今日は名めい誉よを毀き損そんされたのだ。むしろ言わない道理はない。

「また!?　またじゃありません！　そっ、そんな紛まぎらわしい目付きで震えているあなたが悪いんですっ!!」

「勝負ですかニャ？」

　ジャッジの腕章を付けた大家さんが、ぴこぴことネコ状の耳を動かし、言った。
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「勝負しますかニャ？」

「……」

「……」

　双そう方ほう、チェーンロックされた僅わずかなドアの隙すき間まから睨にらみ合ったまま。

（……否）

　この不条理極きわまりない婦警を、コテンパンにのしてやりたいのは山々だった。しかしヒデオは、いつになく熱くなっている自分を自覚していた。普ふ段だんから夢も希望もなく冷めきって過ごしていた自分だから、よくわかる。

　だから冷静を取り戻もどす。恐おそらくは腐くさっても婦警。柔じゆう道どう、剣けん道どう、逮たい捕ほ術、その他鍛たん錬れんを積んでいるに違ちがいない。受付小屋の前で日本刀のリュータとやり合っていた姿が、ヒデオの脳のう裏りに蘇よみがえる。

　実力で優勝候補にいた大たい佐さ。その大佐が直じき弟で子しと認めていたリュータ。そのリュータと真っ向からやり合っていた、この婦警。

　北大路美奈子というらしい。

「マスター、くれぐれもヘンなことを言わないように」

　振ふり返ると、いつの間にかチョップを構えたウィル子。ヒデオは力強く頷うなずいた。

（コンディションは。昨日より、悪い）

　何しろ立っているのも辛つらい状態なのだ。優勝候補に勝てたからといって図に乗れるようなプラス思考が可能なら、二年間も家にこもりきったりしてはいない。

「……受けない」

「こっちこそ、申し込むもんですか！」

　決けつ裂れつ。

「それがいいですニャ。敵が多い大会ですニャ。せめて同じアパートに住む者同士、仲良くしますニャ？」

　そういうわけでもないのだが。

　特にこの美奈子とだけは。

「親しん睦ぼく会を開きますのニャ」

「は？」

　と美奈子が、横を見て間ま抜ぬけた声を出す。

「私が開いて、皆みなさんを招待しますのニャ。一日分のご馳ち走そう代が、タダですニャ」

「うはー！　それはおいしいのですよマスター。ウィル子はともかく、チケットは節約するべきです！」

　ウィル子が力説する。なるほど、こうして住まいは主しゆ催さい者しや側から提供されているが……その他消しよう耗もう品ひんは武器でも食事でも、参加者が、大会の通貨である『チケット』を代価として購こう入にゆうしなければならない。

　ヒデオはただの人間なので、ウィル子と違い、食物を食べなければ生きていけない存在。

　そして、こもりグセの付いた自分を改革していくには……そんなささやかな親睦会からがいいだろう。開会式はいきなり大おお舞ぶ台たい過ぎた。

（僕は）

　自分は、ただ勝ち続けるだけでなく……自分の全すべてを変えていくのだ。この大会で。

「では。お言葉に、甘えて」

　ヒデオは頷いた。そもそも、こんな自分を誘さそってもらえること自体が有あり難がたく、嬉うれしい申し出だった。大家さんは気さくに頷き返してくれる。

「そんな遠えん慮りよはいりませんニャ。美奈子さんはどですかニャ？」

「ええと……犯罪者と団だん欒らんするのは不本意ですけど……では、監かん視しの意味を込めて」

　妙みように形作って言う美奈子を、ウィル子が笑った。

「にひひっ。食事代がもったいない卑いやしい婦警なのでーす」

「なっ!?　違います本官は！」

　岡丸とかいう腰こしの十手は何も言わなかったが、ヒデオには、心なしか居い心ごこ地ちが悪そうに見えた。




　そんなわけで夕方、みんなで親睦会の買い出しに行くことになった。みんな、と言っても参加者で入居しているのはヒデオたちと美奈子たちだけ。

「チケットの初使用ですね、マスター」

（……）

　受付で貰もらったのが、緑で１００００と印刷された赤い紙し幣へい五枚。五万チケットである。

　気になっていたこの都市の物価だが、道みち端ばたにある自じ販はん機きの缶かんジュースは一本一二〇チケット。つまり一チケットは、一円相当の価値を持つらしいことが推察できていた。

（……なるべく、節約する方向で）

　到とう着ちやくしたのは、居住区から大通りを南に下った、商業区の大型量販店。何でもかんでも安売りする、郊こう外がいの大手スーパーのようなものだ。夕方という時間帯もあろうが、中は参加者も主催側の者も問わず、結構賑にぎわっていた。

　食材は大家さんに任せて、ヒデオたちは生活用品を求めてだだっぴろい店内をさまよう。

「すごい……本当に外の町と変わりないのね……」

　美奈子が感心しきりに言う。そんな中を、鎧よろい兜かぶとのファンタジーな参加者とすれ違ったりすると、この都市、ひいてはこの大会がいかに常じよう軌きを逸いつしているかがよくわかる。

　耳としっぽの生えた大家さんなど、文字通り可愛かわいいものだ。

（毛先が、Ｑ。ツブ塩。アリエール……）

　セッケンはレモン色のものを。

　ヒデオはリーズナブルな商品を特に選び、カゴに入れていく。ノートパソコンを持ったままなので、買い物しづらい。

「人間はお金がかかりますね、マスター」

　イチから揃そろえるとなると、呆あきれるほど。アイテムの持ち込み自由、優勝者が決まるまで無期限……という聖魔杯の開かい催さい告知を見た時点で、ある程度の生活雑貨は持って来るべきだった。

　しかしどうせ初戦敗退で終わるだろうという投げやりな気持ちだったし、まさか会場で寝ね泊とまりするハメになるとは知らなかったし、それは後の祭り。

「浮ういたお金で武器なんかも買えるといいですね」

（……）

　ウィル子の言葉はもっともだ。ショッピングセンターへ来る道すがら、ゲーム中でしか見たことのない『武器屋』『防具屋』が何軒けんかあり、当然参加者たちで賑わっていた。

（問題は）

　自分自身、武器なんて持ったためしがないことだ。ネコに小判の意味ぐらい、ヒデオは知っていた。

　会計。メイドさんがレジを打って、カゴからビニール袋ぶくろに商品を移していく。

（もう。何も、言うまい）

　常識をこの都市用に構築しなおしつつ、ヒデオは新品の一万チケット紙幣を支し払はらう。

　５０００と印刷された紙幣と、硬こう貨かがいくつか。お釣つりとして返ってきた。

　レジを通り過ぎると、食材とお酒を買い込んだ大家さんが既すでに待っていた。少し遅おくれて美奈子も合流。

「では帰って宴えん会かいですニャ。楽しみですニャ」

　外に出ると、既に日が暮れていた。クルマやバイクのヘッドライトが通り過ぎる中を、ぽつぽつとした街灯を辿たどるように、歩く。ふと気が付いたように、美奈子。

「大家さん。ああいう自動車なんかは、主催者側のものなんですか？」

「はいニャ？　あれは参加者さんのものですニャ」

「え……まさかあの山道を自動車で登ってきたんですか！」

「たぶん買ったのですニャ？　ここではお金があれば、大たい抵ていのものは買えますのニャ」

　大たい佐さも似たようなことを言っていたと、ヒデオは思い出した。美奈子が自分の財さい布ふを覗のぞきながら。

「受付で貰ったのがこれだけだから……」

「頑がん張ばってモンスターを倒たおすといいですニャ」

　ウィル子が興味深そうに、大家さんに聞く。

「一匹ぴきやっつけると、いくらぐらいもらえるのですかー？」

「ピンキリですニャ。前にレッドフィールド大佐がアイアンゴーレムを倒して、ン十万の報賞を得ましたニャ。残ざん骸がいを工業区の製材所に持っていったら、さらに百ン十万で売れたそうですニャ」

「マスター!!　明日はアイアンゴーレム狩がりにッ!!」

（……無理）

　とりあえず。スライムがいたとして。それがどのくらいの強さなのか。そこから確かく認にんしないことには。

「普ふ通つうのゴーレムでも、セトモノやモルタルのいい材料になるそうですニャ。小手調べに、そのあたりから始めてみるといいですニャ」

（否いな）

　ゴーレムなんてものは、硬かたくて強いと相場が決まっている。狙ねらうなら、スライム。柔やわらかくて弱そうなあたりから狙うべきだろう。

「でも、ダンジョンでモンスターに負けても、負けは負けですのニャ。失格なので気を付けて欲しいのですニャ？」

　ヒデオは力強く頷うなずいた。

　次に、イギリスにあるパブのような酒場の前を通りすがると、気のよい喧けん騒そうで賑にぎわっていた。表の立て看板には、『仕事の依い頼らい、斡あつ旋せん、承うけたまわりマス』。ウィル子も目を留める。

「これは、もしやクエストですか!?」

「そですニャ。参加者さんも、私たち主しゆ催さい者しや側も、必要があれば依頼を出してますのニャ」

　ヒデオはそこに、人と人とのつながりを垣かい間ま見みた。率そつ直ちよくに言えば……楽しそう。面おも白しろそう。そんなワクワク感。これもまた、東京のアパートにこもって久しく味わっていない感覚だった。今回の生活用品を揃える買い物にしても、上京したての頃ころの、あの夢と希望に満ちていた感じが思い出された。

　見るたび、聞くたび、新しん鮮せんな驚おどろきと発見。この都市には、何かとてつもない素す敵てきなエネルギーが秘ひめられている。そんな都市の活気にあてられたように筋肉痛のことも忘れ、ヒデオは晴れやかな気分で帰路に着く。

　そして居住区まで帰ってくる。大通りからアパートへ路地を曲がり……。

「ちょいと待ちな」

　街灯の灯ともった電信柱の陰かげから、一人の男が姿を現した。ジーパン、革かわジャン、眉まゆ太くモミアゲの長い、濃こいめの醬しよう油ゆ顔がお。

「見つけたぞ目付きワル怪かい人じん！　このオレと、勝負だ!!」

　殺人者、常習者ときて、今度は怪人だ。

　怪人。

　怪人はないだろう。いくらなんでも。

　いい大人が。

「乗の」

「なぜ乗るのですかーっ!?」

　ウィル子のチョップがいい角度で降ってきた。

　見ず知らずの人間にいきなりあそこまで言われて、黙だまっていたくはないというのもあるが。それは言わないでおくとして。

「……今朝。君も、言っていた」

「？」

「勢いに、乗る」

「おおっ!?」

　感心したように驚くウィル子へ、ヒデオは小声で言う。図に乗ったわけではなく、あくまでも冷静に。

「僕たちは。大佐に、勝っている」

　大家さんも言っていた。大変な話題になっていると。つまり何の取り柄えもないはずの自分たちこそが、今まさに優勝候補なのだ。

　偶ぐう然ぜんとは言え、その勢いを逃のがせるはずがない。なぜならばそれこそが、運任せ天任せしかなかった自分たちが、次に得たものだ。

「た、……確かに！　マスターの目が、何だかかっこよく見えてきたのですよー！」

　もちろん勢いだけでどうなるものでもあるまいが、それすら失うわけにはいかないのだ。

　ここで勝負を断ったとして、その取り柄とやらを見つけるまで勝負を断り続けるのか？

「それは……」

（否。……断じて、否）

　臆おく病びよう。根こん性じようなし。イモ引き。言い方はいろいろあるが、つまりはそういうこと。最終的には大佐への劇的勝利でさえ、ただの偶然だったと囁ささやかれるまでに堕おちるだろう。そうなったら最悪だ。事実偶然だったにしても、そうは思わせなかったあの勝利。それが流れ。

　ならば自分たちは、演じ続けるのだ。常に余よ裕ゆうと貫かん禄ろくを持って事に臨のぞみ、優勝候補を演じ続けることで、さらに大きな流れに乗らねばならぬのだ。

　そのためには、逃にげることは許されない。

「つまりマスターは……。申し込まれた勝負は、全部受けるとでも!?」

（……）

　頷く。起きた時には震ふるえるほどだった筋肉痛も、半日経たって随ずい分ぶんよくなってきている。

「負けたら、終わりなのですよー！　そんな精神論ではなく、具体的なプランを！」

「それは、ない」

　ないが、流れは逃せない。何もないからこそ、何一つ無む駄だにはしたくない。

「……にひひっ」

　ウィル子は意地悪げな笑えみを浮うかべた。

「結局は行き当たりばったりですか？」

「僕と、君の。出会いからして」

　身も蓋ふたもない話に、ウィル子が笑った。

「にははははっ！　わかりました。ではそこから生まれた流れに身を任せましょう！」

「おい、さっきからこそこそと！　勝負に乗るのか乗らないのか、目付きワル怪人！　それともこのオレに恐おそれをなしたのか!?」

　すい、と二人は振ふり返る。ヒデオはその生まれ付きの目付きの悪さで無言のまま。ウィル子は極ごく悪あくウイルスを絵に描かいたような、意地悪な笑顔で。

「うくっ……!?　なんて迫はく力りよくだ……！」

（……）

　そういう風に見えるのなら、それがいい。

「にひひっ、お待たせしました！　あなたをどんな手段で敗退させるかの算段が整ったところです」

　大おお噓うそだが、プレッシャーを掛かけられるならそれでいい。

「よし、そうか！　つまりこの勝負……！」

「乗った」

「乗ったのでーす!!」

　大家さんが手を挙げて宣言した。

「勝負成立しましたニャ！　ジャッジするのですニャ!!」

　ラウンド２、開始。




　　　　③




　男は親指で自分を指差し、聞いてもいない名を名乗り始めた。

「オレの名は柴しば崎さき甲こう士し郎ろう……だがそれは仮の姿。その正体はッ!!」

　男が隠かくれていた電柱の後ろ、塀へいの裏でカチリと音が鳴り、シンセサイザーのメロディー際きわ立だつ、それっぽい音楽が流れてきた。

「地球刑けい事じ・ジャバン!!」

　男はそれっぽいポーズを取り。

「凝ぎよう・着ちやく!!」

　テーマソングはともかく。びかー!!　と全身が光り輝かがやいたのは、ヒデオもすごいと思った。光が止やむとそこには、サイバーなヘルメットと全身プロテクター姿……蒼そう銀ぎん色に輝くメタリックスーツを身にまとった、地球刑事ジャバンの姿が。
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「こ……これはすごいのですよー！」

　ウィル子は危機感なくそれをぺたぺた触さわり、それからポツリ。

「でも蒸着ではないのですか？」

「いや……あれはホラ。宇宙刑事だろ？」

　ひそひそ。

　ともあれ。

「刑事殿どのでしたか!?」

　美奈子という名の婦警が婦警然と敬礼をするのを見て、ヒデオは不安になった。

「しかし。地球、何とかと」

　○○県警とかじゃなく。

「黙だまりなさい地球犯罪者目付きワル怪かい人じん！　お縄なわを頂ちよう戴だいしなさいっ!!」

「……。これだから、僕は。ケイサツが、大だい嫌きらいだ」

　ずごごごご、とどす黒いオーラを纏まとうヒデオに、頼たのもしさを覚えるようなウィル子。

「おおっ!?　フォースの暗黒面が、マスターに力を！」

「……そう。例えば」

　ヒデオは慎しん重ちように過去を思い起こした。

「度たび重かさなる、交通違い反はんのもみ消し」

「うぐ！」

　美奈子が呻うめき声を上げる。

「度重なる、暴力団との癒ゆ着ちやく」

「いやーっ!?」

　美奈子が頭を抱かかえる。

「そして度重なる……図書券マージャン」

「やーめーてー！　って、それは別に度重なっては……。いえ、あの、はい、遺い憾かんに思います」

　ヒデオは眼光だけで美奈子を黙らせた。

　しかしジャバンは。

「はっはっは、それがどうした！　そんなことは日本という国のごく一部の話に過ぎない！　このオレは地球刑事！　そんなチンケな正義を超ちよう越えつする、超正義！」

『！』マークのたびにそれらしいポーズを取り、がっ、と拳こぶしを握にぎるジャバン。

「あの……刑事殿……？」

「法のないこの都市では、このオレこそが法！　このオレの超正義を全世界に広めるための！　優勝へのヴィクトリーロードを邪じや魔まする奴やつは全すべて悪！　即すなわちこのオレ以外の参加者は全て怪人！」

「ほ、本官もでありますかっ!?」

　チッチッチ、と指を振ふったジャバン。

「心配することはない。このオレと一いつ緒しよに戦い、最後のいいところで勝ちを譲ゆずってくれれば……新たな超正義の世界で、キミを副長官に任命してあげよう！」

　何の。と突つっ込む余よ裕ゆうなど、ヒデオにはもうなかった。この男、相当だ。

「キてますねー、マスター」

　はちゃー、あいたたた。と自分の額を叩たたき苦く笑しようするウィル子。

（厄やつ介かいなのに。捕つかまった、ようだ……）

　だから。こんな奴は早々に負かして、退場してもらうに限る。そう考えれば申し出を受けたのは正解か。まあどの道勝負は成立しているのだ。

（問題は）

　何で勝負するかだ。むしろここが勝負どころと言えなくもない。ヒデオはまず、相手の出方を見ることにする。

「……それで。勝負方法は」

「なに？　フフフ。ははは！　そうか、やはりな！　行くぞ！　ジャバン・ブラスターっ!!」

　腰こしから抜ぬいたピストルが、真っ直すぐヒデオに向けられる。銃じゆう口こうを向けられたら避よけるような訓練を受けていないヒデオは、身をすくめもしなかった。

　棒立ち。何かのヒーロー、超人ではあるまいし、咄とつ嗟さに避けるなんてできようはずもない。銃口から放たれた色付き光線がヒデオを直ちよく撃げきする。ヒデオは、ビリビリと全身が痺しびれる感覚に身を任せる他なかった。せめてウィル子の家であるノートパソコンを、地面に落とさないよう、抱えたまま倒たおれ込む。

「マスター!?」

（これは。シビレる……）

　言うなれば、全身が正座していたような。動こうとすると痒かゆいようなくすぐったいようなで、体が言うことをきかないのだ。

「本来なら怪人は抹まつ殺さつするべきだが、殺人を認めないという大原則に則のつとり……パラライズモードで、少しの間動けなくなってもらう！　運がよかったな、目付きワル怪人」

　いちいちポーズを取るのをやめて欲しい。

「反則！　大家さん反則なのですよー！」

「反則ではありませんのニャ？」

　ぎょ、とウィル子の目がまん丸くなった。

「どーしてなのですかーっ!?　勝負方法を決めて、それを審しん判ぱんに申しん請せいしてから勝負のはず！」

「解説してやろう」

　ブラスターを構えたままのジャバンが言うことには。

　昨夜の開幕後、ビンゴ大会などのイベントもあらかた片付いた頃ころ。ちらほらと勝負を申し込む参加者も増えてきたのだが……当然、お互たがい有利な条件で勝負をしたいものだからなかなか勝負方法が決まらない。一回負ければそれまでの大会。お互い一歩も条件を譲らず、そもそも勝負が始まらないという事態がそこら中で起こったのである。

　いくら大会が無期限だからといっても、キリがなければラチも明かない。そこで明け方近く、主しゆ催さい者しや側から『基本ルール』というものが提示された。

　すなわち、とジャッジの大家さんがまとめる。

「特に無条件で参加者同士の勝負の合意が成立した場合、勝負方法はバトルに限定されますニャ」

（つまり）

　いいやめんどくさい、とりあえず始めちゃおう……という具合に。勝負方法を決めずに始まった場合は、戦せん闘とうになるということか。

　よりによって、

（最も、不得手な）

　しかし参加者の装備や、開会セレモニーでのあの反応を見れば、それがもっともスムーズだろうことも容易に想像がついた。

「この場合、片方の明らかな戦闘不能をジャッジが認めるか、参加者が戦意喪そう失しつの宣言をするか、対戦相手を捕ほ縛ばくしてセンタービルに引き渡わたすかでのみ、勝敗が決まりますニャ」

「マスターがかっこつけて早退しなければ……」

　勝利者インタビューを避さけるために、仕方なかったのだ。が、

「……」

　無表情がトレードマークのヒデオも、さすがに冷や汗あせを浮うかべてしまう。最後まで会場に残っていれば、おのずと知れていた事実。それを知らず精神論を語り、勝負に乗ってしまったのは自分。

「大会に関する情報はテレビやラジオ、インターネットの聖魔杯公式サイト『みんなのひろば』でも、随ずい時じお知らせしてますニャ？　要チェックですニャ」

　テレビやラジオは持っていない。パソコンは、

「これでおあいこですね、マスター！」

　そんな元気に親指立ててウインクされても。

「というわけで、さあ婦警！　まずはこの怪かい人じんを捕縛だ！」

（……）

　ジャバンと大家さんの解説が長かったおかげで、シビレが和やわらぎ始めていたヒデオ。だが美奈子に手て錠じようをかけられてしまっては、シビレが取れても身動きはできなくなってしまう。

（……負ける）

　手錠を手にした美奈子が、倒れたヒデオの横に立った。

〝美奈子殿どの〟

　その確かく認にんするような声は、美奈子の十手。岡丸であった。

〝美奈子殿は、ヒデオ殿に借りがあるのではござらぬか？〟

　今朝の勘かん違ちがいのことか、昨日ぶん殴なぐったことか。

「……うっさいわね十手のクセに。借りなんてないわよ！」

　ふん、と美奈子は鼻を鳴らして、ヒデオの顔を覗のぞきこむ。

「でも逆さか恨うらみはされてるみたいだから、これで貸し借りなしよ」

　逆恨みではなく。

（……普ふ通つうに。恨んで、いるのですが）

「どうしたんだ、婦警！　早くそいつに手錠を……」

　美奈子はついとジャバンへ向き直った。

「あなたの超正義は間ま違ちがっています！」

「なにっ……!?」

「ルール改正を知らないと見計らった、卑ひ怯きような不意打ち！　自分以外は怪人と言い捨て、あろうことか自分がこの町の法だなどと言い出す傲ごう慢まんさ！」

　誰だれかも、この町には警察がないのでどうたらこうたら言っていた気がしたヒデオだが、ここはそれこそ流れに任せることにする。

「よって日本警察という名の真の正義を代表し、正義詐さ称しようであなたを逮たい捕ほしますっ!!」

「くっ、なんて婦警だ……ただの正義が超正義に勝てるとでも言うつもりなのか！」

　十手を振ふり抜ぬいた美奈子。

「勝たなければなりません！　彼が言ったような本来あるまじき不信感を払ふつ拭しよくするためにも、我々警官は正義として常に正しく勝ち続けなければならないのです!!　あなたのような悪に屈くつするわけにはいきません!!」

　憑ひよう依い武器『岡丸』は一いつ瞬しゆんでその丈たけを長ちよう剣けんほどの長さにまで。

「このオレを……悪と呼んだな!?　許さん！　ジャバン・ソードっ!!」

「行くわよ岡丸!!」

　ジャバンスーツ（仮称）の力なのか、それとも地球刑けい事じの実力か。サイバーデザインのブレードと、この上なく古めかしい十手との、世にも珍めずらしいチャンバラ劇は白熱を極きわめた。

　おいていかれたのは倒たおれたヒデオと、何もしていないしされていないウィル子。

「大家さん、この場合はどうなるんですか？」

「勝った方の勝ちですニャ？」

「婦警が勝ったらウィル子たちは!?」

　文字通り火花散る攻こう防ぼうを目で追いながら、大家さんが言う。

「ジャバンさんが敗退して、ヒデオさんのやられ損ですニャ」

　つらい。

　しかし、負けるよりはずっといいだろう……とヒデオが思うのも束つかの間。

「はっはっは！　さっきの威い勢せいはどうした婦警！　見ろ、これが地球刑事の力だ!!」

　生身の人間よりは、どう見ても強そうなのがジャバンスーツ（仮称）。だんだんと美奈子は疲つかれ気味に、ジャバンは息を切らす様子すらなく、稽けい古こをつけてやっているような力関係にまで成り果てる。

「たかが地方の一公務員が、地球規模の刑事に敵かなうはずがない！」

「くっ……！　なんて不条理！」

（だが）

　ようやく、少しは動けるようにまでシビレが回復してきたヒデオ。

「とどめだ婦警！」

「しまった……!?」

　美奈子がうろたえた。

　ジャバンが突とつ然ぜん後ろへと跳とび、距きよ離りを置いたのだ。そう、向こうには飛び道具がある。美奈子の動きが疲れて鈍にぶくなったところで、狙ねらい撃うちするつもりだったのだ。

　だがそのことを、勝負に熱くなっていた美奈子よりも、ヒデオの方が予測できていた。シビレはかなり薄うすらいでいた。

「ジャバン・ブラスター!!」

　セリフに合わせて、ヒデオは美奈子に飛びかかる。どんぴしゃのタイミングで、色付き光線はヒデオに再び直ちよく撃げきする。

「マスター!?　なんて無む駄だなことを!?」

（……）

　味方に否定されることまでは予測できなかった。

「チッ……まだ生きていたか、目付きワル怪かい人じん」

　死んでいたらお前も失格だ、と言い返したかったが、どうせ何を言っても聞いてくれなそうなのでやめる。

　ただその中で、美奈子だけがとてつもないショックを受けたように立ちすくみ、足元に倒れたヒデオを見み詰つめる。

「ヒデオさん!?　どうして……！」

「……あなた、は。……しい、と」

　そう。あの男の正義よりは、彼女の正義の方が正しいと。そう思う。シビレでうまく言葉にはできないが。

「ヒデオさん……」

〝美奈子殿どの。この心意気、無駄にするわけにはいかぬでござる〟

　岡丸の声に、美奈子が十手の柄えを握にぎり直す。

「ええ、もちろんよ！」

「盛り上がってるところを悪いのですが、ウィル子はそういうノリは好きじゃないのですよー」

　は？　と一同。

　ウィル子が姿勢を正し、飛びっきりの営業スマイルを見せる。

「警告！　ジャバンＯＳバージョン２．０１ｂがＷｉｌｌ．ＣＯ21に感かん染せんしています!!」

　ビクッ！　とジャバンが硬こう直ちよくした。

「う……動けないっ……!?」




　　　　④




「まさか本当に、このオレのジャバンスーツにウイルスが!?　そんな馬ば鹿かな、いつの間に!!」

「変身直後、ウィル子がぺたぺた触さわったときに接せつ触しよく感染したようです。削さく除じよしますか？」

　受付嬢じようのスマイルで、ウィル子は手の平の上に大きなポップアップウインドウを開いて見せた。『ＹＥＳ』『ＮＯ』の二択たく。

　身動きが取れないという異常事態に、半ばパニック状態となったジャバンは叫さけぶ。

「い、ＹＥＳだっ！」

「はい、ジャバンＯＳを削除します。しばらくお待ち下さい」

「ＮＯッ!!」

[image: ]

「はい、Ｗｉｌｌ．ＣＯ21は削除されません」

「ちがう！　ＯＳを削除しないで、ウイルスを削除するんだっ!!」

「いやです」

　極ごく悪あく。

（まさに……極悪）

　まあウイルスに向かってウイルスを削除しろというのも滑こつ稽けいな話だ。超ちよう愉ゆ快かい型極悪感染ウイルスが、愉快に本領を発揮する。

「Ｗｉｌｌ．ＣＯ21はお仕事中です。しばらくお待ち下さい」

「やめろーっ！」

「Ｗｉｌｌ．ＣＯ21はお食事中です。しばらくお待ち下さい」

「いやだーっ!!」

「Ｗｉｌｌ．ＣＯ21は、ジャバン・パワーアシストシステムをおいしく頂きました。Ｗｉｌｌ．ＣＯ21は、ジャバン・パワーアジャストシステムをおいしく頂きました。Ｗｉｌｌ．ＣＯ21は、ジャバン・カメラコントロールドライバをおいしく頂きました。Ｗｉｌｌ．ＣＯ21は、ジャバン・バランスコントロールドライバをおいしく頂きました。Ｗｉｌｌ．ＣＯ21は、ジャバン・ライフセービングシステムをおいしく頂きました」

　やがてジャバンはだらんと棒立ちになる。ヘルメットからバイザーの輝かがやきが失われる。ずしゃん、と重い音を立ててメタリックスーツが崩くずれ落ちる……。

「見えない!?　動けない!!　暗い！　狭せまい！　息が！　苦しい！」

　声はすれどもぴくりとも動かず。さながら、等身大の牢ろう獄ごくと言ったところだろうか。

（恐おそろしい、話だ……）

　受付で、パソコン端たん末まつに触ふれて侵しん入にゆうしようとしたウィル子。それが今回は、ジャバンスーツ（真）だったということか。

「にははははっ！　宇宙刑けい事じに比べればたかが一惑わく星せい規模！　ニセモノは所しよ詮せんニセモノ！　ウィル子の敵ではないのですよーっ！」

「このオレが悪かった！　憧あこがれてただけなんだ！　超ちよう正義は悪ふざけが過ぎたと思っている！　だから助けてくれっ!!　とにかく息が！　死にたくないー!!」

　悲痛な叫びがスーツの中に木こ霊だまする。

「にひひ。負けを認めるのですかー？　婦警にじゃなくて、ウィル子たちに負けたと認めるのですよー！」

「わかった……わかったから！　このままだと、死ぬ！　死んでしまう……！　システムを元に、戻もどしてくれ……!!」

「跡あと形かたも無く食べちゃいましたから、無理です」

（極悪……）

「あ、まだ残ってました。ジャバン・音声システム。いただきっ♪」

「……」

　声もしなくなった。ひゅうと吹ふきすさぶ一いち陣じんの風に、街灯に照らされた沈ちん黙もくのジャバンスーツがもの悲しい。

「ウィル子。殺したら」

「あ」

　ジャバンＯＳという珍ちん味みを食べるのに夢中で、普ふ通つうに忘れていたようだ。はっと気付いたような美奈子が、ジャバンのヘルメットを岡丸で叩たたき割った。

「大だい丈じよう夫ぶですか!?」

「たっ……助かっ……」

　息も絶え絶え。

　一同がホッと一息した、そのとき。

「よくぞこの男の思い上がりを正してくれた……礼を言おう」

　塀へいの向こうから、今どきカセットデッキを持った白衣姿の壮そう年ねんがよっこいしょと現れた。変身の時にテーマソングを流したのは、この人物だったようだ。

「お……おやっさん……！」

　それがジャバンのパートナーであるらしい。

「おやっさんって……また違ちがう話が混ざっていませんか？」

　ウィル子が言うが、ヒデオは知らない。おやっさんなる人物は、ジャバンの肩かたにぽんと手を置いた。

「わかったか甲士郎。これが世界の広さだ。それを……その世界さえ飛び越こえ、いきなり地球刑事を名乗ることがどれほど愚おろかな話か。わかっただろう……」

「ああ……目が覚めたよおやっさん。村落刑事、ご町内刑事、島刑事というステップアップには、そういう意味があったんだな……。島で通用した正義が、世界にまで通用するわけじゃない、か……」

　随ずい分ぶんと地道な努力を重ねているらしい。

　おやっさんは特とく殊しゆな工具を使い、文字通り凝ぎよう着ちやくしたようなジャバンスーツを解体していく。ようやく体の自由を取り戻したジャバンこと甲士郎。

「でもおやっさん、このオレは諦あきらめないぜ。いつかきっと、画面の中に輝いていた、あの宇宙刑事たちのようになるために……オレはオレの正義をもう一度見み詰つめなおしながら、ステップアップしていくぜ！」

「うむ、その心意気だ！」

　ガッ。と固く手を握にぎり合う二人。

（いい、話だ）

　夕暮れの海辺であれば、さぞ絶景であっただろう。

「ウィル子はこういうノリは好きではないのですよー。結局負けを認めるのですかー？」

　台無しだ。電子ウイルスに情じよう緒ちよを求めようというのが無理な話なのだろうか。

　おやっさんは快く頷うなずき、

「うむ、ジャバンスーツはこのありさま、わしは技術者で戦せん闘とう能力というものはない。ジャバンスーツのソフトウェア面での弱点も発見できたことだし、君たちには喜んで勝ちを譲ゆずろう」

「ヒデオさんとウィル子さんの勝ちですニャ！」

　おやっさんの宣言に、大家さんがさっと手を挙げる。正義VS超正義。しかして勝者は極ごく悪あくという、なんともいたたまれない結果に終わったのであった。




　　　　⑤




　ジャバンたちは敗退手続きのために、センターへ向かって去って行った。その頃ころにはヒデオも、再び痺しびれが取れていた。

（……）

　今回の勝因は、ひとえに相あい性しようのよさだ。ウィル子が感かん染せんできるようなものを着込んでいたジャバンが、不運だったというより他ない。

　そして……あんなものを凝着するような相手が、二人と現れるはずもない。

（つまり）

　今回の勝負もまた、まぐれと言えばまぐれ。別段得うるものはなかったわけである。ジャバンからあの光線銃じゆうでももらえればまた話は違っただろうに、世の中そこまで甘くはない。

（否いな）

　負けなかっただけ良しとしなければならない。ジャバンは美奈子を圧あつ倒とうしていた。本来ならば、やはり勝てるはずのなかった相手。それでも勝てたのは、やはり勢いに乗っていたからなのだろうか……。

　ああでもないこうでもないと考えながら、ヒデオはみんなとアパートへ向けて歩く。

「ところであの二人って、どっちが人間ではなかったんでしょうね？」

　美奈子がぽつりとつぶやくと、大家さんが懐ふところから携けい帯たい端たん末まつを取り出し照合する。

「地球刑けい事じで登録されてますのニャ」

　それを覗のぞいたウィル子が納なつ得とくしたように。

「柴崎甲士郎が仮の姿で、地球刑事が正体と言っていたのですよー」

　受付のラティ嬢じようが騙だまされたのだろうか。

　というのは誰だれもが思ったが、誰もが口にしなかったここだけの秘密。

「親しん睦ぼく会が、ヒデオさんたちにはおめでとう会になりましたニャ。それではお待ちしてますニャ？」

　アパートに帰ってきて、大家さんは一階入り口近くの管理人室へ。ヒデオと美奈子は、それぞれの買い物袋ぶくろを置きに自室へ。

「にひひ。でも残念でしたね、マスター。マスターが婦警を庇かばったりしなければ、ライバルも減って一挙両得だったのですよー？」

　ウィル子はいつでもジャバンに勝てると知っていたのだ。だから美奈子を庇った時にも、無意味なことだと。

「だからあの土ど壇たん場ばまで黙だまっていたんですね!?　そう言えばあなた！　もう少しであの人死ぬところでしたよ！　ウィル子といいましたね!?　殺人未み遂すいで逮たい捕ほします!!」

「にははっ！　一休さんでもするつもりですか？」

　ウィル子がノートパソコンの中に退たい避ひした。屛びよう風ぶのトラに縄なわはかけられないということだ。

　諦めて美奈子は隣となりの自室に。ヒデオもまた自分の部屋の前でドアの鍵かぎを取り出したとき、言わねばならないことを思い出す。

「助けてもらって。ありがとう」

「えっ……？」

　と面めん食くらったような美奈子。

「あ、いえ、あの、本官は……」

　そんなことを言われるとは思ってもいなかったのか、美奈子はもじもじと。

「本官こそ、あのとき庇ってもらって……本官はあなたのことを誤解していたようです。ヒデオさん」

「……いえ。別に」

　沈ちん黙もくが訪おとずれる。

《なんなのですかこの空気はー！　ウィル子は嫌きらいなのですよー!!》

　パソコンのスピーカーから、ウィル子の声。美奈子がはたと。

「え、えっと、それではまた後で」

　美奈子はそそくさと部屋の中へ入って行った。ヒデオもまた、自分の部屋に。パソコンを置き、買ってきた荷物を投げ出し、座り込む。

（……疲つかれた）

　疲ひ労ろうと空腹。筋肉痛は不思議なことに、光線銃を受けてから大分楽になっていた。

《そういえばマスター、二日くらい何も食べていないのでは？》

「我ながら。燃費がいいと、思う」

《余計な肉はいりませんけど。必要最低限の肉くらい付けてくださいね》

　全くだ。大家さんには、遠えん慮りよなくご馳ち走そうにならなくては。ヒデオは重い腰こしを上げ、大家さんのいる管理人室に向かう。

　明日を戦い抜ぬくための、カロリーを得るために。
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　　　　①




　大家さん主しゆ催さいアパート住人の親睦会に誘さそわれたヒデオ。とはいえもう宵よいの過ぎ。レモン色のセッケンの封ふうを切り、軽くシャワーなど浴びて身み支じ度たくを整えた。

《これはマスター、引きこもりらしからぬ気の遣つかいようですね》

（……）

　風ふ呂ろ上がりのご飯の方がおいしそうだ、というのが最たる理由なのだが、いちいち言わない。

「君は、何を」

「センターのデータベースを検けん索さくしたりハッキングしたり、色々なのでーす」

　見るとノートパソコンにはそれらしいウインドウがいくつか開かれていた。

「ハッキングは」

　下手をすると出場停止の危機。

「にはは。食べたりはしてないので平気です。ま、味見程度は……って、あ、何をするのですかー!?」




　　　　◆




　ウィル子が入ったままのノートパソコンを持ち、ヒデオは管理人室の前に立った。

《って、なぜウィル子も？》

　いわく、由ゆい緒しよ正ただしい電子ウイルスなので人様の大切なデータしか食べない。そもそも食事をしないウィル子。

「親睦会、なので」

「つまり一人では心細いと」

　画面から抜け出してきたウィル子に図星を突つかれ、言葉に窮きゆうする。誘われた当初こそ嬉うれしさに舞まい上がってはみたものの……自分から訪おとずれるとなると臆おくしてしまった。

　もちろんハッキングがバレて出場停止を喰くらわぬように、ウィル子の邪じや魔まをしたかったこともある。

　ドア一枚隔へだてた向こうからは、大家さんと美奈子と……もう一人誰だれかいるようだ。盛り上がっている。

（……）

　引きこもりである。ヒデオにとって、他人から見た自分とは、『いらない人間』である。こんな自分が果たして、そんな楽しそうな場に訪れてもいいものなのだろうか。自分がこのドアを開けた瞬しゆん間かん、せっかく賑にぎやかだった空気は台無しになるのではないだろうか。

　ヒデオにしてみれば、今や管理人室のドアはベルリンの壁かべよりも厚く、そのチャイムのボタンは核かくミサイル発射装置の如ごとき威い圧あつ感かんを伴ともなって……。

　キンコーン♪

　ウィル子がためらいもなく押してしまった。

「マスター……。そんな目付きでドアの前に立っていたら、婦警でなくても不ふ審しんです」

（……）

「というか！　向こうから誘われておいてなぜそこまで考え込むのですか!?」

　引きこもりなので。

　お店で店員さんに声をかけることができないタイプ。さらに言えば勝手に置いていってくれる郵便屋さんはよいが、ハンコを求められる宅配便は苦手。

　どうしたものか。いや、治さなければ。

「はいどちらさん？」

　出てきたのはなぜか大家さんではなかった。

（奇き麗れいな、人だ）

　ショートヘアに明るい色のスーツ姿の、やり手キャリアウーマンのような。どこか見覚えがあるような気がしていると、ウィル子が先にたずねた。

「なぜ司会者さんが？」

　そう。

（霧島さん、だ）

　開会式の司会者を務めていた霧島レナ。ほんのり頰ほおが赤いのは、すでに軽く酒が入っているからだろう。

「あ、ボク？　ここの大家さんとは友達なのよ。彼女いま手が離はなせなくてさ」

　あの時は司会者としての役があったからで……これが彼女の、地の言葉遣いなのだろう。ボーイッシュな髪かみ形がたとあいまって、よく似合っていた。

「ま、とりあえず入った入った」

　手招きに導かれるように。

「ではおじゃまするのですよー」

「お邪魔、します」

　少し広めのワンルーム。中央には大きめのコタツ。コタツの上にはスーパーで買ってきた惣そう菜ざいの焼き魚、煮に魚ざかな、刺さし身み盛り合わせ……。

「ヒデオさんウィル子さんいらっしゃいニャ。いまアジのフライもできましたニャ？」

　手が離せないと言っていた大家さんが、やはりほろ酔よいの赤い顔で、からりと揚あがったそれを卓たくに並べる。なんとなく、彼女の頭の上の耳と、腰こしの後ろのしっぽを見てしまうが、ここは何も言わない。

「どーもー、お先に頂いてまーすっ」

　元気にコップを掲かかげたのは、制服姿の美奈子。こちらもいい感じに酔いが回ってきているようだった。腰に十手の岡丸は下げていない。きっと彼も、ウィル子以上に飲み食いには縁えん遠どおい存在だろうし。置いて来たのだろう。

　ヒデオのところにコップが回ってきたり、ウィル子がそれを断ったり。全員が卓を囲んだところで、司会者を務め上げたレナが音おん頭どを取る。

「えー、それでは！　皆みなさん揃そろいましたところで、聖せい魔ま杯はいの開かい催さいと、ヒデオくんの見事な初日二連勝と、このアパートの住人の親しん睦ぼく会を含ふくめまして……」

　乾かん杯ぱいか……と。まだ空のコップを、不思議に思いながらも手にしたヒデオ。

「まずはヒデオ君に駆かけつけ三杯、お願いしたいと思いますっ!!」

「「「いえーいっ！」」」

　事態を理解できないヒデオに、酔っ払ぱらいどもの視線が集中した。ちなみに飲んでいない超ちよう愉ゆ快かい型のウィル子は、雰ふん囲い気きで酔えるようだった。

　駆けつけ三杯……それは宴うたげに遅おくれて来た者は他ほかの者の酔いに追いつくために、とりあえず三杯空けねばならぬという日本人の悪あしき慣習。

　無言のヒデオのコップにどかどかと注がれたのは、深みのある無色。清酒。

（……）

　ヒデオはかつてない戦せん慄りつに見み舞まわれていた。

　実は、酒を飲んだことがないのである。日本酒に限らず、ビール、カクテル、その他一いつ切さいの、いわゆる酒。大家さんにはご馳ち走そうしてあげると誘さそわれただけで、このような振ふる舞いは想定していなかったのだ。

　無論、いい大人が集まればこの流れは必然。そしてそれは通常、大学のサークルや、会社の何だかんだで学んでいくものだが……高卒、就職失敗、上京直後の引きこもりで友達もいない、という三連コンボのヒデオである。

　しかも二十歳はたちになったのは少し前のことなので、ここに来て生来の真ま面じ目めな性格が災わざわいした。完かん膚ぷなきまでに飲んだことがない。

「ちなみにヒデオさん、成人ですよね？」

　と美奈子。良識ある警察官は、頷うなずいたヒデオに向かって、

「では三杯飲んでもらいます。飲まなきゃ死し刑けい。こうなります」

　どん、と目の前に置かれたコップには……酒と一いつ緒しよに十手が入っていた。

（お……、岡丸氏……）

〝やあヒデオ殿どの。大だい吟ぎん醸じようでござるよ〟

　もう意味不明。

　立ち上がったレナが煽あおる。

「さあさあ、武器が飲んでるのに人間が飲まないわけがない！」

「「「いぇい！」」」

「女の子が飲んでるのに男の子のヒデオくんが飲まないわけがない！」

「「「いぇいいぇい!!」」」

「というわけでヒデオくんのちょっといいとこ見てみたいっ！　そぉれ!!」

　あとは一気一気の大合唱。大盛り上がり。

（……）

　ここで断れば、場は、反動で一気に白けるだろう。つまらない奴やつ。お堅かたい奴。付き合いにくい奴。ヒデオ自身が持っている自分のイメージが、そのまま彼女たちにまで定着してしまう。

（……。だが、しかし）

　逆に考えればどうか。いまここで、彼女らの期待に添そうことができれば……自分は、ともすればこんな自分でも、人気者になれるのではないか？

（これは。そのための、一大契けい機き──）

　という若者にありがちな安直な思考に陥おちいったヒデオ。そうして毎年数え切れぬほどの大学生が、急性中毒で病院送りになっていることすら……高卒という身分では知る由よしもなく。

　ヒデオは、一息にコップを傾かたむけた。
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　じーっと見ていると、岡丸の浸つかったコップの中身がじわじわと減っているのがわかる。ヒデオは一いつ升しよう瓶びんを片手に、とくとくと岡丸のコップに注いでやった。

〝や、これはかたじけない。拙せつ者しやがこんな体でなければ、返へん杯ぱいをば仕つかまつるものを〟

　元より、十手に注いで貰もらおうとは思わない。ヒデオは自分のコップにとくとくとく……。

「でしょー？　ったく若い男どもときたら浮うわっついてさぁ。だからボクはね……」

「まあどこ行ってもそんなものニャ？」

「本官の職場にもいますねぇ、そういう……」

　ウィル子を除いた女の子三人が、ありがちな話題で頷き合っている。

　と、気付いたようなレナが手を振った。

「ああ、別にヒデオくんのことじゃなくてさ」

「そですニャ。ヒデオさんは、どっしりと落ち着いた風ふ情ぜいですニャ」

「ええ。本官も、ヒデオさんは最近の若者らしからぬ気き概がいに溢あふれてると思いますよ」

（……）

　ヒデオは刺さし身みをパクつきながら、酒を一口。横から覗のぞいていたウィル子が、こんなことを言ってくる。

「それにしてもマスターって強いんですねー。今度は酒場で、飲み比べでもやってみますか？」

「……。何の」

　ぼそり。

「いえ、何のって……お酒の」

　酒がどうかしたのだろうか。

　そんなことよりヒデオは今、どうしてもわからないことが一つだけあった。

　料理がなくなっているのである。あれだけあったはずの魚料理の、半分以上がない。しかもなぜか自分の前には、使った後の取り皿と箸はし。醬しよう油ゆ皿にはわさびまで溶といてあり、刺身の脂あぶらが浮いている。

　だが食べた覚えはない。

　それだけではなかった。やけに頭がぼーっとして、視界が霞かすみがかっている。

（風か邪ぜ……か）

　ふと。ノートパソコンを拾ったときに、悪お寒かんがしたのを思い出した。ウィル子が出てきたときは、夢かと思ったものだが。そしてヒデオは、風邪であまりの高熱が出ると、こんな風にやや夢見心ごこ地ちになることも思い出した。

（……夢、か）

　ついにヒデオは、全すべてを理解した。




　これは夢なのだと。




　であれば、いきなり料理がなくなっていることも、昨日から何も食べていないはずなのにお腹なかいっぱいなことも、パソコンの画面から女の子が飛び出してくることも、奥多摩山中に巨きよ大だいな都市があることも、喋しやべる十手が酒を飲むことも、大家さんのネコミミがピコピコ動くことも、こんな自分がなぜか今、こうして可愛かわいい女の子たちに囲まれていることも……全て合理的に説明が付く。

　即すなわち、これは自分の夢なのだと。

「それにマスター、これだけ飲んでるのに顔色も変わらないんですねー」

「……。何を」

「何をって……マスター？」

　実はヒデオ、この時点で完全に酔よっ払ぱらっていた。もちろん三杯一気に飲んだせいである。味覚もとっくにいかれているので、赤いのはワインだが透とう明めいな清酒は水としか認にん識しきできない。だが顔色も変わらず元から目付きが据すわっていて無口なので、誰だれも酔っ払っているとは気付かない。ヒデオ自身、酔っ払った経験がないので酔っているとわからない。

　誰もとめられない。

（なぜなら。これは、僕の夢）

　いわばこの世界は、自分の意識が作り出した自分だけの世界。ならば。

（そうか……。僕は）

　頭の中がどんどん愉ゆ快かいになっていくヒデオ。二年もの間、一人で鬱うつ屈くつした日々を過ごしてきたヒデオにとって、アルコールという化学薬品のもたらす高こう揚よう感かんは天てん井じよう知らず。

（僕は……、神だったのだ）

「王様ゲームっ！」

　レナの掛かけ声に、いえーい！　と女の子たちの歓かん声せいが上がった。

　王様ゲーム。とりあえず勢いさえあれば、最も手軽で面おも白しろい遊び。番号付きのクジの中に王様のクジを一つだけ混ぜ、それぞれ引く。

　番号を引いた人は、それが何番かは隠かくしておき……王様のクジを引いた人が、番号を呼んで命令する。もちろん命令は独裁国家の軍令が如ごとく絶対であり、誰が何番のクジを持っているか、わからないのが（酔っ払いにとっては）面白いところ。

　気が付くと、ヒデオも一本クジを持っていた。引いた覚えがないのに持っているのが夢の夢たる所以ゆえん。

「私が王様ですニャ！　なのでとりあえず、３番の人には私の肩かたを揉もんでほしいのですニャ？」

「いきなりやられたーっ!?　ウィル子が３番なのでーす……」

　まあそんな感じで。３番は２番の作った意地悪カクテルを飲むとか、１番と４番は即そつ興きようで漫まん才ざいをやるとか、それなりに楽しく時間は経過していった。しかしヒデオ、クジは引くが王様は引かず、命令される番号も外れる。淡たん々たんと岡丸の吞のみっぷりを眺ながめるのみ。

　ちなみにこのゲーム、主に酔っ払いが遊び手なだけに、回を重ねるごとに命令内容が過激化していくのが怖こわいところでもある。

「はーい！　ボクが王様っ！　やったっ！」

　レナが威い勢せい良くクジを上げて見せた。彼女の初めての王様である。

「もうねー、なんて言うのかなー。みんなの王様、ヌルイ。ヌル過ぎだよね。でもボクは違ちがうよ。圧政！　暴政！　まさに暴君とでも呼ぶべき王様振ぶりを……!!」

　司会のときもそうだったが、やたら盛り上げるのが上手なレナ。いや、だからこそ司会の役を務めたと言うべきか。

「もったいぶらずに言うのですニャ」

「うう……本官、腹はら踊おどりはもう……」

「せめてマスターに何かやらせるのですよー！」

　くっくっく、と黒い笑え顔がおを浮うかべたレナ。

「オッケー、いきます！」

　緊きん迫ぱく感かんを与あたえる一いつ拍ぱくの間の置き方が、司会の時と同様抜ばつ群ぐんにうまい。

　そして導き出された内容は──。




「ズバリ！　３番は４番の胸を揉みしだくッ!!」




「うはーっ!?　大人の時間が来たのですよーっ！　良い子はお休みなさい！　残念ながらウィル子は２番ですけど！」

「私もハズレましたのニャ？　１番ですニャ」

「え？　え？　あの、本官４番なんですけど……てことは……」




　ごごごごごごごごご……。




　そこには、「あんた背中が煤すすけてるぜ」とでも言い出しそうな勢いで、３番のクジを卓たくに倒たおしたヒデオの姿があった。
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「ちょ……ちょちょちょちょちょおっと待ってくださいッ!!　だってヒデオさん今までほとんど不参加だったじゃないですか！　何だってこんな時に限って!?」

　制服の上からなお胸を隠す美奈子。顔の赤さはもはや当然、酒のためだけではない。

「さっ、さすがマスタ────ッ!?　ここ一番で、バツグンの勝負強さなのですよーッ!!」

「ヒデオさんすごいですニャ。役得ですのニャ？」

（……最高の、気分だ）

　コショウ・タバスコ入りカクテルを飲めだの、漫才をやれだのというどうでもいい苦行は全すべてスルーし、かつ、こんな場面で当たりクジを引いてきてしまう自分。この都合の良さが、現実にありえるだろうか。

（否いな。……断じて、否）

　つまりこれは、やはり夢の世界。ならば自分はこの世界を創つくり出した神。そして言うなれば、いま目の前にいるこの小こ奇ぎ麗れいな婦警は。

（神に捧ささげられし。子羊いけにえ……か）

「いやー、ボクもヒデオくんが持っててくれると信じてたよ。うんうん。女の子同士でやってもちょっとねー」

　腕うで組ぐみしてうんうんと頷うなずきまくったレナは一変、ケタケタと笑い出す。

「さあヒデオくん。揉んでっ。揉みしだいてっ！　もう、こう！　下から持ち上げるようにイヤらしくぅっ!!」

「本官は！　本官はそんな淫みだらな行こう為いは認めませんっ!!　岡丸っ!!」

〝黒船は……すごかったでござるよ〟

　ダメだ。

「うぐ!?　いえ、ほんのちょっとくらいならいいんですけど、ただヒデオさんの目付き顔付きがあまりに真しん剣けんというか！　もっと軽い雰ふん囲い気きになりませんか!?」

「あ～、マスターにそれは無理なのですよー」

「まあボクが王様だから、ヒデオくんが嫌いやって言っても揉ませるけどねー」

「王様の命令は絶対ですニャ」

　黒い。居並ぶのは黒い笑顔。人は他人が不幸になるほど、どす黒く笑えるのだ。

（悲しい、生き物……だ）

「う、うぅ……わかりました！　本官も女です！　男のヒデオさんがそこまで言うならむしろ本ほん望もうっ！」

　美奈子は美奈子で、酔よっ払っているのだろう。何も言っていないのだが、こちらもそこまで言われたら断るのは逆に失礼。彼女に魅み力りよくがないと、言っているも同義。

（それが。天の意思。神の……）

　そのときレナの携けい帯たい電話が鳴った。

「え～？　このイイときに何ぃ？　大会本部ぅ？……はい、こちら運営委員の霧島だけど」

　ほどなく、レナの顔付きが変わっていく。

「何よそれ……！　それじゃ最悪、大会が成り立たなくなっちゃうってこと!?」

　場の空気が、宴えん会かいのそれから一変する。
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　月光の降り注ぐ、居住区の一角。

「ふん……逃にがしたか。まあ良いわ」

「惜おしゅうございましたな、若。追いまするか？」

「ぬかせサンゼルマン。今夜の我の獲え物ものは、あのヒデオとやらただ一人よ」

　秀しゆう麗れいな若者は緞どん帳ちようのような黒マントを翻ひるがえし、傲ごう然ぜんとその場から踵きびすを返した。

「左様でございましたな」

　サンゼルマンと呼ばれたのは、背中の曲がった不気味な老執しつ事じ。鉤かぎ鼻ばなの上にギョロリとした目を開き、若と呼び慕したう男の後を追う。そのさらに後ろには、二百名からの忠実なる下僕しもべが続く。

「我が真っ先に射止めようと思っていた『大たい佐さ』を横取りされたのだ……今いま頃ごろ〝奴やつ〟は、己おのれが優勝候補と勘かん違ちがいし、有う頂ちよう天てんになって祝しゆく杯はいでもあげていることだろうよ。違ちがうかサンゼルマンよ」

　若者は金きん髪ぱつを搔かき上げ、忌いま々いましげに唇くちびるを吊つり上げる。老人は丸い背中を更さらに丸め、禿はげ頭あたまを垂れて頷いた。

「はは、おおせの通りにございましょうな」

「ならばその栄えい耀よう栄えい華が、まさか一日で潰ついえるとは思ってもいまい」

　若者は唇を、今度は愉ゆ悦えつに歪ゆがめて見せた。端はしから覗のぞいたのは、白磁のように美しい一対ついの牙きば。

「ならばこそ……それが現実となったときの奴の吠ほえ面づら、見物ではないか。なあサンゼルマンよ！　それこそがこの我、ヴェロッキア・アウクトスの獲物を横取りにした、奴への罰ばつに相応ふさわしいではないか！」

「ええ、ええ、今度は若が彼奴きやつの血で祝杯をあげる番。そのお姿、この爺じいの老いた目にも浮うかぶようですわい！」

　若者と老人は淀よどみなく歩き行く。決して急ぎもせずに戦場へ赴おもむくそれは、王者の風格。王が従えるは忠実なる二百の下僕。

　夜の王が率いし夜の軍団が行進する……！
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「行ったか……どーする、エルシア」

　リュータ・サリンジャーはマンションの屋上から、その光景を眺ながめていた。天上には絶景の月。眼下を練り歩くのは二百名からなる、まさに軍団。

　エルシアと呼ばれた美女が、呟つぶやくような小声で言った。

「吸きゆう血けつ鬼き。卑いやしいわね」

　軍団の先頭を行くのは血を吸う鬼おに。吸われた者を傀儡くぐつとなす。傀儡となったあれら全すべては参加者だ。しかも彼の能力の及およぶ範はん囲いは、あろうことか人間だけに止とどまらない。率いる中には、魔ま人じんを主としてその他の種族が半数。すなわち、ペアをペアごと取り込んでいる。

　二百もの生体を一度に操あやつっているのだ。吸血鬼の中でも、かなりの高位であるに違ちがいない。

「昨夜は開会セレモニーがあったから様子見……。参加者がバラけて狙ねらいやすくなったところで、いきなり今夜動き始めた……ってところか」

　リュータは舌打ちする。だがエルシアはそんな話を毛ほども気に留めず、青い夜空を見上げていた。

「ただ血が吸いたかったのかも。いい月夜」

「お前に吸血鬼の気持ちがわかるのか？」

「私は月の美しさを知っているだけ。私はもっとずっと高貴だから」

「へえへえ、お嬢じよう様さま」

　おどけて肩かたをすくめたリュータだが、事態は遥はるかに深刻だ。

　第一にあの吸血鬼、知ち恵えが回る。

　あれが率いる軍団は全て参加者だが、まだ負けたわけではないのだ。負ければ敗退者手続きを受け、勝負に参加することが適かなわなくなる。逆に負かさなければ、彼らはあのように手て駒ごまとして残る。

　ここが上手うまい。

　自分たちが先ほど撃げき退たいしたからよくわかる。あの吸血鬼、いきなり襲おそい掛かかってきた。

　こちらは勝負を申し込み、それを受じゆ諾だくされた上で勝たなければ何の意味も成さない。だが奴は勝負など関係なく、まず血を吸えばいい。傀儡とすれば自分の勝負に際し、それを使って事を有利に進めるも自由。勝つだけ勝ったら、あとは自らが傀儡と勝負し、いいように負けさせるも自由。

「ヒデオたちに知らせておくか？」

「どうして？」

　エルシアの言葉に、リュータはオウム返し。

「どうしてって……」

「決勝で会おうと約束したのはあなたの勝手。私からすれば、そんな強敵には早々に退場願いたいわね」

　夜風を浴びて長い髪かみをたなびかせ、エルシアは静かに笑う。

「逆に。仮にあなたの言葉が真実だとして……決勝まで残るような相手が、初日、あの程度に負けるとでも？」

　リュータは小さく肩をすくめた。

「あの程度って、俺たち一緒に逃にげて来ただろうが」

「あなたが逃げたから。あの全員が基本ルールで挑いどんで来たなら、私は負けない。そしてあなたも」

「……なるほど。確かにな」

　納なつ得とくし、リュータは笑った。それを見たエルシアは微び笑しよう。

「でも見物するなら面おも白しろそうね」

「ふっ。んじゃ、そうするか？」
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「……というわけ。今こっちに向かってるって。たぶん優勝候補のヒデオくんを狙ってるんじゃないか、ってことらしいんだよね」

　携けい帯たい電話をしまったレナは、酔よいもさめたような気配。同じく顔つきを引き締しめた美奈子が、レナを問い詰つめた。

「それじゃまるで八や百お長ちようじゃないですか！」

　正確には、八百長を可能とするような能力。

「そちらから規制できないんですか!?」

「常識じゃそうなんだけどさ……主催者側ボクたちも、ルールの範囲内なら口出しはできないし。たった一人の参加者のために毎回ルール変へん更こうしてたらこの大会、キリがなくなるよ」

　誰だれがどんな能力、武器を持っているか定かではない。それがこの大会の醍だい醐ご味みであり、また本質でもある。限りなく数少ないルールは、それを生かすためのもの。それを縛しばるのはむしろナンセンスといえた。

　そうこう言っている間にも、足音が聞こえてくる。ぞろぞろと、たった二名のペアから成り立っている通常の参加者たちではあり得ぬ、集団の行進が間近まで迫せまり来ていた。

「どーしますかマスター!?」

　ヒデオは軽く開いた自分の両手を、じっと見み据すえる。

（神の手を……。邪じや魔まする輩やからめ）

「今までになく強力な暗黒面が!?　いやウィル子もマスターの気持ちはわかりますけど、今はそんな場合ではっ……！」

　慌あわてふためくウィル子に対し、ヒデオはただ一言、こう述べた。

「……僕も。新世界の、神になる」

「ま～すたああああああぁ～～!?　そんなノートどこにもないのですよ～っ!!」

　うろたえるウィル子をそのままに、ヒデオは颯さつ爽そうと立ち上がる。

「ジャッジするのですニャン♪」

　追って大家さんがしっぽを振ふりながら出て行く。レナは午後十一時を回った時計を見て、驚きよう愕がく。

「まさか、初日で奇き跡せきの三連勝!?　よし、今度こそ勝利者インタビュー！」

　レナも出て行く。

「そんな不正は本官も警察官として許すまじき行こう為い！　加勢に行くわよ岡丸!!」

　しーん……。

「……岡丸？」

　ヒデオの席。岡丸の入っていたはずのコップには……酒しか残されていなかった。




　　　　④




「……若」

「わかっているサンゼルマン」

　老執しつ事じに言われるまでもなく、ヴェロッキアが最初に感じたのはプレッシャーだった。強い気配。軍団は数メートル先にアパートの門を見据えたまま、路上に立ち止まる。

　そして〝奴やつ〟が現れた。やはり酒でも飲んでいたらしい。ふらついた足取りで、安い柵さくをキィと鳴らし押し開け、路上にて二人は相対する。

　ヒデオが手にした得物は、柄つかの部分に鉤かぎを付けた短たん剣けんほどの長さの金属棒。ヴェロッキアは初めて見るタイプの武器だが、形状からして刀とう剣けん相手に威い力りよくを発揮するだろう護身武器か。

　そして後からヒデオに続き出てきたのは、数人の若い女。途と端たん、ヴェロッキアは失笑した。

「呆あきれた奴だ。酒どころか女をはべらせての豪ごう遊ゆうか。見下げ果てたぞ川村ヒデ……」

〝今こ宵よいの美奈子殿どのは、随ずい分ぶんと指がしっかりしているでござるなぁ……〟

「……岡丸氏。なぜ、ここに」

〝岡丸……氏！　美奈子殿もついに拙せつ者しやに！　敬意を払はらってくれるようになったでござるか……!?〟

「……そう、つまり。ついに。僕の手にも、武器が」

〝拙者、感無量！　そんな美奈子殿のために、今宵の拙者は血を欲ほつしているでござるよ〟

　ヴェロッキアは開けた口を塞ふさげなくなった。

（なんだ……今の会話はッ──!?）

「わ……若。動どう揺ようしてはなりませんぞ。彼奴きやつめの腹話術、かと……！」

　かくアドバイスするサンゼルマンも、少なからずのそれを隠かくしきれていない。

　何しろ腹話術のくせに会話が成り立っていないのだ。そもそも奴は人形も持たず、誰を対象として会話したのか？　美奈子とは誰のことか？　ついに自分の手にも武器とは？　それを持って出てきたのは他ならぬ自分ではないのか……!?

（いや……いや、落ち着け。何のことはない、ただの会話だ……）

　あの心臓を刺さすような目付きでそんな大道芸を披ひ露ろうされたからこそ、ギャップに戸と惑まどったのみ。むしろそうして考え込んでしまうことこそ、奴の思おも惑わくだろう。

　こちらの意識を勝負の外に移そうという思考の誘ゆう導どう。通常、戦せん闘とうとなればいかにして力で屈くつしようかとばかり画策するものだが、奴はいきなりメンタル面での攻こう撃げきに来た。

　相当に戦い慣れている。

（少しは……我が戦うに値あたいする手合い、ということか？）

　ヴェロッキアは気を取り直す。

「川村ヒデオ。大たい佐さというただ一人を破っただけで、己おのれが優勝候補だと思い込む愚おろかな男よ。見よ、我が従えたる傀」




　がごす!!




　ヴェロッキアは己の軍団を振り返った瞬しゆん間かん、側頭部に痛つう烈れつな一撃を喰くらった。

「若!?　傷は浅あそうございますぞ！」

「くっ……!?」

「ふざけないで、もらいたい」

　声に、ヴェロッキアが顔を上げると、ヒデオはふらふらと立っていた。

「僕は。優勝候補、などではない。断じて」

「黙だまれ……！　本来であれば我こそが大佐を倒たおし、今の貴様の位置に」




「僕は……、神だ」




　ごおおおおおおおおおおおおっ──!!
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　と一いち陣じんの風が吹ふき抜ぬけた。そのとてつもない発言に、誰だれ一人ひとり身動きができない。何しろ目は真剣そのもの。そして真顔。これっぽっちもふざけてなどいないのだ。

「……正気か……？」

　ヒデオはヴェロッキアのその質問に対し、真っ向から質問で返してきた。

「神に挑いどもうという、君こそ。正気か」

　ヴェロッキアの中にプレッシャーが蘇よみがえってくる。この男、噓うそをついている様子がない。神という言葉が現実かどうかは別として……少なくとも、この男はそう信じているのだ。でなければ、これだけ堂々と公言できるだろうか？　つまり彼はそれだけの自信を持っている。

　ならば人間でありながらも、それに匹ひつ敵てきするような何らかの特とく殊しゆ能力を持ち……あえてそれを神と表現したのか。

　ヴェロッキアは今初めて、この大会の真の恐おそろしさを味わっていた。人間と、人間以外の者のペア。誰がいかなる能力を隠し持つかわからぬという、この大会の闇やみ。

（今にして思えば、奴のあの目か……？）

　絶対の自信を持っていたのは、百倍の戦力差、二百からなる軍団を率いる自分であったはずなのに……奴と相対し、あの目を見た瞬間から、自分の中に心の揺ゆらぎが生まれ始めていた。

　そしてヴェロッキアはついに、一族に伝わる古き伝承を思い出す。未来を見み据すえ心を覗のぞき、内側から蝕むしばむ無む尽じんの刃やいば。

「貴様……まさか〝魔ま眼がん〟か……!?」

　そうだ、その片へん鱗りんは既すでに見ているではないか。大佐との一戦。あのギャンブルをイカサマもせず、あたかも自分の勝ちは磐ばん石じやくであるかのように勝ち抜いた。

　ならばそれは予見。未来視。まさに神にも等しき能力！

（なんということだ──！）

　ヴェロッキアは戦せん慄りつした。

　奴やつには自分の未来が見えている。恐らくは、今夜勝ち残るだろうことも。でなければ、誰がこの集団の前に好き好んで出てくるだろうか？　不利であるなら、こちらの現れることを見み越こして身を隠かくせば良いだけの話……それをしなかったということは。

（負けるのは、我の方なのか……!?）

　ヒデオが冷たく宣告した。

「君には。僕の世界から、消えてもらう」

「ッ……！」

　ゆっくりとした足取りで、ヒデオが歩を進めてきた。対しヴェロッキアは命ずる。

「行け！」

　意を受けて傀儡くぐつたちが突とつ進しんした。だがそのとき、一いつ瞬しゆんにしてヒデオの手にした武器が伸のびる。あそこまでふらついた足取りで、メチャクチャに振ふり回しているように見えるが、しかしその打だ撃げきは、まるでしっかりと大地を踏ふみしめて放つような重い打撃。

「くっ、数を増やしすぎたか……!?」

　一人二人を傀儡とするなら、手足、指先、視線までをも操あやつることができる。だがここまで多量の傀儡となると、大おお雑ざつ把ぱな命令しかできない。傀儡自身の本来の能力は引き出せない。

　数で圧あつ倒とうしようという、考え方の起点が間ま違ちがっていた。結果、ヒデオは瞬またたく間まに数十人の相手を殴なぐり捨てていく。

　倒れようとすればその勢いで上段から。体勢を整えようと見せかけて横から振り抜き、振り向きざまに投げ放った得物は相手の急所を打って尚なお、意識あるもののように手の中に帰ってくる。

「恐れながら若……！　東洋には、酔ようほどに技わざを増す武術があると。彼奴きやつめの動き、まさにそれかと……！」

「なっ……つまり奴は魔眼のみならず、酒に酔った今こそが本領だと……!?　酔い潰つぶれていると見せかけた、誘さそいの罠わなか!?」

　というより泥でい酔すいした岡丸が気分よく勝手にぶち当たっているだけで、ヒデオはそれに振り回されているだけなのだが、まさか武器が意思を持っているなどとは思いもしない二人。

（しかし……）

　そもそも本当に酔っているのだろうか？　もちろん足は千鳥のようにふらふらだ。しかし通常、そこまで悪酔いすれば目付き、視線の焦しよう点てんもまたおぼつかなくなるもの……。

　ふりか？　奴には顔の赤みすら見て取れない。だが実力は本物。

　惑まどわされる。疑ぎ心しん暗あん鬼きの連続。

（いや、それが魔眼か……！）

　奴の目はこうしている今なお、心理に作用し続けている。

（いかん……）

　突とつ破ぱ口こうを。別口から攻せめねば。そのためにもヴェロッキアは、状じよう況きようを整理する。

　そして。

（ふっ……全く恐ろしいものだ、魔眼とは）

　ヴェロッキアは落ち着きを取り戻もどし、ほくそ笑えんだ。

　怯おびえる必要は何もなかったのだ。そもそもまだ勝負は始まっていない。ヒデオの背後にはジャッジの腕わん章しようを付けたワーキャットがいるが、彼女は勝負の開始を宣言していない。

　当たり前だ、こちらも向こうも、まだそれを申し込んでいないのだから。

　そしてもう一つ、冷静になれば至し極ごく簡単なこと。奴は一人ではない。本来それは不利を意味するが、この場合は別。ヒデオ自身は完かん璧ぺきでも、そのパートナーがどうかといえば、また別の話。

　むしろそれが奴の、唯ゆい一いつの欠点。

（パートナーは……あの少女だったな）

　はらはらと事の成り行きを見守っている、白いドレスで宙に漂ただよう少女にあたりをつける。

　そしてヴェロッキアは霧む消しようした。文字通り冷たい霧きりと化し、姿を消す。眼前のヒデオの横を通り過ぎ、パートナーの少女、ウィル子の背後で再びその姿を取り戻す……！

「わーっ!?　な、なんなのですかー!?」

　暴れるが放しはしない。白いうなじは眼前。同時に奇き妙みような違い和わ感かんも覚えたが……まあいい、これで勝ちは眼前。笑いながらヴェロッキアは牙きばを剝むく。

「川村ヒデオ。我と勝負だ」

「乗った」

「なぜこの圧倒的不利な状況で乗るのですかーっ!?　ＰＣは管理人室です！　これではウィル子は逃にげられませんっ!!」

　ヒデオに向かって、ぶんぶんとチョップを空から振ぶりするウィル子。あっさりとこちらの思おも惑わく通りになったが、ヴェロッキアはやはりヒデオに感心する。この状況では、むしろ受けざるを得ない。それをこの死中で瞬時に判断しただけ、大したものだ。
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「勝負成立しましたニャ。基本ルールでジャッジするのですニャ」

　もらった。基本ルール。

　戦せん闘とう不能の判定。センターへの引き渡わたし。そして戦意喪そう失しつの宣言。勝負を決めるのは、この三つの条件のいずれかのみ。ヴェロッキアはウィル子を抱だきかかえたまま、迷わず選ぶ。

「大人しく負けを認めろ、川村ヒデオ」

「人ひと質じちを取るなんて、この卑ひ怯きよう者！　本官は断じて許しません！」

　制服姿の女が叫さけぶが、蚊かが鳴くようなもの。ヴェロッキアは一いつ蹴しゆうする。

「我は貴様と勝負しているわけではない」

「くっ……！」

「第一、我は定められた全すべてのルールに則のつとって行動している。違ちがうか？」

　ワーキャットと、開会式で壇だん上じようにいた司会者とが頷うなずく。

「違反はありませんニャ」

「うん、主しゆ催さい者しや側は異議なし」

　臍ほぞを嚙かむような思いを顔に浮うかべて見せるのは、制服の女とウィル子ばかり。

「……愚おろか、な」

　ヒデオが言った。それすらヴェロッキアは嘲ちよう弄ろう。

「ふん。一時は見所があると思ったが……所しよ詮せん貴様も、偽ぎ善ぜんという虚きよ飾しよくにまみれた人間か。卑怯とでも何とでも罵ののし」

「……こんな。スポンジのような、地面の上で。この僕に、敵かなうとでも」

　ヒデオはフラフラ、フラフラ歩いている。

「な……なんだと？」

「否いな。それは、否……か。これが、君の能力」

　フラフラフラフラ。ヒデオは真っ直すぐにヴェロッキアを睨にらみつけてきた。

「これは……、おもしろい」

「おもしろいのはこっちだっ!!　貴様本当に正気なのかっ!?　人の話を聞いているか!?　自分のパートナーの立場が見えているのか!?」

「若！　若、彼奴きやつの策にございまぶぁっ!?」

　岡丸がサンゼルマンをぶちのめした。

〝拙せつ者しや、ギター侍ざむらい……ではござらぬよ。っくっくっく〟

「岡丸～～～～っ!?」

　なぜか制服の女が泣き喚わめく。

「おのれ!!　我の忠臣を虐しいたげた挙句、まだそのような戯たわ言ごとを……！　貴様は我の逆げき鱗りんに触ふれた！　思い知らせてやろう、吸きゆう血けつ鬼きというものを！　パートナー同士で死し闘とうを演じ合うがいいッ──!!」

　ヴェロッキアはウィル子のうなじに、二本の牙を深々と突つき立てた。

「きゃあああああああああっ!?」

　少女の甲かん高だかい悲鳴。そうするウィル子の姿に粗あらいノイズが走る。

　ノイズ？

「……ぐっ!?　がはあっ!!」

　頭の中が爆ばく発はつするようなひどい衝しよう撃げきが走り、ヴェロッキアは今日吸った全ての血を吐はき出した。

（なんだ……なんだこの女の血は……!?　いや、そもそも血……だったのか!?）

　悪あく辣らつな感かん染せん症しようを含ふくんだ血液を吸ったような、ひどいショック。いいや、そんな生易しいものではなかった。病原菌きんそのものか？　馬ば鹿かな！　そんな生体、あるはずがない。ではこの少女はなんだ!?

　ひざまずいたヴェロッキアは愕がく然ぜんと、手放した少女の逃げ行く姿を見上げた。

　ここまでハッキリとした人間の姿形、ヴェロッキアは魔ま人じん以外の種族を知り得ない。だが確かに奇妙でもあった。そうだ、違和感があった。

　通常生き物というのは、どんなに清潔に保っても何らかの匂においがあるものだ。だがあの少女には一いつ切さいの匂いがなかった。もはや気配と言ってもいい。幾いく人にんもの人間の背後に立ってきたヴェロッキアだからこそ、思い起こせばそれは一層奇妙な話であった。

　髪かみの長い、年とし頃ごろの少女であるというのに、セッケンの匂いすらしなかった。一体何者なのか？

「ぐおっ!?」

　逃げるウィル子に気を取られるあまり、ヴェロッキアはヒデオの一いち撃げきにも気付かず倒たおれ伏ふした。

（しまった……！）

　ダメージが大きい。軽い脳のう震しん盪とう。かつ先ほど吸った少女の何かのせいで、蛇じや毒どくにやられたように体が痺しびれる。逃げようにも霧きりに姿を変えられない。こんなあやふやな意識で無理をすれば、姿を取り戻もどせなくなる。だが血を吐いてしまったため、傀儡くぐつたちはもはや自由を取り戻してしまっている……！

　ヒデオは言う。

「例えば、仮に。パソコンから。女の子が出てくることなど……あるだろうか」

「……馬鹿な。何の話だ……そのようなこと現実に起こるはずがない」

「その通り」

　がごす！　とさらに一撃。

「ぐおっ！」

　びっ、と指差すように。ヒデオは得物をヴェロッキアへ。

「現実に。吸血鬼など、いるわけがない」

「いや……だが、我は！」

　がごす。がん。がん。

「つまり、君は。僕の夢」

　がん。がん。がん。

「僕は、神」

　ごす。ごす。ごす。

「素す晴ばらしい、この世界……」

　死者に鞭むち打つように、気絶してしまったヴェロッキアを執しつ拗ように殴なぐり続けるヒデオと岡丸。

「ヴェロッキア・サンゼルマンペア、両者戦せん闘とう不能ですニャ！　勝負ありましたニャ!!」




　　　　◆




　そこから少し離はなれた、誰だれのものとも知らぬ家屋の上。リュータは他人ひと事ごとながら、満足げに笑っていた。

「酔すい拳けんならぬ、酔すい剣けんってところか……いいもの見せてもらったぜ。俺の予想通り、ヒデオが武術の達人ってことは間ま違ちがいなさそうだな」

「そんなことより問題は、魔眼の方ね」

　リュータが横目にすると、エルシアは先の自分以上に、危機感を募つのらせているようだった。

「事実なら……彼は本当に、今夜負けてくれたほうが良かったのかも」

「と言っても、魔眼の種類にもよるんじゃないか？　メデューサの石化眼。夜魔のテンプテーション。あの吸血鬼だって人間の女が相手なら……目を合わせるだけで、簡単に魅み入いらせることができたはずだぜ。その程度なら、この世界じゃよくあることだ」

「……そうね。でもそこまで強い魔眼になれば、それはもう人間の域を脱だつしているわ」

「が……。誰がどれだけの能力を隠かくしているか、わからないのがこの大会……だしな」

　結論は出ない。恐おそらくは実際に彼と相対するその日、その時までは。

　二人はその場を後にした。

　動き回って、いよいよ酒が回ったヒデオが卒そつ倒とうしたのは、直後のことである。
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　がば！　とヒデオは飛び起き、

（……）

　ひどい頭痛に頭を押さえた。

　無む味み乾かん燥そうな部屋。引きこもっていたアパートでもなければ、大家さんの管理するアパートでもない。そもそもベッドの上。そして頭を抱かかえる手に、なにやらまとわり付くと思って見ると……点てん滴てきチューブ。

（病室……）

　なぜ？　と考えたが、何も思い出せない。

（……）

　本当に何も出てこない。大家さんの部屋に、およばれに行ったのは覚えている。だが、その先。その先……時計を見れば昼近くのこの時間まで、自分は一体？

（……認にん知ち障害……）

　一つの結論に辿たどり着いたヒデオは、絶望の淵ふちに立たされた。決定的な治ち療りよう策は未いまだなく、故ゆえに周囲の理解と介かい護ごが絶対的に必要となる難病中の難病。

（だが、僕は……）

　独り。一体誰が、親にも見離された、こんな自分の面倒を見てくれるというのか。ヘルパーを雇やとおうにも、施し設せつに入ろうにも、食うに困って自殺を選ぼうとしていた自分に、そんな金はない。

（……さようなら。世界）

「ってなぜ点滴チューブを首に巻くのですかーっ!!」

　頭痛の上からチョップが降ってきた。

「……。ウィル子」

　見ればベッドの横のキャスター付きの小テーブルには、ノートパソコン。

「相変わらず何を考えているのかわかりませんけど……しかしマスター、これはいよいよいけるかもしれません！　開幕初日にして破竹の三連勝！　三勝重ねたのはウィル子たちだけ！　断トツぶっちぎりの一位、名実共に優勝候補なのですよー！」

　やたらハイテンション。

（……）

　ヒデオは指折り数える。大たい佐さ。ジャバン。

（……）

　どう数え直しても、指は二本折ったところで止まってしまう。つまり、二回しか勝った記き憶おくはない。

「誰を」

「偶ぐう然ぜんは二回まで！　三回目までくればこれはもう、必然！」

「……。三回目に、誰を」

　ウィル子のハイテンションが止まった。

　そのとき病室のドアがノックされて、女の子が三人。

「あ、起きてましたニャ」

「うわ……やっぱりボクたちのこと、怒ってるみたいだね」

「仕方ありません。駆かけつけ三さん杯ばいなんて無理をやらせた本官たちにも、責任の一いつ端たんは……」

　目付きが普ふ段だんの三割増し悪いのは、彼女たちを怒っているわけではなく、頭が痛いからである。そもそも怒るべき理由が見つからない。覚えていないのだから。

「一体、何が」

　は？　と女の子たち。

「あの……マスター、もしや覚えてない？」

　正直に頷うなずいた。するとレナが大おお仰ぎように驚おどろき、

「ええっ!?　ボクたちとあんなに熱く盛り上がった夜を忘れちゃったって言うの!?　特にヒデオくんは美奈子さんに！」

　言われた美奈子が、真っ赤な顔で反論する。

「ちょっと霧島さん！　そんな誤解を招くような……！」

「嫌いやがる美奈子さんを無理矢理ですニャ」

「た、確かに本官嫌がりましたけど！　そういうことは順を追って説明しないと……！」

〝ヒデオ殿どの、昨夜は実に痛快でござったよ。たまにはああして美奈子殿を困らせるのも、一興でござる〟

（……）

　嫌がる婦警さんを。

　制服を着せたまま。

　十手を使って。

　無理矢理困らせ。

（……ありがとう、世界）

　ばしっ。

「点滴チューブは！　首に巻くためのものではありませんっ!!」

　ウィル子いわく、大家さんの管理人室で水の如ごとく日本酒を浴びた後、「世界は素す晴ばらしい、自分は神だ」などと意味不明の言動を繰くり返しながら美奈子から強ごう奪だつした岡丸を使ってやってきた参加者数十名に暴行を加え……云うん々ぬん。挙句、急性アルコール中毒でこの病院に担かつぎ込まれたらしい。

（……）

　ヒデオは恐きよう怖ふに打ち震ふるえた。酒の恐おそろしさに。部屋に入ってきた虫は、できるだけ雑誌や下した敷じきなどで追い払はらうような自分が……人様を殴なぐるなど。

（……恐ろしい、話だ）

「ひひっ。盛り上がっているところを見ると、意識を取り戻もどしたようだねぇ……」

　ノックも無しに入ってきたのは、白衣姿の男だった。病院だから医者なのだろうけど、ボサボサの頭に、片側だけにレンズをはめた奇き妙みような黒くろ縁ぶちメガネ。おかしな風ふう体ていの人物だった。

「いっひっひ。キミぃ、開幕初日の昨日だけで三連勝したそうじゃあないか……！　実に見込みがあるよ」

　医師はヒデオにずずいと迫せまり寄って来て、

「ど、ど、どうだい!?　このドリル！　ききき、きっとぉおおおおおッ!!　キミならきっと使いこなせると思うんだけどねぇ……」

　金属製の円えん錐すい型のそれを見せ付けられる。

（……武器）

　武器は必要。となればこの人物。いや、酒のせいとは言えこの病院に担ぎ込まれたことは、何らかの必然性があるのだろうか？

　そんな一いつ瞬しゆんの迷いが命取りとなった。

「その真しん剣けんな眼まな差ざし！　興味！　興味を持ったんだね!?　ひひひっ、さすが優勝候補だよ！　五分！　五分でいい！　五分でこれをキミの右手と付け替かえよう!!」

　いきなりメスを取り出した。何か赤黒いものがこびりついた、鈍にぶい輝かがやきを放つメス。

　この時点でヒデオは理解する。ここで頷いた瞬間、二十年間連れ添そってきた自分の右手とは、さよならに違ちがいない。現実にはそんな馬ば鹿かなという話だろう。しかし常じよう軌きを逸いつしたこの都市で、この人物を見ていると、なぜかそんな確信を持てたのである。

　悪い目付きを真剣と呼んでもらえたことは嬉うれしかったが、ヒデオは止やむ無く首を振ふる。

「いえ。別に」

「そそっ、そうか!!　左手!?　左手がいいのかいいいっ!?」

　ヒデオはＮＯと言いにくい日本人だった。

「……。いえ。ですから、先生」

「ひっ……!?」

　ふらり、と。その医者はなぜかよろめいた。それからバネ仕じ掛かけのように反動付けて、目鼻の先まで迫ってくる。

「ひいいいいいいいいいいっ!?　わかったああああああああ!!　ボクが悪かった!!　両手かいッ!?　そうか、両手なんだね!?　両手に装着したいとそう言うつもりなんだね!?　あるッ!!　もちろんあるッッッ!!　二機！　いいや、そこまで言うならその頭のてっぺんにも付けよう!!　これで三機ッ!!　いや、なんってゴージャスなんだキミはっ!!　久しぶりに大手術の予感がするぞぉ!!　いひひいいいいいいっ!!」

「ばし。ばしっ。ばしっ」

　ウィル子が付き合いきれぬと言いたげに、その先生を地味にチョップで追い払った。

「マスター、この病院はヤバげです。早々に退散しましょう」

　ノリのいいウィル子がひいているのだ。美奈子他ほかも同様。ヒデオも異論なくベッドから起きようとしたその時、先生より、目の前に紙切れが突つき付けられた。

「ボクもこんな無ぶ粋すいな真ま似ねはしたくないんだけどねぇ……ひひっ」

「……。これは」

「請せい求きゆう書しよに決まっているじゃないかぁ！」

　入院すればお金が掛かかるのは道理だが。

（……一。十。百。千。万……）

　桁けたはまだ上があった。無口なヒデオの代わりに、ウィル子が叫さけぶ。

「さっ……さっ、三百万ってなんなのですかーッ!?　一いつ泊ぱくして点てん滴てき一本打っただけで！　これはどう見ても暴利なのですよーっ!!」

「ひひっ。そうは言ってもねぇ。ここに入ってきたときの彼は、急性アルコール中毒に加えて栄養失調、過度の肉体疲ひ労ろう、ストレスによる脳波の乱れ、その他色々……だったからねぇ」

　案外。

　引きこもっていた二年間、健康診しん断だんにも行っていないので本当にやばかったのかもしれない。

「それでも、センターの施し設せつは基本的に無料のはずなのではっ!?」

　窓の外にはそれを示すように、ビル群が立ち並んでいる。しかしレナは、気まずそうに目を逸そらす。

「いやぁ……実はここ、微び妙みように商業区なんだよね……。つまり主しゆ催さい者しや側の用意した公的機関じゃないってこと。スーパーマーケットと一いつ緒しよでね、言わば外注の私立病院。野菜の値段と一緒で、治ち療りよう費は経営者の自由」

　つまり主催者側は文句を言えない。治療はされたのだから、文句を言う筋合いでもない。治療を受けた本人が、その値段に不服があるだけ……。

「私たちや、早くから会場入りしてた参加者さんの間では、この病院は有名ですニャ」

　大家さんが言うには金が掛かる分、腕うでは確かだと、評判の病院なのだそうだ。本当に手足をドリルにすげ替えられるなら、それだけでも技術力の凄すさまじさは窺うかがえる。

「でも開幕前はここまでひどくはなかったはずですニャ。私たちも値上がりしたことは知らなかったのですニャ？」

　大家さんの問いかけに、レナも頷うなずき。

「えっと、じゃあボクは運営委員の仕事があるから」

「私もジャッジしに行くのですニャ」

　主催者側の二人が逃にげた。

　となれば具合が悪くなったのは酒を飲んだ自分の勝手で、とにかく急いで手近な病院……というみんなの心こころ遣づかいの結果が、ここだった、というだけの話。

「いひひっ。なんだったらドリルを取り付ける権利を、ボクが一本百万チケットで買ってもいいんだけどねぇ……いひひひひっ！　そうしなよぉ。それがみんな幸せになれる一番の方法なのさぁ!!」

（……）

　三本つけて。この医師は、実験体が手に入って嬉しい。こちらは、三百万がチャラになって嬉しい。

　自分は確かにドリル人間になるだろう。

（……だが）

　強いかもしれない？

　この聖せい魔ま杯はい。勝ち続けることだけが正義のこの大会において、強いことは絶対的な必要条件。

「ま……。マスター……？　何を考えているのですかマスターっ!?」

（……）

「さあ……、どうするんだい？　ひひひっ！」

　医師は喉のどを引きつらせるような、外見同様の不気味な笑い声を静かに響ひびかせた。

　莫ばく大だいな借金か。ドリルか。

　ヒデオはここに、究極の事態を迎むかえることとなったのである──。
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　きょうの聖魔杯






　深夜二十四時。

　キャスター席で、ツインテールに伊だ達てメガネの少女がお辞じ儀ぎのあと、元気いっぱいに手を振ふった。

「みなさんコンバンハー！　魔まつ殺さつ商会グループ提供の聖魔都市ケーブルテレビ、『きょうの聖魔杯』のお時間がやってまいりましたっ！　お相手はいつものようにこのワタシ！　みんなのアイドル、カッコちゃんことヴィゼータと！」

　隣となりにいた五、六歳ほどの小さな女の子が、こくこく。

「解説の、リップルラップルなの。アイドルが、聞いて呆あきれるの」

　ぴきっ。

「……え～っと。なになに～？」

「なんでもないの。司会を、進めるの」

「……。さあいよいよ！　いよいよ始まってしまいました聖魔杯！　開会式では花火が、すごいすごい！　料理も美味おいしい！　ビンゴの商品超ちよう豪ごう華かーっ！」

「大変に、賑にぎわったの。盛せい況きようだったの」

「うんうん。そして開幕から二十四時間経過した現在の、残り参加者数は……千五百一組？　ほとんど減ってない。開会式でいくつかルール改正があったし、まだまだみんな慎しん重ちようなようです」

「腰こし抜ぬけなの。チキンなの。もっとガンガン、いくべきなの」

　ガンガンとテーブルを叩たたくリップルラップル。

「しかぁ～しっ！　そんな中にも熱い男がただ一人！　一番の注目は最後に会場入りしたヒデオ・ウィル子ペア！　誰だれもが一目置く優勝候補の大たい佐さ・ロッキーペアと開幕直後にいきなりの一いつ騎き打ちっ!!　勝負内容はコイントスという単純なものだったけどね？　ヒデオくんが終始圧あつ倒とうするという、予想外の展開に！」

「想定の、範はん囲い外がいだったの」

「バブルってこわいこわい！　にゃ、にゃんとぉ～っ!?　たったいま入った情報によれば、ヒデオ・ウィル子ペアは初日ですでに三勝したとのことっ！」

　と、キャスターのヴィゼータは、興奮した様子で原げん稿こうを読み上げた。

「強い強い！　強すぎる！　参加者のみなさんこのペアには要注意！　さあここで解説のリップルラップルさん、そんな二人の強さの秘密はズバリっ!?」

「ぶっちゃけ、まぐれなの」

　スタジオが一気に静まり返った。

「ねえ……番組になんないよね？　せっかくワタシがここまで盛り上げたのにね？　でもでも、ヒデオくんに関しては超ちようＡ級スナイパーだとか、拳けん法ぽうの達人だとか、さっきの勝負じゃ魔眼を使ったなんて話も飛び交かっていますがその辺はどう考えますか!?」

「服装から見て、ただのヒッキーなの」

　スタジオに、重い空気がよどみ始める。

「……。いっつもいっつも反省会で言ってるけどね？　ワタシの番組を盛り上げようという気はあるのかキサマーッ!!」

「ぶっちゃけ、ないの」

　がたんっ！

「にゃんっだコラー!?　今日という今日は放送事故だキサマ覚かく悟ごしろーっ!!」

「上等なの。久しぶりに、わたしのミズノが火を噴ふくの」

　ぼこすかぼこすか!!




　深夜番組『きょうの聖魔杯』は毎晩、放送開始後五分頃ころから視し聴ちよう率りつ百パーセントを記録する、超人気番組である。
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　ヒデオが病院へ担かつぎ込まれていたその頃。

「なに？」

　先とは別のマンションから出てきたリュータは、横のエルシアに向かい、思いっきり顔を歪ゆがめて見せた。

「嫌いや。どうして私が、アパートなんかで寝ね泊とまりしなくちゃいけないの」

　開会式後、一日かけて都市内を見聞した二人は、これからの拠きよ点てんとなる住居を探し、居住区をさすらっていた。しかしリュータとエルシアが会場入りしたのは、開幕直前のこと。居住区の物件は基本的に無料、かつ早い者勝ちとなっている。つまり安アパートくらいしか残っていないのだ。

　一人で何室かを占せん有ゆうする。もっと早くから会場入りしていた参加者の中には、一人で何戸かの家屋を占有している者もいるらしい。単純に拠点を増やす意味もあるだろうし、それこそ使い道は本人の自由だ。何が起こるかわからぬこの大会の中では、「ない」よりは「ある」ほうが圧倒的にいい。

　おかげで出で遅おくれ組は、このような苦労を味わうことになる。リュータは髪かみを搔かき搔き、アパートへ向けては決して歩こうとしないエルシアを説得する。

「仕方ねえだろ？　家だの館やかただのは真っ先に取られちまったらしいし、この最後のマンションも、全室埋うまっちまってんだから」

「だから、どうしてそういう考えになるのかしら。マンションがなければホテルで暮らせばいいじゃない」

「……。」

　パンガナイナラオカシヲタベレバイイジャナイ？

　リュータはそんな迷めい言げんをまざまざと思い出した。

「あのなぁ……。ここじゃ、普ふ通つうの住居は主しゆ催さい者しや側が無料で提供してくれてるんだぜ？　なんだって無む駄だに金払はらって、わざわざホテルになんか泊まる必要があるってんだよ？」

　参加者たちがそれを使うとは思えないのだが、それでもこの都市にはホテルもあった。カプセルホテルのような安宿一いつ軒けん。そしてヒルトンか、ウエスティンか、ペニンシュラか……というレベルの、そびえ立つような高級ホテルが一軒。

　前者は酒場で飲んだくれて、居住区まで帰るのがめんどくさいような人向けの。後者はたまに贅ぜい沢たくしたいとか、そんな人向けに用意されているのだろうが、元が取れるとは思えない。

「私は高貴なの」

「……。」

　リュータは閉口した。エルシアは静かな表情のまま、プイと横を向くようにして、居住区からでも見える背の高い高級ホテルの方へ歩き始める。

（何だってこんな女をパートナーにしちまったんだ、俺ぁ……？）

　肩かたを落として、リュータは歩く。日も落ちようとしていた。




　　　　◆




　リュータ・サリンジャーには家族がいない。幼い頃に家族で出かけた旅先で、船が沈ちん没ぼつ。自分だけが付近の海かい賊ぞくに拾われ、物心付いた時には銃じゆう器きを玩具おもちや代わりに扱あつかっていた。

　あるとき頭かしらが、船は魔ま物ものに沈しずめられたのだろうと言った。何をバカなと当初こそ笑ったが、今にして思えばそのできごとこそが、この世界に踏ふみ込むきっかけだったに違ちがいない。

　リュータが十二歳の頃、海賊が拠点にしていた国で内戦が起きた。海賊は義勇軍として反政府勢力に参加する。不思議な力を見たのはその時。後にそれが魔法なのだと知る。

　教えてくれたのは……極ごく秘ひ裏りにその内戦に干かん渉しようしたアメリカの特とく殊しゆ部隊、エンジェルセイバーの当時の長官。ジョージ・レッドフィールド大たい佐さだった。

　内戦は、政府側に取り入った魔人と呼ばれる者たちの仕し業わざだったらしい。もちろんその根拠も、痕こん跡せきも、一いつ般ぱんの世界には知られていない。ただ、より深い世界にいる者ならば……エンジェルセイバーが出てきたことこそが、その明確な証しよう拠こだと理解できるだろう。

　リュータは、この世界には光の届かぬ深い場所があり、そこには人間のほかに、魔人や、魔物と呼ばれる者たちがいることを知った。

　家族同然に育ててくれた海賊たちは、たった一人の魔人に、デクのように皆みな殺ごろしにされた。そしてリュータは大佐に拾われた。いや、自分から二度も家族を奪うばった魔というものに抗あらがうために。その力を得るために、大佐に師事を懇こん願がんした……。

「また昔のことでも考えてるの」

「……ああ」

「暇ひまなのね」

「……。」

　このエルシアという女は、ひどく冷めている。聞けば生まれは魔界と呼ばれるところのある国の王家筋で、母親はこの地球上の魔王制時代最後の魔王、フィエル。自分は末すえ娘むすめで、上にはエルシフとエルシオンという二人の兄がいるらしい。

　長兄のエルシフは母が魔界にいた頃ころの子で、母同様に地球に進出しようとしたが、純じゆん粋すいな天の勢力、エンジェル・ナイトに敗れ去った。エルシオンの方は数年前まで魔人組織ゼピルムを率いて、聖魔王が現れるまで、人間社会を度たび々たび混乱に陥おとしいれていた有名人だ。

　彼女が言うには、現在魔人と呼ばれている者たちは、魔王フィエル以前の大昔に、この地球上に進出してきた魔界の人々……即すなわち魔族と呼ばれる者たちの末まつ裔えいなのだそうだ。

　そしてエルシアの言葉を借りれば、魔人とは、魔族に人間の血が混じった雑種なのだそうだ。

　魔人が時々、魔人と人間の間の子を雑種と卑ひ下げするが、エルシアにしてみれば魔人全部がそうらしい。祖先にあたる魔族の、能力の濃のう淡たんはどうあれだ。

　エルシアはそれこそ生きつ粋すいの魔族、ということになるのだが、彼女はいちいちそれを説明するのが面めん倒どうなのか、通常は魔人で通している。

　もっともリュータには、どこまでが真実なのかは判断できない。ただわかっていることは、彼女はそうであっても不思議ではないくらいの、秀ひいでた能力の持ち主だということだ。

「多いのね」

「……あ？　何が」

　エルシアが指差したのは、繁はん華か街がいをたまに行き交かう覆ふく面めんの男たち。参加者ではなさそうだが、かと言って腕わん章しよう等、主催者側の立場を明かすものは身につけていない。幾き何か学がく模様の覆面だけが統一されているのだ。

「ああ。そう言えば、商業区によくいるよな」

　対するように、女性ではメイドの格好をしているのがよく見受けられる。ショッピングセンターでレジ打ちをしてたり。

「……あの覆面もメイドみたいに、どっかの社員だったりしてな」

「別に、どうでもいいけど」

　てめえが振ふってきた話題だろうが。

　と言いたくなったが、言っても聞いてくれない女だ。リュータは徒労を避さけ、ぐっと言葉を吞のみ下した。

　そこから歩くこと数分。エルシアが向かったのはやはりカプセルホテルなどではなく、どんと構える絢けん爛らん豪ごう華かなホテルの方だった。

　こんな場所に立ち入ったことがないリュータは、軽くひいた。エルシアは当たり前のようにツカツカ、ブーツを鳴らして進んでいく。
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　さすがのエルシアも立ち尽つくした。

「いらっしゃいませ」

　フロントで丁てい寧ねいに頭を下げたホテルマンは、白いタキシード姿というだけで……やはり幾何学模様のマスクを被かぶっていたのである。で、エレベーターからはワゴンを押すメイドが行ったり、来たり。

「なあ。それ、一体何なんだ？」

　思わずリュータは、ホテルマンの顔を指差した。

「はい、こちらのマスクも含ふくめまして、わたくしどもの制服となっております」

「じゃ、あのメイドとかはどうなってんだ？　そこら辺の店にもいたぜ？」

「はい。女性社員はあのようなエプロンドレス、男性社員はこのような覆面姿が、わたくしども魔殺商会グループの制服でございますので」

　社長に会わせろ。

「なっ……。なんだ、そりゃ……？」

「ちなみに今現在、商業区の七十五パーセントは魔殺商会グループの傘さん下かでございますから」

　だからこの変な覆面連中が、往来を平気で行き交っているわけだ。

「当ホテルもそのような理由でございまして。わたくしどもも当初は奇き妙みように思ったものですが……、これがなかなかどうして着け心ごこ地ちがよく、先だってなどは乱暴されるお客様に殴なぐられたのですが……これを着けていると痛くない！　等々いいことずくめ」

（デザインもそれでいいのか……？）

「また年間優ゆう秀しゆう社員として選出されると、副賞としてなんと、全身タイツを支給されるということで……」

「部屋は空いてるわよね」

　エルシアが一方的に会話を打ち切った。

「はい。ただいまほぼ全室、ご利用可能となっております」

　要するに閑かん古こ鳥どりが鳴き叫さけんでいるわけだ。

「ったく、本当に泊とまるハメになるとはな……シングル二つ」

「かしこまりました。ではこちらにお名前の方を……」

　カウンターに出された用紙に向かい、リュータがペンを取ろうとすると……エルシアがきょとんとしてこう言った。

「どうして二つも部屋を取るの。不思議な人ね」

「どうしてって、そりゃお前、一室だったら……」

　魔人というのは一いつ般ぱん的に、ただでさえ容姿が美しい。中でもエルシアは王家筋の魔人というだけあって、身み震ぶるいするような美人である。

　リュータとの付き合いも、それほど長いというわけではないにせよ、昨日今日出会ったという仲でもない。

（ふっ……。そういうことか？　相変わらず、素す直なおじゃない奴やつだな）

　リュータは内心ほくそ笑えみつつ、表面上はクールに、エルシアの目をそっと見み詰つめた。

「今夜は寝ねられないぜ……？　俺が」

「そう。よくわからないけど」

　エルシアはホテルマンの方に向き直った。

「じゃあ私はロイヤルスイート」

「かしこまりました」

　カウンターについた肘ひじを滑すべらせ、リュータは顔面をそこへ打ち付けた。

「待てコラてめぇエルシア!!　何考えてんだっ!?　お姫ひめ様だからロイヤル以外には泊まれねぇとか言うんじゃねえだろうな!?」

「だって……。仕方ないじゃない」

「てめぇなに図星突つかれたように済まなそうに言ってんだ！　シングルだっ!!」

「それはイヤ」

　キッッッッパリ、と。プイと横を向く。ホテルマンはうんうんと頷うなずき、

「わたくしも昔勤めていたホテルでよく、このようなカップルを……」

「てめえはすっこんでろ!!」

　ホテルマンをすっこませて。でもエルシアも、つんとそっぽを向いたままで。

「ああ～っ！　ったく、わかった、わかったよ！　で、一体いくらするんだよそんな部屋……」

　振ふり返ったエルシアがぽつり。

「馬ば鹿かね。こういう部屋は、そんなことを気にするような客は泊めてくれないの」

　あなたってそんなことも知らないのね。あーあ、これだから下々の者たちは……云うん々ぬん。言われたわけではないが、今にもそんなことを言い出しそうな呆あきれ顔だった。

「……。」

　チェックアウト時に黙だまってカードを差し出すような客しか、相手にしないと？

　ふらー、とリュータがホテルマンを見ると。

「左様でございます。そのような細かいことは気にせず、どうぞごゆっくりとおくつろぎください」

　差し出された用紙とペン。エルシアはサラサラと名前を書いてしまった。

「ああ～～～～っ!?　あったまきたぜ！　こうなりゃヤケだ、俺もその部屋で寝る！」

「どうして私が、あなたと同じ部屋で寝なきゃいけないの？　だったらもう一室ロイヤル……」

「わかった！　悪かった！　俺がちょっと邪よこしまだった！」

　エルシアは訝いぶかしげに小首を傾かしげるばかり。リュータはガシガシ髪かみを搔かき毟むしり。

「で……。なああんた、ここだけの話」

「はい、何でございましょう」

「ぶっちゃけいくらぐらいするもんなんだ？　ここのロイヤルスイート」

「はい。それがぶっちゃけますと、ご一いつ泊ぱく、たかだか五十万チケットほどでございまして。さほど気にするようなことは」

「はっはっは！　ああ、なんだ、五十万ぽっちか」

　リュータが声を大にして笑うと、ホテルマンも気さくに笑った。

「はっはっは。はい、わたくしが言うのもなんですが……当ホテルのようなクラスでは、世界的に見てもかなり良心的なお値段かと」

「はっはっは……えーと」

　リュータは財さい布ふを開けて、手持ちのチケットを見る。受付で貰もらったのが四万チケット。昼食と夕食にエルシアが高い店に入ったので、残り二万チケット弱。

「……どーすんですか、エルシアさん。ええコラ？」

「稼かせげばいいじゃない」

「はあ？　この都市じゃダンジョンとやらでモンスターを倒たおすしか、稼ぐ手段はねえんだぜ!?　しかもそこでモンスターにやられれば、即そく敗退らしいじゃねえか……。一体誰だれがそんな危険を冒おかしてまで、五十万チケットも稼いでくれるってんだ!?」

　エルシアは黙ってリュータを指差した。
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「一番稼げるモンスターを出せっ!!」

「は……？　はぁ……。ダンジョンのご利用ですか……？」

　センタービルのカウンター。




　シャワー浴びたいの。




　とだけ言って、エルシアはロイヤルスイートにこもってしまった。こじ開けようとしたところ、




　死にたいのね。




　の一言が、殺気に乗って投げかけられた。

　そりゃあ気合も入るというものだ。別な意味で。単純なストレスからとりあえず誰でも、何でもいいからブチのめしたいというのがリュータの今現在の心情である。こうなったら一気に百万ほど稼いで、あの冷血女の鼻を明かしてやろうではないか。

　実際に潜もぐったわけではないが、昼間に一度訪おとずれているので、使い方は知っている。用紙におおよその利用時間と目標到とう達たつ階数を記入し、ダンジョンの利用を申しん請せいするだけでよい。

「エレベーターは地下五十階まで通じてるんだったな？」

「あ……はい、でも魔ま物ものの強さは一いつ般ぱん的に、深度に比例しますから……」

　受付嬢じようの忠告を無視。五十階。利用時間は朝まで。魔物一匹ぴきについての対価が記されたパンフレットを、強ごう奪だつするように。リュータはカウンターを離はなれ、センタービルの中心部、ダンジョンの入り口へと足早に向かって行った。

　大会が始まる以前は、昼夜問わずエレベーターに列ができるほど賑にぎわっていたらしいが、始まってからは閑かん散さんとしたもの。やはり、モンスターに負けても負け、のリスクがあまりに大きいのだろう。

（……遅おくれて会場入りすることのデメリットが、ここまでデカイとはな）

　エレベーターを呼ぶボタンを押し、リュータは舌打ちした。隣となりには階段に続く扉とびらもあるが、そんな浅い場所のザコに用事はない。

　昇のぼってくるエレベーターの表示をリュータが一人で眺ながめていると、遅れてまた一人、やって来た。

「こんばんは。あなたもこれから潜るの？」

「ん？　ああ」

　振ふり返ると、肩かたからＭ16アサルトライフルを下げた物ぶつ騒そうなメイドが一人。

「何だ？　お前……その格好は、何とか商会の社員か？」

「私？　んふふ。そんなところかな」

　まだ二十歳はたちそこそこだろう。ミラーグラスで目元を隠かくし、口元を楽しそうに微笑ほほえませている。

「そりゃご苦労なこったな。会社だけじゃなく、モンスターハントのアルバイトまでやってるのか」

「来たよ？　エレベーター」

　ぽん。と、到とう着ちやくの小気味よいチャイム。リュータの後に続くように、その女も乗り込んでくる。ドアが閉とざされる。

「……私も参加者だからね」

　声に。リュータは腰こしのホルスターに手をかけながら、咄とつ嗟さに振り返った。

「どうしたの？」

「……いや」

　気のせいか。彼女は、何もしてないよ、と両手をバンザイするようにして、悪戯いたずらっぽく笑っているだけだった。構えを解く。彼女も手を下ろす。

「そういや、お前も一人か」

「うん。昨日、開会式が遅おそくまであったでしょ？　夕方まで寝ねてたら目が冴さえちゃって、暇ひま潰つぶしにね。あなたは何階？」

　エレベーターはまだ動いていなかった。

「ああ……そうだな。五十階だ」

「お、奇き遇ぐうだね」

　ぽんと。メイドは十階単位のボタンの五つ目を押す。閉ざされた箱はすぐさま下降を開始した。

「おいおい……マジか？　エレベーターの届く最深部だぞ。恐おそらくだが、女子供が相手にできるようなレベルじゃ……」

　彼女は、半分だけ振り返る。

「リュータ・サリンジャー。天界直系の唯ゆい一いつの対魔機関、エンジェルセイバーに史上最年少の十六歳で入隊。主にエンジェルナイト・クラウティア……スカート・クリスチナ・リッチモンドの支し援えんに従事。二年前に退たい役えき。最終階級は少しよう尉い。その後はモンスター専門のハンターとして、世界各地を飛びまわる」

（……！）

　エンジェルセイバーの存在自体、そして百歩譲ゆずって、そこに所属していた自分の経歴はともかくとしてもだ。その主戦力である、エンジェルナイトの存在を知っているというのが異常。その項こう目もくに関してはシークレットの扱あつかいが桁けた外はずれている。アメリカ本国でも、知るは大統領くらいのものだというのに。その上、天などというものの実在を知っているとなると……。

「お前……名前は？」

「ええ？　ナンパ？　えへへー……」

　なかなか愉ゆ快かいな性格のようだ。

「違ちがう！　普ふ通つうに聞いてんだ」

「なぁんだ……。じゃあ、メイドのＳ！　とでも、名乗っておこうかな。ふっふっふ」

　メイドは腕うで組ぐみしたまま、不敵に笑った。

　どこのリングネームか知らないが、本当にそれで登録してあるのだろうか……。

「Ｓ、なのか？」

「うん。Ｓだよ」

「メイドなのにＳか？」

「メイドさん、だけど？」

「そ、そうか……メイドの中にもＳは」








ボグッ!!









「何が言いたいんだオマエ？　コラ？」

「ごはっ……！　い、いや、だから……なんでもない。俺が悪かった、ちょっと邪よこしまだったんだな。頼たのむからゲンコツを握にぎるな」

　このメイド、かなりいいパンチを持っている。しかも初対面の相手に向かって、ためらいのないストレート。

　そう考えると……ある意味、Ｓでいいのかもしれない。

「うー……。何か、ケチがついちゃったな」

　しかし彼女の機き嫌げんは曲がってしまったようだ。ケチも何も、と思うのは、きっと自分だけではないと思うのだが。

「そうだ。じゃ、私のことはこれから、リリーって呼んで！　うん、可愛かわいい！」

「な……なんでそうなるんだ？」

「え？　リリー・オブ・バレイ……♪」

　谷間のユリ？　仕し事ごと柄がら、また性格上、花なんてとんと縁えんがない。

「リリーっつったら、マルレーンくらいしか思い付かねえが……」

　リュータが呆あつ気けに取られているうちに、エレベーターは到とう着ちやくした。

「しかし、魔ま物ものの出るような場所にエレベーター通すとはな。破は壊かいされたらどうすんだ」

「それなら心配ないよ。何とかオリハルコンでできてるらしいから、戦車で撃うっても凹へこむくらいだって」

「オリハルコンだぁ？　本当かよ……」

　それはともかく地下五十階。ドアがスライドすれば、圧あつ迫ぱくされるような濃のう密みつな空気が流れ込んでくる。ともすれば、地じ獄ごくにでも届きそうな大深度であった。
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「なるほどな。大体要領はわかってきたぜ」

　延々続くような白い回かい廊ろう。スイッチ付きの鉄格ごう子しや扉とびら。釣つり天てん井じよう、落とし穴等のトラップ。時折現れるモンスターを、抜ぬき放った日本刀で切って捨て、リュータは半ば楽しみながら先へ進んだ。

　ある程度進んだ所で足を休め、マッピングする。メイドのリリーは後ろから付いてきていた。

「ずいぶん場慣れしてるみたいだね」

「一応、これが今の本職だからな」

　言いながらリュータは手帳にエレベーターからの現在地の位置や、トラップ、モンスターの出現率の高低を書き込んでいく。

　狩かりはなんでもそうだが、まず猟りよう場ばがあって初めて成り立つ。魔物の場合、最も効率の良い猟場はこうしたダンジョンだ。ならばその迷めい宮きゆうの構造や性質、人工物であれば製作者設計者のクセのようなものを見抜き、あたかも自分の家の庭であるかのように把は握あくしていくのは、最も重要な作業といえた。

「それに強いよね」

「Ｂランクまでなら今の武装でも楽勝だ。Ａだと少し難しいが……ま、それでもやられるってことはないな」

　モンスターの種類は、魔物分類学というものによっておおざっぱに、弱い方からＤ、Ｃ、Ｂ、Ａといった段階で分けられる。主しゆ催さい者しや側からの報ほう賞しようも、それに沿って分けられている。Ｄランクは一体およそ数百チケット。Ａならば数万～数十万。当然、倒たおすのが難しいモンスター、出現率の低いモンスターの方が報賞は高いわけだ。

　今回のエルシアの宿しゆく泊はく費ひとしても、ハンター稼か業ぎようの性しよう分ぶんとしても、狙ねらうはＡランクだ。

　手帳を閉とざしたリュータは、さっきから離はなれようとしないリリーに忠告した。偶ぐう然ぜんエレベーターに乗り合わせたというだけで、ペアでもなんでもないのだ。

「言っとくが、お前に分け前をやるつもりはないぜ。稼かせぎたいなら自分で稼ぐんだな」

「うん。ま、私はね……お金なんて二の次だからいいんだけど」

　リュータは先に進み始めた。と、リリーもまた後ろを付いてくる。

「……俺は離れろって言ったつもりなんだがな」

「いやぁ、それがね……？　帰り方がわかんなくなっちゃって。えへへぇ……」

　呆あきれた。

「あなたがあんまりぐるぐる歩き回るから」

「ぐるぐるじゃねえ。ダンジョンの構造を把握するために……。ああ、もういい。ならいいこと教えてやる。右手でも左手でもいいから、こうやって壁かべにくっつけて歩いてってみろ。そのうち出られる」

「あ、バカにしてるでしょ？」

　気に障さわったように腰こしに手を当て、怒いかりをアピールするリリー。

「じゃあ他ほかにどうしろってんだ？」

「むっかー！」

「ああ、わかったわかったよ……連れてってやるから、足引っ張るような真ま似ねだけはしないでくれよ」

　足音は結局二人分。現れるモンスターはＢランクが主。数千～数万チケットの稼ぎ。本来ならいちいち構ってられないところだ。しかし今は、逃にげるとリリーを置き去りにする可能性がある。

　結果リュータは、チクチクとそんなザコを倒しながら進んだ。

　メイドがアサルトライフルを装備してても、シュールでこそあれ強そうには見えない。奇き遇ぐうだね、と言ったのだから一人でもこの階層に来るつもりだったらしいが……戦せん闘とうで手出ししようという気配はない。道案内の代わりに、獲え物ものはみんな譲ゆずってくれるということか。

（……チリも積もれば山って言うしな）

　Ｂランク、十体目。天井に張り付き、火か炎えん放射器の如ごとき炎ほのおを吐はき掛かけてくるキングリザードの前ぜん肢しに目掛け、愛あい銃じゆうデザートイーグルを抜き放つ。44マグナム弾を速射。

　はがれるように落下してくる蜥蜴とかげの王は無防備。一いつ瞬しゆんで間合いを詰つめ、リュータは鱗うろこのない柔やわらかな白い腹に刃やいばを突つき立てた。急所。

　銃撃音の残ざん響きように代わり、断だん末まつ魔まが響ひびいていく。

「わぁ、ほんとに強いね……。力でごり押しするんじゃなくて、ちゃんと弱点を見つけてやっつけるあたりが。ねえ、あなたのパートナーってどんな人？」

「それは……あまり言いたくない」

　今は口を開けば、恨うらみつらみしか出てこない。今いま頃ごろはワイングラス片手に、この都市の夜景でも眺ながめているのだろう。

（むがーっ！）

　リュータは八つ当たり気味に、キングリザードの残ざん骸がいを蹴けり飛ばした。

「はぁ……、それにしても広いな。こんなのが五十層か？　クレタのダイダロス迷宮じゃないんだぜ……」

「知らない？　もっと下があるらしいよ。エレベーターが五十階までしか通っていないだけでね。レッドフィールド大たい佐さは、地下六十階あたりでＡランクを見つけたって。こんなおっきなアイアンゴーレム」

　リリーが背せ伸のびして、一いつ杯ぱいに腕うでを回す。言われずとも、アイアンゴーレムならば、この通路を塞ふさぐようなガタイだろうことは容易に想像できた。

「……。なるほど。そりゃ、退たい屈くつしなくて済みそうだ……」

　後ろ頭を搔かきながら、リュータは歩みを再開する。

　途と中ちゆう、パズルになっているドアのスイッチや、二人で同時に作動させなければ開かぬ隠かくし通路など。なるほど、参加者がペアであることを考こう慮りよしたような仕し掛かけもいくつか見受けられた。無理にドアや壁を壊こわすのは、無ぶ粋すいというものだろう。

「順調順調。私たちって結構いいペアなんじゃない？」

「……そういやお前、魔人かなんかか？」

「ううん。人間」

「じゃ無理だろ。俺も人間だぜ」

　魔族のエルシアからしてそうなので、魔人と人間は外見上、ほとんど差異がない。平均的に、魔人の方が容姿が整っている感があるくらいだ。

　もちろん、人間には有り得ないタフネスや、特とく殊しゆ能力という点で完全に人間を凌りよう駕がするのだが……それを確かめられないのなら、聞くのが一番手っ取り早い。

　リリーのペアがどんなのかはともかく。

「ねえ。あなたは何でこの大会に参加したの？」

「あ？　俺か？」

「そ。優勝してこの世界を手に入れたら、どうするつもり？」

　優勝賞品は世界を律する権利。なるほど、世界を手に入れるという表現は、あながち間ま違ちがっていないかもしれない。

「俺は世界だの何だのには興味なくてな。参加した以上、優勝以外は考えちゃいないが……そっちはパートナーの方にくれてやるつもりだ」

「ふぅん？」

「……俺はある男を追っててな」

　船で亡なくした生みの親以上に、自分を家族同然に育ててくれた海かい賊ぞくたち。それを……いたぶるように、楽しみながら殺していったあの魔人ども。

「アーチェスという名前に聞き覚えはないか？　アルハザンって組織の頭目だ」

「アルハザン……魔人を主体とした、回帰主義の武装勢力だね。首領はアーチェス・アルエンテ。ゼピルムが魔人だけによる支配を行おうとしたのに対し、アルハザンは人間を裏から操あやつることで、結果的に世界を望む姿に持っていこうとしている……。有名なところで十年くらい前に起きたカムダニア王国の内戦が、アルハザンの仕し業わざだったらしいね」

　やはり知っているわけだ、この女。有名と言っても、余よ程ほどの深みに暮らす者たちの間での話……ミラーグラスを取れば、まだ少女のようなあどけない顔をしてそうだが。

「俺はその内戦でアーチェスに皆みな殺ごろしにされた……ある民兵団の生き残りでな」

「……そう」

　後ろを歩くリリーが、初めて、沈しずんだような声を紡つむいだ。

「そのアーチェスが、この大会に参加してる？」

「らしい。当然偽ぎ名めい、顔形ぐらいは変えてるだろうがな……忘れはしねえぜ。左ひだり腕うでにアルハザンの紋もん章しようがあるはずだ」

　アルハザンのエンブレムは毒どく蜘ぐ蛛もだ。いつの間にか人間社会という家の中に巣を張る。罠わなを張る。高官を搦からめとり、生かしたまま養分を吸い上げるように、既き存そんの権力を利用し、やがて死に至らしめる……まさに組織を表す紋章。

「見つけたら……どうするの？」

「殺すさ」

　リュータが振ふり返ると。リリーはその殺気じみた視線に身をすくめた。

「殺したら……失格だよ？」

「……ああ。ったく、厄やつ介かいなルール作ってくれたもんだぜ。けどな、奴やつは俺の家族を殺したんだ。だが法は奴を縛しばれない。天だの神だのだって奴を裁こうとはしない。だったらどうする？　俺が裁いてやるしかねえだろう!?」

「……。」

　気が付くと、リリーがどこか寂さびしげに俯うつむいていた。それでリュータは、やっと我に返る。

「……なんだかな。お前が変なこと聞くから悪いんだぜ。まあそういう俺も、何でこんな話してるんだかな……」

　自じ嘲ちようし、また歩き始める。何だか雰ふん囲い気きが重苦しいので、リュータは話題を変えた。

「お前は何で参加してるんだ？」

「あれ？　あの扉とびらは何かな？」

　リリーは今までとは違う、見るからに高級そうな門構えのそこへと駆かけて行った。

（無視かよ……）

　やれやれとリュータも後を追う。中世ヨーロッパの、宝物庫にでもあしらわれていそうな意い匠しよう。金の象ぞう嵌がんの縁ふち取どり。いかにも、部屋の中には何かありそうな雰囲気だ。

「えっと、鍵かぎはないみたいだね。よぉし、開けちゃおうっと」

「待てコラ、シロウト」

　リュータはリリーの肩かたを摑つかみ、引き戻もどした。

「な、なに？　トラップなんかはなさそうだけど……？」

「こういうところは、モンスターの出現確率が跳はね上がるんだぜ。いわゆる、『画面の切り替かわる瞬しゆん間かん』ってやつだ」

「え？　がめん……？」

「特にコアな連中は、なぜだか知らんが『大灯台現象』と呼んでいる」

「？？？」

　ハンター用語はリリーには少し難しすぎたらしい。

　ともかく。

「気配は感じられないが……開けた瞬間にモンスターが出現して飛びかかってくる可能性は高い。注意しておけよ」

「う、うん。わかったよ」

　リュータが扉の前に立つと、リリーはアサルトライフルを構えて少し退さがった。

「行くぜっ……！」

　リュータは蹴け破やぶるように扉を開く。




　　　　⑤




　その広い部屋に踏ふみ込んだ瞬間、ヒュン！　と風を切る音。

「っ!?」

　一瞬の判断でリュータは横に転がったが、頰ほおに鋭するどい痛みが走った。すぐにぬるい血が溢あふれ出してくる。だが、相手はモンスターなどではなかった。

　瘦そう軀くの男。両腕には、三本の長い鉤かぎ爪づめが付いた手てつ甲こう。それを確かく認にんすると同時に二撃げき目。リュータはしゃがんだ状態から後回転、勢いを利用、一気に逆立ちするよう腕の力で跳ね、飛び退のく。

「くくく……この俺の攻こう撃げきをかわすとは、それなりの腕があってここまで辿たどり着いたようだな」




　パタタタンッ!!　パタタタンッ!!




　銃じゆう声せいはリリー。男を牽けん制せいするが、彼は銃撃を苦もなく弾はじきながらニタニタと笑う。

「てめえなんのつもりだっ!?　参加者か!?」

「そうとも。でなければ……このような不意打ちで、他の参加者を事故に見せかけ失格させようと思うか？」

　ダンジョンで負ければ負け。そのルールにだけは、審しん判ぱんの立ち入る余地はない。

「いや……ほう？　何だよく見れば貴様、リュータ・サリンジャーだな？　巣を張った最初の獲え物ものが貴様とはついている」

「……!?　なぜ俺の名を知っている」

「知っているさ。我らが組織を付け狙ねらうモンスターハンターだろう？」

　なんだ？　ということはつまり？

「俺の名はガーベス。アルハザンの幹部の一人……とでも言っておこう」

　男はたくましく引き締しまった胸むな元もとを開き、そこに刻まれた組織の紋もん章しようを晒さらして見せた。禍まが々まがしい、巣を張る毒どく蜘ぐ蛛ものエンブレム。

「っ……！」

　瞬間、フラッシュバックする。過去の記き憶おく。血と、硝しよう煙えんと、肉の焼ける匂においが立ち込めた業ごう火かの中の思い出。

「ッ………！」

　いた。

　この男はあの時、アーチェスと名乗った男の傍かたわらにいた。あのときも、こうして自じ慢まんげにこのエンブレムを晒して見せていた。

「てめえに一つ聞いておく……アルハザン！　アーチェスは、この大会に参加しているんだな!?」

「だとしたらなんだ？　今までの組織に対する非礼非道を詫わびに行くつもりか？　と言っても、もう遅おそいがな。アーチェス様からは、貴様は殺せとの命を仰おおせ付かっている。参加者は減り、貴様は死に……一石二鳥とはこのことだ。逃にがしはせんぞ」

　シュラン、シュラン、と。男は左右の鉤爪を、研とぐように擦こすり合わせた。

「ここで終わりだ、リュータ・サリンジャー！」

　迫せまり来る鉤爪に対し、

「上等だ！　ぶっ殺すのはてめえの口を割ってからだ!!」

　リュータもまた抜ばつ刀とうし、斬きりかかった。相手も魔ま人じん。アルハザンの人員。こんな所で罠わなを張っているだけあって、腕うで利きき。

　リーチと破は壊かい力こそこちらが上回るが、向こうは軽量の二振ふり。回転数で圧あつ倒とう的に押される。致ち命めい傷しようこそ免まぬかれ続けるが、腕先や腿ももなど、端はし々ばしは切り裂さかれる。

　完全な接近戦のため、リリーも援えん護ごできない。

「貴様、その程度でアーチェス様に挑いどもうと思っていたのか!?　とんだお笑い種ぐさだな！」

「てめえらの目的は何だ！　この大会で何をするつもりだ!?」

「簡単なこと……アーチェス様が優勝されてこの世界を手に入れるならばそれでよし。でなくば……」

　一度言葉を切り、自ら距きよ離りを取った男は楽しげに肩かたを震ふるわせた。

「……そのように高こう尚しようなこと、今から死ぬ者に教えても仕方ない。今度はこちらから聞かせてもらいたいが、なぜそう執しつ拗ように我々を付け狙うのだ？」

「てめえらが殺したからさ。俺のファミリーを！」

　リュータは袖そでをまくった。海かい賊ぞくたちが、自分を家族と認めてくれた証あかしの刺いれ青ずみ。極ごく簡単なまじないの模様。だがそれは、決して消えることのない絆きずな。

「カムダニアの内戦で、てめえらは俺の家族を皆みな殺ごろしにしやがったっ！」

「ほう？　それはおかしいな……我々は通常、殺すと決めれば最後の一人まで殺しつくしているが」

　それから思い出したように笑う。

「ああ……そうか、貴様！　あのときの！　貧しい雑ぞう兵ひよう集団にいたあのガキか!?　薄うす汚ぎたない野犬の群れの中で、ギャンギャンと一番よく鳴き喚わめいていたあの……!!」

　琴きん線せんのタガがぶち切れる。

「殺してやるッ──!!」

「ッ!?」

　防ぼう御ぎよなど微み塵じんも省かえりみぬ全力で振り下ろす。頭上で交差させたアーチェスの爪つめの一部が欠け、こちらの刃はも火花を放って刃こぼれする。

　冷静さなど欠片かけらも失っていた。こいつらは人形をバラして遊ぶように、ファミリーを壊こわしていった。もがき苦しむのを楽しむように殺していった。

「く、吠ほえるだけの駄だ犬けんが……！」
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　鍔つば迫ぜり合いから一転、リュータは弾き飛ばされる。魔導力の放射。魔人の常じよう套とう手段。いくら手を塞ふさいだとしても、形無きその能力は人間がどうこうできるものではない。

　二人の間に再び距離が置かれ、そこにリリーが叫さけんだ。

「ちょっと待って！　さっきからあなたたち、殺す殺すって言ってるけど、そんなことしたら失格だよっ!?」

　ガーベスはうるさい蠅はえでも睨にらみつけるように、視線を横に流した。

「誰だれがそれを確かく認にんする？」

「えっ……」

「話を聞かれた以上、貴様も殺すぞ。証しよう拠こは魔ま物ものが跡あと形かたもなく喰くってくれる……。もっとも、失格になっても俺は一向に構わんがな。アーチェス様が優勝されるそのときまで、俺はただこの迷めい宮きゆうに巣を張り、愚おろかな獲え物ものを待ち続けるだけだ」

　つまりこの都市という会場に入った今、彼はパートナーさえ必要とはしていないのだ。

（……落ち着け、冷静になれ）

　リリーの声と今のガーベスの言葉でそれを取り戻もどした。

（それで何度大たい佐さに殴なぐられた？くそっ、今こそクールになるんだ……）

「少し遊びが過ぎたようだ。リュータ・サリンジャー……貴様にも、そのファミリーとやらと同じ道を辿たどらせてやる。ありがたく思え」

　と、彼は鉤かぎ爪づめを交差させたまま、頭の上に。跳ちよう躍やく。人間にはあり得ぬ動き。全身に凄すさまじい回転を伴ともない、あたかもドリルのように突とつ進しんしてくる。

「っ……！」

　ダンジョンの壁かべを砂さ塵じんに帰し、潜もぐり込むほどの威い力りよく。二の腕をざっくりと抉えぐられる。避よけるのがせいぜい。かといって正面から向かい合えば結果は目に見えてしまう。

「一いつ旦たん逃にげるぞっ！」

「ええっ!?　逃げちゃうの!?」

　ガーベスが壁に潜ったこの隙すきに、リュータはリリーの腕を取り、ダッシュ。

　無論、本当に逃げるつもりはない。ただ、巻き込まれた形になったリリーだけは、逃がしてやらねばならない。これはもはや大会を超ちよう越えつした、自分自身の戦いなのだから。

「言ったはずだ、逃がさんと！」

「!?　伏ふせろ！」

　音を頼たよりに身を投げる。すぐ上を、壁を突つき破って現れた男が飛ひ翔しようしていく。そしてそのまま、再び壁の中に。

　ダンジョンを造る石の壁は通路と同じほどの幅はばがある。その中を行き来できるということは、彼にとっては通路も壁も区別の必要がないのだ。ただ、身を隠かくせる分、壁の中の方が圧あつ倒とう的に有利！

「な、なんだかすごいことになってきちゃったね……」

　リュータはそんなリリーに向かい、人差し指を立てて静せい寂じやくを促うながした。こちらからは見えない。では相手からも見えないはずだ。自分は今、音を頼りに奴やつの出現を予測した。ならば相手も同様のはずだ。

（……）

　どう動くべきだ？　気付かれずに進むには。

（いや……奴の居場所を特定するには……）

　そのとき、足元に微び振しん動どう。

（しまった!?）

　壁に気を取られすぎた。壁を通れるということは、壁の据すえつけられている床ゆかや天てん井じようも奴のテリトリーということなのだ。

　とりあえず、リリーの腕を引き、投げる。

「きゃっ！」

　ざくり、床から天井へと突き抜ぬけた爪に、ふくらはぎをやられる。

「くそったれ！　考えてても始まらねえ、やっぱり走るぞ!!」

「なにそれ!?　それにあなた、そんなひどい怪け我がしてるのに……！」

「死ぬよりマシだ！　いいから付いて来い！」

　走る、走る。時に転がり、時に壁に張り付き、最も近い出口……エレベーターを目指す。

「上に出られりゃ、告発でも何でもできる！　そうすりゃ主しゆ催さい者しや側も少しは対策とるだろうよ！」

「う、うん！　そうだね……！　？……え？」

　通じるかどうかわからないが……リュータは腰こしに下げたその得物を示して、無言でハンドサインを出す。




　　　　◆




　音の伝でん播ぱは物質の密度による。気体よりは液体。液体よりは固体の方が、音はよく響ひびく。壁の中に潜ひそんだガーベスには、二人の会話までも逐ちく一いち届いてきていた。うるさいほどに。

（くくく……それでいい）

　巣にかかった獲物のもがきこそ、蜘く蛛もにとっては最上の愉ゆ悦えつ。二人がエレベーターへ向かうのは計算済み。

　むしろガーベスは、わざと二人を、その場へと追いやっていたのだ。初手の不意打ちで仕損じたこともある。刃やいばを交えた感じ、リュータが予想外の使い手だったということもある。

　その場合、危き惧ぐするべきはどちらかの相手をしている間に、どちらかに逃げられてしまうことだが……幸い、獲物は二匹ひき揃そろって逃げている。自分たちが、最後の罠わな目め掛がけて突き進んでいるとも知らずに、だ。

　エレベーターに乗ったが最後、逃げ場はない。逃げ場のない狭せまい個室の中で、あの二人は惨ざん殺さつ。目もく撃げき者はいないのだ。それこそ、自分がそのままエレベーターで昇のぼって行き……二人は魔ま物ものに殺されたとでも、伝えてやればいい。

（甘い大会だ……だが、確かに面おも白しろい大会だ）

　ガーベスは時に驚おどろかせるように。二人の前に現れては、そのまま消えて見せた。

　エレベーターに近付くにつれ、二人の呼気、足取りが高こう揚ようしていくのがわかる。二人は徐じよ々じよに、こちらの攻こう撃げきがかわせるようになってきた……とでも思い込んでいるだろう。そしてこれなら逃げ切れる……と。こちらがわざと、攻撃を外してやっているとも気付かずに。時には道を塞ふさぐモンスターさえ、攻撃が外れたと見せかけ、倒たおしてやっているというのに。

　やがてその場が近付く。喜ぶ声。二人の足音が止まる。ボタンを押す音。チャイムの電子音、扉とびらの開く音、全すべてガーベスには聞こえていた。

　これで助かった、という安あん堵どの声。その安息を……一気に絶望に変える！

「くたばれ!!」

　その瞬しゆん間かんガーベスは、全力をして壁かべを突き抜け、開け放しのエレベーター目掛けて姿を現した。

「てめえがな」

　リュータが笑う。それを見み越こしたような二人が、エレベーターから飛び降りる。

　ガギンっ!!

「なっ……！」

　勢い止まらず飛び込み、ガーベスはオリハルコン混入合金製エレベーターの壁に激げき突とつした。刃はそれまでの壁のように貫かん通つうできず、高回転に耐たえ切れず折れ、火花を上げて弾はじけ飛ぶ。

「単純すぎるぜ。これでてめえの居場所が特定できたってわけだ」

「なっ……クソッ！」

　ごとっ。

「……っ!!」

　ガーベスの爪つま先さきに落ちてきたのは、丸い金属塊かい。手しゆ榴りゆう弾だん……！

「う、おおおおおおおおおっ!!」

　豪ごう爆ばくがダンジョンに響き渡わたった。




　　　　⑥




「っひゃーっ……まだ耳がキンキンするーっ!!」

「あーっ!?　なんだってー!?」

「だーかーらー！　耳がー！」

　二人してそんな状態。さてエレベーターの中が、どんな凄せい惨さんな状態かと思えば……さすがは魔人、それもアルハザン幹部だ。原形どころか意識さえも保っていた。

「お、おの……れ……」

　リュータは男の髪かみを摑つかんで引きずり出し、胸むな倉ぐら摑んでダンジョンの壁に叩たたき付けた。

「アーチェスはどこだ!?」

「ふ……、ふふ……っ、言うと、思うか……？」

「……だろうな」

「そんなことより……ふふ、ふ……どうした、今ここで俺を、殺やっておかんと……後々、厄やつ介かいだぞ……？」

　ひぃひぃと喉のどを引きつらせるように、ガーベスは笑ってみせた。参加者同士の殺人は、即そく、失格に繫つながる自じ滅めつ行こう為い。

「……っ」

　リュータは黙だまってガーベスの下げ卑びた笑えみを見下し、奥歯を嚙かむ。

「甘い、よなぁ……つくづく甘い……人間ってやつは。生き残りたいなら、ためらわずに俺を、殺しておくべきなのさ……。それを、希望や正義などという、ありもしない幻げん想そうにすがり……」

　もうたくさんだとでも言うように、リュータはガーベスから手を離はなした。もはや立てぬほどのダメージを負っているガーベスは、そのままずるずると壁かべ際ぎわに座り込んでいく。

「覚えていろ……リュータ・サリンジャー……。次は、こうはいかんぞ……。今のうちに、生を……楽しんでおくが、いい……」

「あ？　てめえに次があるなんて誰だれが言った？」

「ッ……!?」




　パンッ!!　パンッ!!　パンッ!!　パンッ!!




「がふ……がっ……あが……！」

「魔人ってのはすげえよな。これだけ腹にマグナム喰くらっても、死にやしねえんだからな。でも、動けねえだろ？」

「!?　き、きさっ……貴様っ……!?」

「じゃあな、ガーベス。この辺はモンスターが多いから、喰われねえように気を付けろよ？」

　リュータが流してきた血液。そして今、ガーベスが溢あふれさせる鮮せん血けつの匂におい。獰どう猛もうな唸うなりと、その気配が集まり始めていた。

「ま、待て……待ってくれ……！　いくらこの俺でも、この状態では……、待っ……！」

　リュータはリリーの待っているエレベーターに乗り込み、無造作に、叩くように地上へのボタンを押した。あとはただ、傷の痛みに顔をしかめながらがっくりと座り込む。

「ほんとに……置いてっちゃうんだ」

「これ以上一いつ緒しよにいたら、それこそぶっ殺しちまいそうだったんでな……。ま、それでもよかったが……言いたきゃ言えよ」

　強がりを吐はき捨てるようにして、傷口に応急処置を施ほどこしていく。消毒。止血剤ざい。接着剤。テーピング。

「ううん？　言わないよ。実は私もね、ああいうつまんない参加者がいるって聞いて、懲こらしめに来ただけだし」

　リュータが見上げると、リリーは、あろうことか楽しそうに笑っていた。

「私もああいう人、嫌きらいだしね」

「……お前、一体何者だ？」

　ふふふ。とリリーは笑う。

「昔々……じゃないけど、あるところに、莫ばく大だいな借金を背負った、それはそれは不幸な女の子がいました。……えーと。……中略」

「いきなりかよ」

「世界を手に入れた女の子は、その仕組みをちょっとだけ変えたのでした。それはとても楽しい世界。でもよく見たら、実はあんまりそうでもなくて。魔人だから、人間だから、人間じゃないから……そんな細かい理由だけで、悲しい、つまらないことはまだ結構起こってて」

「……」

「だから女の子は、もう一度だけ世界を手に入れるために頑がん張ばるのでした。今度は世界中のありとあらゆる種族の、全すべての猛も者さを集めて、そのみんなが見ている前で……ね」

　リリー。

　リリー・オブ・バレイ。谷間に咲さくユリの花。その和名は……確か。

「……！　お前……！　いや、あんたまさか……!?」

　愕がく然ぜんとなったリュータに対し、リリーは唇くちびるの前に人差し指を立てた。

　数年前、古いにしえのカミガミを率いて、一人の少女がこの世界を手に入れたと聞いた。この世界で知らぬ者はない、生きながらの伝説。

　その称しよう号ごうは聖せい魔ま王おう。大会名は聖魔杯。ならば、この大会を開いた張本人がここにいるということなのか？　しかも、参加者として……？

　エレベーターが昇のぼっていく。減速し、地上に到とう達たつする。リリーは微笑ほほえみながら踵きびすを返し、エレベーターを降りる。

「今日は楽しかったよ」

　一いつ拍ぱくの間を置き、リュータの胸には怒いかりが込み上げてきた。

　知ったこっちゃない。この女、知りもせず。ここで諦あきらめれば、亡なくした家族が帰ってくるとでも言うのか？　あの海かい賊ぞくたちの仇あだを討うつことが、細かいつまらないことだと!?

「悪いがな！　てめえがどう思おうと、俺は、アーチェスを狙ねらい続ける！　この手でブチ殺すまでだっ！　止めたかったら止めてみやがれ！　いま、ここで!!」

　彼女は振ふり返りもしない。背を向けたリュータへ、ただ大きく手を振る。

「聖魔杯、楽しんでってよね!!」

　そんな本人が、一番楽しそうに。アサルトライフルを下げたメイドは立ち去っていく。




（くそっ……）

　気が付けば外はもう、夜が明け始めようとしている時間だった。リュータは晴れぬ気持ちでセンタービルの受付に向かう。

「お帰りなさい。怪け我がをしてるみたいですけど、お医者さん呼びましょうか？」

「必要ない。換かん金きんだ」

「はい。何を？」

　そこで初めて気付く。

「……そう、だな。なにが……換金できるんだ？」

「え？　モンスターの牙きばとか、鱗うろことか、残ざん骸がいとか……とにかくモンスターをやっつけた証しよう拠こですけど」

「……」

　そういうシステムを聞いてなかった。怒りに任せてダンジョンに入ったせいで、その辺の説明を聞いていなかった。何も持ち帰ってきていない。

　いや？

「そ、そうだ！　さっきメイドが来なかったか!?　あいつ、俺と一緒に潜もぐってたんだ！」

「はい？　ああ、その人でしたらちゃんと持ってきましたよ」

　人の見てないところで、残骸を集めていてくれたのだ。助かった……！

「そ、それだ！　それは全部俺が倒たおしたモンスターで……！」

「え？　そうだったんですか？　でもその人、全額換金して持ってっちゃいましたよ。後から誰だれか来るけど、相手にするなって……」

「あ……」

　あんぐり。

　転瞬、

「あんのアマぁああああああああああああああっ!!」

　あれだけ偉えらそうなこと言っておきながら、こっそり横取りしていったのだった。




　　　　◆




　コンコン。

「お客様。おはようございます。お目覚めはいかがでございますか？」

　エルシアが寝ねぼけ眼まなこで身を起こすと、覆ふく面めんを被かぶったホテルマンがぞろぞろと寝しん室しつに入ってきた。

「実はでございますね、お客様。只ただ今いまフロントにいらしたお連れ様が、宿しゆく泊はく費をご用意できなかった、ということでございまして……」

「……」

　エルシアはぼーっとした顔で、うつらうつら。

「ロイヤルスイートご宿泊五十万チケット、昨夜ご注文されたルームサービスのワイン一本が三十万チケット、シャワーのご使用料二十万チケット、このベッドのご使用料が二十万チケット、その他いろいろ、とにかく込み込み込みで……二百万チケットとなります」

「……」

　ぼーっ。

「お支し払はらいいただけない？　いただけませんか？　いやいや、これは困りましたなぁ」

　ふっふっふ、とホテルマンたちは不気味な笑い声を上げた。

「となると、年利五十パーセントの安心親切な魔殺商会特別低金利ローンを組んでいただいた上で、我々魔殺商会グループの馬車馬となって働いてもらうしかありませんねえ……。おおっと、もちろん断ろうとすれば……」

　スーツを脱ぬぎ捨て全身タイツとなった覆面ホテルマンたちが、ざざざっ、と。よく訓練された戦せん闘とう員のように、エルシアのベッドを取り囲む。

「しかしこれが商業区を牛ぎゆう耳じる悪の組織、魔殺商会グループのやり口でございましてねえ……悪く思わないで下さい。ふっふっふ」

「……ルームサービス、頼たのんでいないの」

　くしくしと寝ぼけ眼をこすったエルシアが、枕まくら元もとの分厚い本を手に取った。

「このホテル、教育がなっていないのね」

「お客様。我々の話を……」

「あなたたち、参加者？」

「は？」

「じゃあ死んでも構わないわね……二七三ページ」




　カッ!!








──ッずどおん!!









「……」

　エルシアはぱたむと本を閉じる。外から見れば、このホテルの最上階が爆ばく撃げきされたように見えたことだろう。一角は完全に崩ほう壊かいし、天てん井じようには青空。眼下には街並み。吹ふっ飛ばされたホテルマンたちは床ゆかや壁かべに張り付き、瀕ひん死しのカエルのようにぴくぴくと、辛かろうじて生存を訴うつたえかけている。

「ひ……ひ、ひいいいっ!?　む、むむ無敵のはずの全身タイツが……!!」

　意識のあるホテルマンが、ガタガタ震ふるえながら腰こしを抜ぬかして後あと退ずさった。やっとベッドから足を下ろしたエルシアは、一言。

「部屋を替かえて」

「は……はひっ!?」

「見てわからないの？　散らかっちゃったから、部屋を替えて」

「はっ……、ははぁ～～～～～っ!!　ただ今すぐにっ!!」




　　　　◆




　爆音があってからしばらく。

　リュータが待つロビーに、エルシアが降りて来た。

「……おいおいおいおい。何やらかしたんだ？　この上修しゆう繕ぜん費ひなんて請せい求きゆうされたら……」

「よく知らないけど」

　エルシアはぽつり。

「無料ただにしてくれるらしいの」

「……なんだと？」

　見ると従者のように付き従ったホテルマンが、妙みようにぺこぺこ頭を下げている。

「教育がなってないって、少し注意しただけなのに」

「……。まさかさっきの爆発が……か？」

「ちゃんと注意するなら、三〇六ページ」

　びくぅっ！　とホテルマンは硬こう直ちよく。

「でもその前にわかってくれたから」

（そりゃ脅おどしたんじゃねえか……？）

「いいホテルよ。気に入ったから、ここで暮らすことにしたわ」

　リュータがエルシアの背後にいるホテルマンを見ると、ぶんぶん猛もう烈れつな速度で首を振ふる。そんな話は聞いていないと。でもエルシアが振り返ると、

「ははぁ～～っ！　ご利用ありがとうございます！　それでは行ってらっしゃいませお帰りを心からお待ちしておりますエルシア様ぁ!!」

　それを聞いた冷血女は、珍めずらしく満足そうに微笑ほほえんでいた。

「ね。一生懸けん命めいで、ここはいいホテルだと思うわ」

（……なんか涙なみだ声ごえに聞こえたのは、俺の気のせいか？）

　覆ふく面めんのせいで涙は見えなかったが。

　まあそんなこんなで。

　パートナーであるリュータも、シングルではあるが……無料でこのホテルで暮らせることになったのだった。




　そして大会は二日目を迎むかえる。

　参加者たちのありとあらゆる思いを内包し、聖魔杯はいよいよ加速し始める！







　あとがき




　デビュー以来の担当である、ザ・スニーカー編集部の生ける伝説・Ｘ氏っ！　だが！　今回この『戦闘城塞マスラヲ』の本紙連れん載さいにあたり、編集部は筆者へ向けて新たなる刺し客かく（担当編集者）を用意していたっ!!

　果たしてそれは！　筆者が予かねてよりこの「あとがき」という公おおやけの場で二度三度と切望していた、メガネの似合う知的な美人の女性編集者だったのであろうか!?




　否いなッ！　断じて、否ッ──!!




　ＸＹ染せん色しよく体たい判定によるまでもなく、性別は──男ッ！

　否！　それさえ否！　安心感を誘さそう純じゆん朴ぼくそうな外見とは裏腹に、裡うちなる心に熱き思いを秘ひめた──漢おとこッ!!

伝説Ｘ「お姉ちゃんのいるお店とかどう？」

新担当「フッ……Ｘ師し匠しようがそうおっしゃるなら、僕ぼくはかまいませんよ」

　俺　「え……いや、あの……。ゲーセンくらいにしときません？」

伝説Ｘ「カードビルダー！（注）」

新担当「カードビルダー！」

　俺　（うわ）

　かくして著者送そう迎げいは行われたッ！　残念ながらここに全てを書き表すことは、できない！　だがっ！　察して頂きたい！　この果てしない宇宙に浮うかぶ命の惑わく星せいに生まれ、青き空の下、この書を手にした全ての人類に伝えなければならない！　その夜、確かに『著者送迎』は行われたのだということをッ──!!

　それが持って生まれた運命なのか!?　そんな伝説の編集者、Ｘ氏を師と仰あおぎ！　その熱き血潮までをも色いろ濃こく受け継つぎ！　あまつさえ怖こわい話は苦手という萌もえポイントまで完備せし、若き漢！

　ザ・スニーカーが誇ほこる最終兵器!!　その言葉こそが相応ふさわしいッ！

　ヤツの名は……そう!!




　Ｗ氏ッッッ──!!




『お・り・が・み』からの読者の皆みな様さま、こんにちは。いつもどおりの林トモアキです。お元気でしたか？

　初めましての皆様、すみません。これが林トモアキです。

　あとがき二ページも使って結局何が言いたいのかと申しますと、このマスラヲ専用に新しい担当さんが付きましたよ……っていうそれだけです。大おお仰ぎように書きましたが、大体事実です。ちなみにＷ氏のＷは本名のイニシャルではなく、私が心の中で呼んでいる敬けい称しようのイニシャルです。気にしない気にしない。

　もっとも、これがメガネの（略）女性編集者であったりした日には二ページどころじゃ済みませんけどね、ええもう絶対。




　さてこのＷ氏、デビュー以来の担当者のＸ氏と違ちがって積極的にネタ出しを行ってくれます。「ヒデオに恋れん愛あいをさせたいんですよッ！　もうウハウハっすよッ!!」という衝しよう撃げき的発言（誇こ張ちようアリ）から生まれたのが、王様ゲームの話です。

　Ｑ・それがなんで王様ゲームなのでしょうか？

　Ａ・誠まことに遺い憾かんながら、林トモアキは恋愛小説家にはなれませんでした。当人はこの事実を厳げん粛しゆくに受け止め、今まで通り立派なギャグ作家を目指していく等などの意味不明な言動を繰くり返しており……云うん々ぬん。

　一方のＸ氏は「放置プレイ、ＹＥＳ」なお方で、筆者の好きなように気の済むようにやらせてあげようというスタンスでして、どちらの担当も個性的、かつありがたい編集者であります。こうしてあとがきのネタになってくれたりしますし。

　それにしても伝説の次は最終兵器ですからね。もちろん筆頭にはあの編集長閣下がおられるわけで、この調子ですと編集部には、まだまだ私の知らない素す敵てきな人材がいらっしゃるに違いありません。恐おそるべしザ・スニーカー編集部。




　さて遅おそくなりましたが、この『戦闘城塞マスラヲ』は、拙せつ著ちよ『お・り・が・み』の続編的な位置づけとして、ザ・スニーカー本誌にて連載させて頂いているお話です。ちなみに前作『お・り・が・み』をご存じない初めての方。この本は前作をご存知なくともお楽しみいただけるように……気を使ってはいるのですが、なにぶん未熟なものであまり自信がありません。もしよろしければ、前作の方にも目を通していただければ幸いです。




　それでは最後になりましたので、謝辞を。

　新しいパートナーの上田さん、毎回たくさんのかっこいいイラストをありがとうございます。一時入院されたとのことですが、経過は順調とか。頼たのもしい限りです。これから共に良い作品を作っていけることを、楽しみにしております。

　こちらも新しい担当のＷ氏。初の文庫製作ということで時に苦戦されているようですが、私もこの本が氏にとっての記念すべき第一冊になることを願い……このあとがき？　気にしちゃいけません。よろしくお願いします。

　そして読者の皆みな々みな様さま。『お・り・が・み』の続編となるお話をこのような形で発表できるのは、前作を応おう援えんしてくださった皆様、そしてザ・スニーカー本誌で支持してくださる皆様があってこそです。せめてその期待を裏切らないよう書いていきたいと思いますので、今後しばし、お付き合いいただければ光栄です。




　二〇〇六年九月


林トモアキ　　










編集部注：〝カードビルダー〟とは正式名めい称しよう『機動戦士ガンダム0079カードビルダー』のことを指す。実際のトレーディングカードを使用してゲームセンターで遊ぶアミューズメントマシン。ちなみに担当Ｘは全てのカードをコンプリートしている。
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